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決算特別委員会記録（第１号） 

 

 

令和元年９月３０日 月曜日 午後２時３９分開議 

委員長 山 科 正 仁     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ２番   庄  司  里  香  委員 

  ３番   叶  内  恵  子  委員     ４番   八  鍬  長  一  委員 

  ５番   今  田  浩  徳  委員     ６番   押  切  明  弘  委員 

  ７番   山  科  春  美  委員     ９番   佐  藤  文  一  委員 

 １０番   山  科  正  仁  委員    １１番   新  田  道  尋  委員 

 １２番   奥  山  省  三  委員    １３番   下  山  准  一  委員 

 １４番   石  川  正  志  委員    １５番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １６番   佐  藤  卓  也  委員    １７番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １８番   小  野  周  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 小 松 真 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

本日の会議に付した事件 

 

委員長の互選 

副委員長の互選 
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開      議 

 

 

新田道尋臨時委員長 ただいまから委員会条例第

10条第１項の規定に基づき決算特別委員会を開

き、委員長の互選を行います。 

  なお、委員会条例第10条第２項の規定により、

委員長が互選されるまでの間、私、新田道尋が

臨時に委員長の職務を行いますので、よろしく

お願い申し上げます。 

  ただいまの出席委員は17名です。 

  これより決算特別委員会を開きます。 

 

 

委員長の互選 

 

 

新田道尋臨時委員長 委員会条例第９条第２項の

規定により委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  委員長の互選の方法につきましては、会議規

則第126条第５項の規定により指名推選による

こととし、臨時委員長において指名したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

新田道尋臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、臨時委員長において指名することに決し

ました。 

  委員長に山科正仁委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました山科正仁委員を委

員長の当選人と定めることに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

新田道尋臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、山科正仁委員が委員長に当選されました。 

  それでは委員長と交代いたします。御協力あ

りがとうございました。 

   （臨時委員長退席、委員長着席） 

山科正仁委員長 ただいま決算特別委員長に当選

いたしました山科正仁でございます。皆様の御

協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

副委員長の互選 

 

 

山科正仁委員長 これより委員会条例第９条第２

項の規定によりまして、副委員長の互選を行い

ます。 

  お諮りいたします。 

  副委員長の互選の方法につきましては、会議

規則第126条第５項の規定により指名推選とす

ることとし、委員長において指名したいと思い

ます。これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

委員長において指名することに決しました。 

  副委員長に山科春美委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました山科春美委員を副

委員長の当選人と定めることに御異議ございま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

ただいま指名いたしました山科春美委員が副委

員長に当選されました。 

  山科春美副委員長、よろしくお願いいたしま

す。 

 

 

散      会 

 

 

山科正仁委員長 それでは、10月８日火曜日午前

10時より決算特別委員会を本議場におきまして

開催いたしますので、御参集を願います。 
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  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時４３分 散会 
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決算特別委員会記録（第２号） 

 

 

令和元年１０月８日 火曜日 午前１０時００分開議 

委員長 山 科 正 仁     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ２番   庄  司  里  香  委員 

  ３番   叶  内  恵  子  委員     ４番   八  鍬  長  一  委員 

  ５番   今  田  浩  徳  委員     ６番   押  切  明  弘  委員 

  ７番   山  科  春  美  委員     ９番   佐  藤  文  一  委員 

 １０番   山  科  正  仁  委員    １１番   新  田  道  尋  委員 

 １２番   奥  山  省  三  委員    １３番   下  山  准  一  委員 

 １４番   石  川  正  志  委員    １５番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １６番   佐  藤  卓  也  委員    １７番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １８番   小  野  周  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

 欠     員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 小 松   孝  総 合 政 策 課 長 関   宏 之 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 加 藤   功 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 森   正 一 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 亀 井 博 人  看 護 師 養 成 所 
開 設 準 備 課 長 田 宮 真 人 

農 林 課 長 三 浦 重 実  商 工 観 光 課 長 荒 澤 精 也 

都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二  上 下 水 道 課 長 奥 山 茂 樹 

会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長  田 浩 志  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 武 田 信 也  学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一 

社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀  監 査 委 員 大 場 隆 司 
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監 査 委 員     
事 務 局 長 山 科 雅 寛  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 関   孝  農業委員会会長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会   
事 務 局 長 津 藤 隆 浩    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 小 松 真 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第４５号平成３０年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 
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開      議 

 

 

山科正仁委員長 おはようございます。 

  ただいまの出席委員は17名です。 

  これより決算特別委員会を開きます。 

  本特別委員会に付託されました案件は、議案

第45号平成30年度新庄市一般会計歳入歳出決算

の認定についてから議案第52号平成30年度新庄

市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いてまでの８件であります。 

  審査に入る前に、審査及び本委員会の進行に

関して主な留意点を申し上げます。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

をとりながら進めてまいります。質問は、決算

に関する資料の名称とページ数、款項目、事業

名などを具体的に示してから質問されますよう

にお願い申し上げます。 

  また、会議規則第116条第１項に、発言は全

て簡明にするものとして、議題外にわたり、ま

たはその範囲を超えてはならないと規定してお

りますので、これを遵守願います。 

  なお、本日は午後４時ころの終了をめどに進

めてまいりたいと考えておりますので、委員の

皆様方の御協力を切にお願い申し上げる次第で

あります。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いいたしまして、た

だいまから審査に入ります。 

 

 

議案第４５号平成３０年度新庄市

一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 

 

山科正仁委員長 それでは、初めに議案第45号平

成30年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてを議題といたします。 

  一般会計の審査につきましては、歳入と歳出

を分けて質疑に入ります。質疑は、答弁を含め

歳入と歳出それぞれ１人30分以内といたします。 

  それでは質疑に入ります。 

  一般会計の歳入について質疑ありませんか。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） おはようございます。 

  決算議会初めてなんですけれども、主要政

策・成果に関する説明書とかいろいろ読ませて

いただきまして、新庄市でこれだけのいろんな

事業が本当にされているんだなと思って、ある

意味感動させていただき、本当にこういった成

果が出るようなふうに頑張っていただきたいな

と思いました。 

  １点だけ質問させていただきます。 

  決算書の72ページ、17款１項２目のふるさと

納税寄附金について質問させていただきます。 

  国の指導で返礼品を３割にしなさいというふ

うに言われておりますけれども、市の事業をす

る上でも、この財政確保の上で、ふるさと納税

寄附金はとても大事な観点であると思います。

当初の予算なんですけれども、３億1,200万円

ということでしたけれども、７億8,200万円が

決算となっておりますけれども、どのような努

力、工夫をされたのか、教えていただけるとあ

りがたいです。よろしくお願いいたします。 

関 宏之総合政策課長 委員長、関 宏之。 

山科正仁委員長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 ふるさと納税に関する御

質問でございます。 

  委員おっしゃるとおり、総務省の指導により、

平成29年の11月１日から、全ての品目について

返礼割合を３割以下に見直しを図ったところ、

平成30年度の４月当初につきましては、前年度

の５分の１に落ち込み、８月までその状況がい
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ております。９月から徐々に納税額が増加し、

11月には一気に昨年度の３倍に至ったという経

過がございます。この要因と考えられますのは、

まずは、１つは、ふるさと納税のポータルサイ

ト「ふるさとチョイス」、「ふるさとぷらす」に、

新たに「さとふる」を加えたマルチチャンネル

化、もう一つは、クレジットカード、郵便振替、

現金書留決済に加えて、コンビニ、携帯電話決

済を加え、納税しやすくした、よりしやすくし

たという点がございます。また、東京湾大感謝

祭への参加であったり、女性向け雑誌「ＥＳＳ

Ｅ」への掲載、また、読売新聞都内版への掲載

と、かなり大規模なキャンペーンを打ちました

ので、その反応というのもかなりあったところ

です。あとは、米を中心とするラインナップの

充実、新米受付キャンペーンなどがうまくかみ

合ったので、大幅にふえたと考えているところ

です。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） ありがとうございます。 

  さまざまな、本当に工夫、取り組み、またい

ろんな発信をされていて、すごいなと思います。

すごくふるさと納税に思いを寄せて、納税して

くださる方に本当に感謝させていただきます。 

  ありがとうございます。質問は終わります。 

山科正仁委員長 ほかにありませんか。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 何点か質問させていた

だきます。 

  最初に、20款３項１目なんですが、ページは

74ページから質問入ります。 

  こちらの貸付金元金収入のところですね。そ

ちらの備考の６項目、元金収入があるんですが、

こちらのこの性質について、それぞれ伺いたい

と思います。というのは、この項目について収

入未済、未済額が93万9,907円という収入未済

額があります。こちらをお尋ねするものです。

それぞれ伺いたいと思います。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 私のほうからは、ここの

うち、５つの預託金の元金収入等について御説

明申し上げます。 

  実際にこのそれぞれの預託金の部分について

は、実際に市と、それから金融機関との協調融

資により金利を引き下げながらそれぞれ融資を

行うものということで、年度当初に預託金とし

てそれぞれ金融機関のほうに預けまして、年度

末にその分を戻していただくというような制度

になってございます。 

  それぞれ、勤労者生活安定資金、預金の部分

についてでございますが、これについては、労

金等の金融機関のほうにお預けするという部分

で、いわゆる勤労者の生活資金融資等を行いな

がら、勤労者の生活安定と福祉の向上を図る目

的として、主に未組織の労働者を対象としてい

る預金となってございます。 

  それから、次に、協同組合等振興対策資金預

託金になりますが、これについては、中小企業

者を対象としまして、中小企業に対する融資の

円滑を図るための協力金という形で、商工組合

中央金庫のほうに預託している部分でございま

す。 

  それから、次の地域産業振興資金の部分につ

いては市内金融機関のほうに運転資金、それか

ら設備資金等でそれぞれ市内の５金融機関等に

預託として預けているものでございます。 

  それから、次の小売商業振興資金の部分につ

いては、市内に店舗を有する中小小売業者のほ

うを対象としまして、市内５金融機関のほうに

原資として預託しているものでございます。 

  最後の産業立地促進基金の融資については、

県と市と金融機関の３者による協調融資という

形でやっている事業でございます。以上でござ
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います。 

関 宏之総合政策課長 委員長、関 宏之。 

山科正仁委員長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 ６つ目の地域総合整備資

金貸付金元金収入は、総合政策課のほうで窓口

となっておりますので、お答えさせていただき

ます。地域総合整備資金貸付、ふるさと融資と

言われるものですけれども、こちらのほうは、

市が民間金融機関等と協働して地域振興に資す

る民間事業活動等を支援するために、財団法人

地域総合整備財団の支援を受けて、民間事業者

等の設備投資に係る無利子資金の貸付を行うも

のでございます。 

  内容としましては２つございまして、１つは、

株式会社山形メタル、もう一つは、新庄かつろ

く会のほうに貸し付けております。その元金の

返済でございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 行政が、市役所が、自

治体が、これらの制度資金融資に対していわゆ

る種金というか、そのお金を銀行にまず預け入

れる、そして年度初めに預け入れを行い、そし

て年度終了にはそっくりそのまま返ってくると

いう性質のものだと理解してよろしいんでしょ

うか、それぞれに対してですが。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 商工観光課所管の部分に

ついてはそのとおりでございます。 

関 宏之総合政策課長 委員長、関 宏之。 

山科正仁委員長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 地域総合整備資金につき

ましては、ふるさと融資を行う市が融資のため

に必要な資金を円滑に確保できるよう、この資

金は起債で賄われております。起債どりされた

事業について、地方公共団体の利子負担分の

75％が特別交付税によって措置されるという制

度になっております。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） そうしますと、この収

入未済額の93万9,907円というのは、この備考

の項目からは出てこないという理解でよろしい

かと思います。そうしますと、監査委員代表に

伺いたいんですが、この歳入未済というのはど

こからのものであるかチェックしてらっしゃい

ますか。 

大場隆司監査委員 委員長、大場隆司。 

山科正仁委員長 監査委員大場隆司君。 

大場隆司監査委員 そこからのものについては、

特に個別なものについてはチェックしないで、

大体お金の出し入れについては例月監査のとき

に一応お金の出し入れというのはチェックして

いまして、個別にどこのものが未済という、そ

こら辺までちょっと私としては把握はしており

ません。以上です。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） そうしますと、調べま

したこの平成30年度の決算書からさかのぼって

みますと、平成20年度は調定額があり、備考に

対して記載がありました。しかし、その後、平

成21年度からこの平成30年度まで、この93万

9,907円について記載が備考の欄に何のお金な

のかという記載がありません。そのことについ

て説明できる部署の方、いらっしゃいますか。 

田浩志会計管理者兼会計課長 委員長、 田浩

志。 

山科正仁委員長 会計管理者兼会計課長 田浩志

君。 

田浩志会計管理者兼会計課長 叶内市議の質問

にお答えいたします。 

  決算書につきましては、地方自治法233条に

基づきまして、会計課のほうで作成しておりま

す。決算書につきましては２カ月半かけて各課
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と大体校正４回をとり行いまして作成している

ところでございます。 

  決算書のほうの備考の欄につきましては、平

成20年度につきましては、３万5,000円の収入

がございましたので備考欄のほうに入れました。

その後、調定がありましたけれども収入がござ

いませんので、そこで決算のほうに、備考の欄

のほうに書き加えておりません。先ほど説明い

たしましたとおりに、地方自治法の233条に基

づいて、それらの様式がございますので、そう

いった形で１円以上の収入ある場合は、この備

考欄のほうに掲載している次第でございます。 

  それで、本来ならばこちらのほう、調定がご

ざいましたので、今回収入ございませんでした

ので、収入未済額のほうで計上させていただい

た次第でございます。御理解のほうよろしくお

願いいたします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 収入未

済額の93万9,907円でございますけれども、成

人福祉課所管の貸付金の未収金でございます。

備考欄に何も記載がないということの説明につ

いては、ただいま会計課長が説明したとおりで、

収入があったものについて、その予算科目の歳

出名称等が記載されるということで、この貸付

金の平成30年度中の収入がゼロ円であったため

に、備考欄に記載がなかったものでございます。 

  この貸付金ですけれども、高齢者居室整備貸

付金ということで、昭和40年代、50年代に貸付

事業を行っていたものです。高齢者の居室を増

改築、改造しまして、在宅での高齢者の生活を

支援するという整備のための貸付事業であった

かと思います。 

  叶内委員が確認していただいたように、平成

20年ごろまで幾らかずつ分割納付があったんで

すけれども、それ以降納付が途絶えておりまし

て、滞納となっておりますのは、実質２件分な

んですけれども、お二人とも御高齢となって亡

くなっているということで、保証人の方につい

ても相当な御高齢ということで、回収は困難と

判断しているところです。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子委員。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 翌年度からこの収入未

済額についてどのような手続を行い、処理をし

ていくものなのか、具体的に説明をお願いしま

す。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 先ほど

述べましたように、回収困難ということで、債

権放棄のための不納欠損の処理手続ということ

で進めてまいりたいと思います。なお、この貸

付金につきましては、条例でもって制定してお

りますので、処理後に条例の廃止をいたしたい

と思います。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子委員。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） この数字について、収

入未済額について、会計課の課長はよく理解を

されて、ずっと理解されてきていらっしゃった

ということでよろしいんでしょうか。 

田浩志会計管理者兼会計課長 委員長、 田浩

志。 

山科正仁委員長 会計管理者兼会計課長 田浩志

君。 

田浩志会計管理者兼会計課長 こちらのほう、

私たち会計課のほうでは、先ほど説明いたした

とおりに各課のほうの校正で４回とり行いまし

て、前年度の決算書をもとに、また各課から上

がってきた校正をもとに入力いたしていました。
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その分でやはりこの分について漏れがあったと

いう形で、大変申しわけないですけれども、調

定がございまして、収入がございませんでした

ので、そのまま未済額のほうに記入しておりま

した。ただ、これについてはやはり関係課のほ

うに申し出てチェックするべきかなと思いまし

た。大変申しわけございません。今後、やはり

校正におきまして、このような形であった場合

は、各課のほうに協議いたしまして、今後この

ように、ないようにというか、未済額を早くな

くすように各課のほうに連携して努めてまいり

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 金額が小さいからとい

うか、90万円って小さい数字ではないと思いま

す。小さいからといって見過ごすとか、見逃す

とか、そういったことが行政としてはあるまじ

き行動、姿勢なのではないかと思うんですが、

この内容について市長は理解されていらっしゃ

いましたでしょうか。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

山科正仁委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 未収金の取り扱いについてで

ございます。未収金の処理につきましては、個

別の状況もございますけれども、その取り扱い

については、その都度判断していくということ

になろうかと思います。 

  庁内での確認体制ということでございますけ

れども、歳入確保対策委員会と、庁内のほうで

組織しておりまして、未収金の洗い出しですと

か、回収対策の進捗状況を定期的に確認してい

るということでございます。その中で、回収が

困難と判断される事案につきましては、不納欠

損処理を行うなどの適正な取り扱い、そういっ

たものについて協議をしているという状況でご

ざいます。以上でございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 気をつけてくださいと

いうレベルのものではないと思います。通常備

えられている資質というものがこうやって出て

くるのではないかと思っております。 

  次に参ります。 

  次が、81ページの20款４項４目の新庄市ふる

さと創生人材確保返還金について伺います。 

  こちらの性質というか、こちらの内容はどう

いったものでしょうか。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 委員長、武田

信也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長武田信

也君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 決算書81ペー

ジの備考欄の下から３番目にあるかと思います。 

  新庄市ふるさと創生人材確保事業返還金でご

ざいますが、これにつきましては、平成24年度

から実施しております新庄市ふるさと創生人材

確保事業、いわゆる奨学金の貸与事業でござい

ますが、この貸与している者、平成27年度に貸

与を終了いたしました理工系の２名がこの年度

に返還してございます。この返還金が合わせて

33万6,000円でございますが、これから事務費

として18.75％を差し引いた額で27万3,000円の

収入となってございます。以上です。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） このふるさと創生人材

確保事業返還金、今説明を受けましたけれども、

何を尋ねたいのかといいますと、この27万

3,000円の返還金が、何人が返還をして、今お

っしゃった、事務費とおっしゃいましたけれど

も、事務費の18.75％がどのように決まって、

市が出したお金に対して、税金を出したお金に

対して、その育英会と新庄市の契約であったり

協定の関係で、その事務費が18.75％、それが

返還金があった年からということですよね。
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18.75％事務費を育英会にお渡しして、残りは

市のほうに返還するという契約になっている、

それは内部ではわかるんだけれども、こういう

決算書になったときに、幾ら実際に、貸し付け

は歳出で出しているわけですね、平成24年だっ

たら平成24年なりに、そこから幾ら事務費で払

われて、幾ら戻ってくると、明確さが全く見え

ないんですね。その明確さがちょっと足りない

なというところに関して、何らかお考えはあり

ますでしょうか。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 委員長、武田

信也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長武田信

也君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 先ほどもお話

をさせていただきましたが、卒業して平成30年

度に返還をしたのは２名でございます。今、叶

内委員がおっしゃられたのは、備考の書き方と

いうふうに思われるんですが、そのところまで

詳しくできるかどうかというところは、非常に

多分、これ全てを備考欄にそのような状況を含

むとすると、この厚さが３倍にも４倍にもなっ

てしまうことにもなるのかなと思います。 

  その辺は備考欄の記入の仕方となるように思

うのですが、実際には、先ほども申し上げまし

たとおり、最上育英会との協定を結んでおりま

して、その協定に基づきまして、その返還額か

ら事務費の18.75％分を差し引いた額を市に返

還するという協定になっておりますので、それ

に基づいて27万3,000円が納入されたというこ

とで、その27万3,000円の内容が備考欄で新庄

市ふるさと創生人材確保事業返還金とさせてい

ただいているところでございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） その育英会の事務を返

還金があった場合に、18.75％差し引くという

ことではなくて、育英会の事業というのは一定

的に同じことを行われているわけですよね。そ

うすると、その事業を委託するなり、事務費と

して一定的な金額を指定するなりということが

求められるのではないかと思うんですが、

18.75％と決定した内容、返還金が来たときに

18.75％を事務費と支払うといった内容につい

て、行政の執行部のほうは何らか違和感であっ

たり、そういったことは考えなかったものかな

と思っていますが。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 委員長、武田

信也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長武田信

也君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 どう説明して

よろしいのかちょっと困っているのですが、基

本的には、平成24年度からこの事業を立ち上げ

たときに、最上育英会のほうにお願いしてござ

います。最上育英会のほうでは、これだけが仕

事ではございません。最上育英会自体の事業が

たくさんございまして、その一部ということで

こちらのほうからこの事業の取り扱いをお願い

している。その平成24年度にお願いしたときに、

最上育英会側と事務費、要は最上育英会のほう

で人も雇って運営しているわけでございますの

で、それも含めまして、最上育英会と協議をい

たしまして、18.75％の事務費でお願いします

ということで協定を結んでおります。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 最上育英会との協定の

内容を余り質問しても議題外となるのかと思う

んですが、済みません、課長おっしゃったよう

に人を雇っているわけですよね。返還金がない

間はゼロなわけじゃないですか。そうすると、

そうであるならば、最上育英会がたくさん仕事

をしているということを理解されているならば、

まず返還金があった年に18.75％というあり方

ではなくて、一定的な事務費の補助、委託金で
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あったりという形のほうが明確ではないのかな

と思った次第です。以上です。 

  そして、同じ諸収入のところの81ページの商

工観光課の行政財産目的外使用について、この

内容について伺います。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 目的外使用でございます。 

  こちらについては、エコロジーガーデンの施

設を利用する部分で、目的外使用という形で２

件の団体のほうに貸しております。トータルで

７万2,000円が目的外使用料として収入となっ

てございます。あと、その他として、ＮＴＴの

本柱及び支線の部分で4,500円というようなこ

とでトータルこの金額となってございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） エコロジーガーデン内

の行政財産の目的外使用ということで、この２

社が入っているということですね。この２社の

選定については、どのように行われたものだっ

たんでしょうか。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 ２社ということだけじゃ

なくて、実際に使われている目的外使用につい

ては10件ほどございますが、この２件の部分に

ついては目的外使用料として収入として入って

いると。そのほかの部分については、減免とい

う形で金額等が入っていないと、収入として入

っていないという状況になります。 

  この２社の部分については、平成14年に市で

譲渡を受けまして、全部市の施設として、それ

以来、ここの使われる部分でそれぞれこのエコ

ロジーガーデンの目的に沿った形で入っている

ということでございます。 

  １つについては、平成15年、翌年の６月から

事務室の一角を使用してございます。あともう

一つ使用料いただいている部分については、平

成25年の５月から使用していただいているとい

うことになってございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） それぞれの目的外使用

料ですね、この使用料の算定の基準というもの

はどういったものなんでしょうか。条例も見て

あるんですが、金額、１社に関しては月1,000

円、もう１社に関しては月5,000円となってい

て、その5,000円について、水道光熱費が含ま

れるという形になってございます。この算定の

基準というものを条例などと照らし合わせたん

ですが、計算の方法がとんとわかりかねます。

詳しく計算の内容と算定の基準と、そして根拠

と、どういうあり方で決定されたのか、詳しく

説明をお願いします。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 これについては、公有財

産規則でそれぞれ建物、土地について使用料の

定めがございます。ただ、実際にこの使用料の

規則にのっとると、建物価格の５％プラス建物

敷地に係る公有財産価格の４％というような形

でございますが、それによりがたい場合には、

市長が別に定める額として定めております。今

回のそれぞれの5,000円、1,000円の扱いについ

ては、それぞれ実費相当分、いわゆる光熱水費

というようなものは当然いただかなければなら

ないんだろうということで、本来であれば子メ

ーターをつけてきちんと請求をする形が妥当な

のかと思いますが、今後、今現在、エコロジー

ガーデンの施設整備きちんとなれば、その時点

でまゆの郷もしかりなんですけれども、今、旧

第４蚕室も整備して、今回、８月の臨時議会で

も条例等で整備させていただきましたが、当然、

フルコストではじいた形での使用料というのを

きちんとこれからはやっていかなければならな
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いんだろうということで、今現在は、ただ、そ

の定めがないものですから、公有財産規則で行

っているというようなところでございます。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 59ページの13の３の１

で、使用料なんですけど、一般廃棄物処理手数

料5,199万2,400円というのは、ごみ袋の価格で

すか。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 委員おっしゃいますとおり、

ごみ袋の価格となっております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） このごみ袋の価格につ

いて、市民から大変高いという声が寄せられて

おります。特に、紙おむつなどを使う高齢者、

障害者、それから乳幼児のいる家庭にとって、

このごみ袋の価格が高くて、すごく生活に非常

に圧迫を感じると言われております。他市の状

況との比較はなさったことありますか。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 紙おむつでございますが、や

はり燃えるごみということで、ごみ袋に入れて

出していただくというようなことでお願いして

いるところです。他市との対比はしておりませ

ん。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 鶴岡、酒田市は無料化

だと言われております。袋代は大変安い。ほか

の市町村見てみましても、安いところは安いと。

特に、鶴岡、酒田は非常に安い。これは、ごみ

を出すというのはみんなそうだと思いますので、

出さない人は１人もいないぐらいだと思います

ので、そういう生活に直接かかわっている部分

の使用料になっております。 

  新庄市は確かにかつて財政難で大変なことが

ありましたけれども、かなりよくなったという

ことを、これは市民みんなの協力のおかげであ

りますので、これは見直すべきでないかと思う

んですけど、どうですか。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 さまざまなお考えがあるかと

存じます。実際、ごみ焼却の負担金としまして、

エコプラザもがみ費ということで、約２億

7,000万円ほど支払っているところでございま

す。この手数料約5,200万円ほどでございます

ので、市のほうから約２億円ほどの持ち出しと

なっておりますので、御理解いただきますよう、

よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私たちとしては、市民

としては、暮らしやすい新庄市になっているか

どうか、これがとても大事な、生きていく、住

んでいる、定着にとって大事な点だと思うんで

す。そういう点から見て、新庄市が財政よくな

ったというけど、さっぱり実感がないなと市民

はおっしゃるわけで、そういうことを考えたと

きに財政がよくなった分をごみ袋の価格が安い

ものになったということであらわすことは、市

民にとって非常にありがたいことになるだろう

と思うんです。そういう市民の生活に密着した

ところで、暮らしやすい新庄になるように、考

えていただきたいと思いますので、ぜひお願い

します。 

  そして、つけ足して、ごみ袋の形状改善など

もどうなのかと思います。前、伊藤議員という

立派な女性の議員がいらっしゃって、ごみ袋、

特に高齢者など手がきかなくなってきたときに、

「結びにくいんだな、今のごみ袋は」と言って
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いる。実は、高齢者だけでなくて、一般市民も

そうなんです。皆さんそう感じてらっしゃるか

もしれませんが、つなぐのがかなり苦労して、

結局つながないでガムテープでダッダッダッと

やっている方も多くて、この形状改善も真室川

町で特大であっても持ち手がついているんです。

これは結びやすくて使いやすいものだなと感じ

たので、その点ちょっと考えがあったらお願い

します。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 ほかの市町村で確かに手持ち

タイプのごみ袋使っているところあるのは承知

しているところです。手持ちタイプにした場合

に、試算しましたところ、かなり原価が高くな

るというようなことで、断念したという経緯が

ございますので、御理解いただきますようよろ

しくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ほかの市のとか、町村

のも値段や形、いいところは学べるようにどう

かお願いしたいと、調べていただきたいと思い

ます。 

  それから、次に行きます。 

  77ページの20の４の４で、市営住宅修理費納

付金437万6,470円、調定額は現年分で489万円、

そこに収入未済が85万9,000円あるということ

です。平成30年度、退去をした方々の家の修理

費を請求したものだと思うんですが、平均、１

軒当たりの世帯の居住年数とか、請求額とか、

どのようになっていたのかお願いします。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 市営住宅の修理費納付金

についての質問でございます。 

  これまでの退去者の居住年数につきましては、

それぞれの事情もございますので、長い方であ

れば20年以上住まわれた方もいらっしゃいます

し、場合によっては３カ月で出られるなどとい

う方もいらっしゃいますので、一様に何年ぐら

いということはちょっとお答えできないかと思

います。 

  それから、退去に関しての修理費がどのくら

いかかるかという内容でございますけれども、

市が負担する部分、入居者が負担していただく

部分に関して分けてございます。一般的には居

室と言われる部屋についての修理費を負担して

いただいておりますが、一般的な形で畳、ふす

ま、壁の汚れなどを含めまして、大体10万円か

ら15万円程度、退去のときに清算をしていただ

く形が一般的かと考えております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 入居するときの平均の

納付額はどのくらいだったのか。そして、そこ

に敷金というのがあると思うんですが、それは

どうなっているのかお願いします。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 入居の際の費用というこ

とですけれども、入居のときに敷金といたしま

して家賃の３カ月分の納付をいただいておりま

す。家賃につきましては、住宅の種類によって

さまざまでございますが、通常家賃１万円から、

高いところで３万円程度が平均的な金額かと思

います。安いところの住宅に入居されている方

ですと、敷金を納入されていたとしても３万円

程度、３万円から４万円程度の敷金ということ

で、退去のときにその分の敷金を活用させてい

ただくことにはなるのですが、先ほど言いまし

た修理費に対しまして敷金の金額が少し安いと

いうこともありますので、その分の負担を退去

のときにいただいているという形になります。

よろしくお願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 



 - 228 -

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 普通に使用して、経年

劣化と判断される場合は、民間の場合ですと敷

金はそのまま返すし、そして、その範囲でやる

と聞いているように思うんですが、市の契約は

どうなのでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 入居のときの請書という

形になるのですが、一般的に言います入居の契

約書の形になります。その請書のやりとりの中

で、入居者の負担ということで、退去時には畳

のおもてがえの全額及びふすまの張りかえの全

額は入居者の負担でしていただくという内容の

ものになっております。そのほかに居室の壁の

汚れに関しましては、入居者の方が汚してしま

ったようなもの、もしくは破いてしまったよう

なもの、いたずら書きしてしまったようなもの

に関しましては、入居者の負担とさせていただ

いている部分です。そのほか、一般的な経年劣

化の部分に関しては、市が負担して家賃のほう

から支払うという形の部分についても対応して

いるところでございます。その割り振りにつき

ましては、入居者の退去の際に、入居者立ち合

いのもとで退去の検査をさせていただきまして、

その中で負担のあり、なしについての確認を立

ち合いでしていただいているところでございま

す。よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市営住宅、公共住宅に

入居なさっている方々は、安い家賃になるとい

うことで、このもともとの収入が少ないという

ことから公営住宅に入れる資格になるわけで、

そういう方々に対して、出るときに何十万にも

なるような負担になるとなると、出るのも大変

だし、払うのも本当に大変で、これが収入未済

となっているというふうには判断できないでし

ょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 市営住宅の入居基準とし

まして、住宅に困窮している方で、収入の基準

に合うということで、低収入の方で住宅に困っ

ているということが入居の基準となっておりま

すので、なるべく入居の際、もしくは退去の際

にも費用の負担をできるだけかけないような形

で対応していただけるようなことということで、

市のほうとしましても、退去の際に費用の負担

としております畳の部屋の部分をフローリング

にかえて、畳の枚数を減らすだとか、ふすまの

紙を張りかえなくてもいいように、ふすまをベ

ニヤ板のようなものでつくるということで、改

造をしていることも進めているところです。 

  今後とも、その辺、進められるところにつき

ましては、なるべく入居者の負担が軽減される

ような形で住宅の改造なども検討していこうと

いうところで考えているところですので、御理

解いただければと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 本人が払えない場合は

保証人の負担になるんですか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 はい、そのとおりでござ

います。本人がなければ保証人のほうに負担を

いただくことになります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 入るときにやはり低所

得だということで公営住宅、そして、しかも保

証人がなければ入れないということで、その保

証人になる方が本当に選ぶのが大変と、選ぶと

いうか、保証人を探すのが大変というか、本当

に保証人になるのが嫌だなとみんな思っている
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んですよね。その点、保証人なくてもできる方

法はあるのか、お願いします。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 保証人の問題でございま

すけれども、現在、新庄市の基準の中では保証

人をつけていただくという書類上の決まりにな

っております。ただ、全国的に公営住宅の入居

者の方が保証人を見つけてくるのが大変難しく

なっている状況を踏まえまして、国のほうでも

保証協会の活用や、保証人がない形での入居に

関しての検討を進めているところでございます。

こちらにつきましても、各自治体のほうにアン

ケート等も来ておりますので、今後いろいろな

形で改正の方向性が見られるものと考えており

ますが、現在のところはまだ未確定な状況とな

っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） わかりました。ぜひ低

所得者の立場に立って、優しい運営をぜひお願

いしたいと思います。 

  次に、９ページの１市税、この市税について、

95.28％の収納率となっております。前年比で

0.03％の上昇の理由についてお聞きします。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 ただいま、市税全体につきま

して収納率95.28％ということで、前年度と比

較した場合の内容についてお答えさせていただ

きます。 

  前年度と比較しますと、0.04％ほど向上して

おります。現年度課税分優先で収納に努めてお

りまして、現年課税分収納率が向上することに

より、滞納繰越分の収納対策に計上できており

ます。平成28年度からのコンビニ収納の拡大と

納税相談員４名体制によるきめ細かい徴収催告、

特別徴収の推進などが収入率の向上につながっ

ております。平成30年度では、最も高額な滞納

案件に取り組んだ結果、解決が進んだことで滞

納繰越分の大幅な圧縮が図られまして、滞納繰

越分の収入率は前年度比4.9％増となっており

ます。現年度分につきましては、収入率が若干

下がりまして、マイナス0.06％ということにな

っております。各税におきましては、法人市民

税において一部製造業が好調だったわけですが、

平成30年度におきまして通常ベースに戻ったと

いう状況、また、固定資産税では、新たな高額

滞納案件が発生したというような状況からこの

ような結果に至っているところであります。以

上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） さまざま頑張っていた

だいているということがよくわかります。しか

し、今の話を受けて考えれば、法人税関係で伸

びがよくなかったというような話だったので、

思いますと、景気は決して余りよくなっていな

いような気がします。これはそういうふうに私

が感じるところなんですが、差し押さえについ

て見ますと、調査がかなりふえまして、さらに

処分もふえております。その結果、差し押さえ

金額が173万円もふえております。この差し押

さえが大変厳しくやられているようですが、こ

れも税収が上がったというふうに、収納率の向

上に関係しているというふうに思いますが、ど

うですか。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時５５分 休憩 

     午前１０時５６分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 差し押さえの状況につきまし
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てお答えさせていただきます。 

  差し押さえにつきましては、全体で平成30年

度、233件対応させていただいています。前年

度に比べましてかなりふえております。また、

充当する金額、つまり差し押さえを執行した上

での充当する金額におきましても、大きく伸び

て21.9％の増、964万3,000円ほど伸びておりま

す。いずれにしましても、納税担当職員が忠実

に職務に当たった結果、このような結果で推移

しているという状況でございます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 成果表の39ページに内

容が載っておりますが、動産の差し押さえで、

米というのが、あるいは軽自動車というふうに

載っています。絶対的な差し押さえ禁止財産で

はなかったんでしょうか。滞納者の親族の生活

に必要な３カ月間の食糧ではないでしょうか、

米は特に。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 ただいま、差し押さえの禁止

財産につきましてお問い合わせがございました。

差し押さえ禁止状況を踏まえて、我々は適正な

差し押さえを進めているところでございます。

最低生活費10万円、そして、１人頭４万5,000

円ということでの最低基準というのはございま

すけれども、差し押さえ禁止財産にはそのほか

にも源泉所得税や住民税、社会保険料、最低生

活費、そして体面維持費などの法定基準がござ

いますので、こちらのほうは基準を守って、ま

ず執行させていただいているところでございま

す。御意見いただきました米とバイク、そうい

ったものにつきまして、軽自動車税につきまし

て、米につきましては、あくまでも御本人の承

諾を得た上での差し押さえをさせていただいて

おります。今回計上している内訳の中に米が入

っております。玄米ということで該当している

わけなんですけれども、過去に過年産米という

ことでの取り扱いをさせていただいていますの

で、現在の生活状況に支障があるというもので

はなく、滞納者の御相談に乗った上での対応を

させていただいているところでございます。軽

自動車につきましても、こちらのほう、やはり

なぜその滞納に至ったかという経緯がございま

す。長年こちらからの御相談させていただいて

も相談に乗っていただけないというような状況

が長く続いたことを踏まえ、一定の状況を確認

した上で、差し押さえするということで御本人

の承諾を得た上で対応させていただいていると

ころでございます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 米、本人の了解をいた

だいているという課長のお話でありました。米

ですけど、滞納者の親族の生活に必要な３カ月

間の食糧、これは絶対的差し押さえ禁止財産と

なっております。３カ月間の食糧に該当するも

のではなかったんですか。 

山科正仁委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時００分 休憩 

     午前１１時１０分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 佐藤市議より御質問いただき

ました、米は差し押さえ禁止財産ではないのか

ということにつきましてお答えさせていただき

ますが、今回、対応させていただいた内容とし

ましては、基本的に主食用ではなく、販売用と

して農家の方が生産されたものであるというこ

とから、生活には支障がないということでの対

応をさせていただいたところであります。あく
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までも滞納者の方と相談の上、執行させていた

だいたところでございます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） わかりました。 

  次に、売掛金があるんですけれども、同じく

成果表39ページの差し押さえのところで、売掛

金が前年は２、今年度、平成30年度は16とふえ

ています。全額を差し押さえ、今後の仕入れや

事業所家賃の支払いもできなくなったという事

業所はなかったのでしょうか。売掛金というの

は所得ではありません。あくまでも仕事の回す

ためのお金だと思うんです。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 売掛金につきましてお答えさ

せていただきます。 

  差し押さえする場合、いろんな債権に対して

対応させていただいているところでございます。

成果表の39ページと40ページとにその内訳が掲

載されておりますが、そういったものを対応さ

せていただく場合に、あくまでも滞納者の方と

相談させていただいた上での対応をさせていた

だいているところでございます。特に、売掛金

の場合は、なかなか事業者の運営資金というこ

との一部分はございますが、なぜその滞納に至

ったかというところが一番大きなポイントでご

ざいまして、長年誠意をもって対応していただ

けなかったことに対して、その対応をとるため

に差し押さえということで、こちらのほうで執

行させていただいたところでございます。事業

内容はそれぞれあるかもしれませんが、あらか

じめ調査を行い、財産調査、それから預金調査

等を執行させていただいて、事前にお金の流れ

を把握した上での対応をさせていただいている

ところでございます。御了解いただければと思

います。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 答えとしては、相談に

乗っていただければ、滞納処分の差し押さえと

いうことはないんだという答えだったように思

います。 

  次に、預金の差し押さえというのも載ってお

ります。61件あります。預金に入った児童手当

の差し押さえは違法だと最高裁で平成10年２月

10日、判決を受けております。年金や給料が入

金された預金口座の差し押さえも同様に違法で

はないですか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 差し押さえする場合の、預金

に入った場合の児童手当等、福祉関係の給付金

につきましては、そういうものを最初から調べ

た上で、調査させていただいた上で、該当する

場合には除いておりますので、委員御指摘の内

容につきましては、基本的に該当していないと

いうことで対応させていただいているところで

ございます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） よく調べて、お金、生

活で動いていないなと見れば、差し押さえはし

ないんだということでいいんでしょうか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 あくまでも納税者の立場に立

って、そして滞納されている方につきましては、

税の公平性を保つために取り組んでいるところ

でございます。やはりあらかじめ滞納になった

からということで、何も知らん顔するような状

況ではなく、あらかじめ相談をいただけるとい

うことでお話をいただければ、こちらとしまし

ても丁寧な御相談の上で対応させていただいて

いるところでございますので、御理解いただき

たいと思います。以上です。 
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１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 差し押さえによって生

きていくことが困難になったとか、事業の維持

ができなくなったというような場合はないとは

っきり言えますか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 委員御指摘のような状況があ

ったとしましても、こちらとしましては誠心誠

意対応させていただいているところでございま

すので、委員御心配の状況については今のとこ

ろ私どものほうでは把握している状況にはござ

いません。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市内のＡさんという方

です。１人世帯で高齢で、外国人で、言葉もわ

からないために働けないという方です。その方

の収入はアルバイトを時々やって、そして国民

年金で暮らしている、夫の別世帯になって働く

ところに行って、別世帯になっているんですけ

ど、そういう低収入の夫の収入のみでした。ほ

ぼ国民年金でほとんど賄っている夫婦でござい

ました。その方の預金１万円余りが差し押さえ

になってしまったとお聞きしました。２人で移

動しているわけですが、２人で１食に300円、

１日1,000円の食費で暮らすということで、月

１万円の食費で２人で食べ、暮らしているとい

う、大変な困難、私から見れば困難な状況で、

そういう方の働けないＡさんの貯金に入れてい

たお金を差し押さえするということが平成30年

度ありました。これは、生きていくことが困難

になっているような方に対して差し押さえをし

たという例ではないんでしょうか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 ただいま、生活の厳しい方に

おきまして、１万円の預金が差し押さえられた

というような事例のお話がございました。確か

に対応はさせていただいたところでございます

が、先ほども申し上げましたように、あらかじ

め預金調査、お金の動き、そういったものを事

前に調査させていただいた上で、この預金が生

活には支障がないということの判断をいたしま

して、執行させていただいたところでございま

す。それぞれの家庭の御事情はあろうかと思い

ますが、やはり税の公平性を考えた場合に、適

正であるという判断の上で対応させていただい

ているところでございますので、御了解いただ

ければと存じます。以上です。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ございませんか。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

山科正仁委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） それでは質問をさせて

いただきます。 

  54ページ、12款２項１目災害復旧分担金、ま

た、80ページ、14款１項２目災害復旧費国庫負

担金、もう一つ、68ページ、15款２項８目災害

復旧費県補助金、こちらそれぞれ……。 

山科正仁委員長 佐藤文一委員に申し上げます。

ページ数、該当する、歳入歳出決算書ですか。

（「歳入歳出決算書です」の声あり）もう一度、

ページ数からお願いできますか。 

９ 番（佐藤文一委員） 54ページと60ページと

68ページです。 

  またいで申しわけないんですけれども、まず、

災害復旧費分担金が1,050万円、国の災害復旧

費国庫負担金が6,432万円、そして県の災害復

旧費県補助金、これが5,541万8,000円、合わせ

ると約１億3,000万円という形なんですけれど

も、このほかに、去年の８月の災害に当たり、

どちらかから歳入があったということは、雑収

入の細かいところはいいですけれども、ほかに

あればお聞かせ願えればと思います。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 
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山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 災害復旧事業費でございます。

今、委員おっしゃいましたように、国、県、こ

れ以外にはございません。以上です。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

山科正仁委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） それでは、こちらのほ

う、新庄市で災害のときにある程度の打診とか

あったと思うんですけれども、その金額と比べ

てどのような歳入となったのかお聞かせいただ

ければと思います。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 災害の歳入に関してでござい

ますけれども、今委員おっしゃいました15款２

の８目でございますけれども、5,541万8,000円、

これにつきましては、当初、10月に補正をさせ

ていただいておりますけれども、7,866万9,000

円、それから、３月に事業内容の精査をいたし

まして、現在の5,541万8,000円という内容にな

っております。以上です。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

山科正仁委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） ありがとうございます。 

  それでは、この金額で一応足りたという考え

方でよろしいでしょうか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 足りたという表現が適切かど

うかはちょっと判断できかねますけれども、今

現在、災害復旧を望んでいただいている方々に

対し、県の補助事業メニューにあった歳出額と

なっていると理解しております。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

山科正仁委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） ありがとうございます。

そのように捉えたいと思います。 

  まず、今、全体的に見て歳入のほう、やはり

必要な部分少なくなっているのは否めないと思

います。今後、これから人口減少問題等も出て

くるという中で、今後、歳入をふやすという考

え方、もしあれば、お聞かせいただければと思

います。 

山科正仁委員長 佐藤文一委員に申し上げますが、

今、具体的な決算事項についての質問でござい

ますので、漠然としたものはちょっとお控えく

ださい。よろしいですか。ほかに。 

９ 番（佐藤文一委員） 委員長、佐藤文一。 

山科正仁委員長 佐藤文一委員。 

９ 番（佐藤文一委員） 以上でございます。あ

りがとうございます。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） それでは、私のほうか

ら質問させていただきます。 

  ページ数、55ページになります。 

  また、関連しますので、成果表の38ページも

御一緒によろしくお願いいたします。 

  55ページになりますけれども、12-１-２項で

ございます。子育て関係でございます。保育所

の入所負担金、そして、その下のほうにござい

ます学童保育負担金のことでございますが、昨

年に対して少しずつ改善しており、滞納も減っ

ているとございますけども、そこら辺に対して、

今年度から、10月からやはり無料化ということ

もございますので、やはりこの滞納金は少しず

つ解消していかなければならない事項だと思い

ますので、まずこの項目に対して、滞納金の少

しずつでも払っていただくような体制、そして

また、今回もそうなんですけれども、納税相談

員の方４名配置して少しずつ改善しているとい

うことなんですけれども、やはりここら辺をし

っかりとした対応をすることによって、滞納金

も少しずつ支払っていただくことだと思います。

やはり先ほど税務課長もおっしゃっていたとお
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り、税の公平性から考えれば、しっかりとした

対応が必要だと思いますけれども、まず子育て

関係に対してどのような対策をしてアップした

のか、そして、これからの課題どうするのかを

よろしくお願いいたします。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 子育て

関係の入所負担金等の滞納についての御質問で

ございます。保育所の入所負担金、あとは学童

保育所の使用料、あとはそれに対するそれぞれ

の滞納分の滞納繰越分の収納ということになろ

うかと思いますが、収納につきましては、滞納

者へはそれぞれ書面での督促ですとか、それか

ら電話、それから保育施設へ出向いての保護者

への相談というようなところの対策をとってお

ります。 

  また、児童福祉法の中にありますけれども、

児童手当から充てることができるというような

こともありますので、そういったことも保護者

の方とよく相談をさせていただきながら、滞納

については対応していきたいと考えています。

以上でございます。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） わかりました。 

  ぜひともやっぱり10月からになりますと、要

は過ぎ去ってしまうと、逆に保護者の方が忘れ

てしまって、滞納分も払わなくていいんじゃな

いかという錯覚を起こすかもしれませんので、

やはり先ほどのように書面だったり、電話なり

もそうなんですけれども、やはり対面が重要だ

と思いますので、しっかりとして対応をしてい

ただき、そして、もし払えなければ払えないな

りの、多分理由がございます。経済的な理由も

ございますので、そこら辺もしっかり対応して

いただき、児童館、そして入所している方々へ

の手厚いサポートをしていただければと思いま

すので、よろしくお願いします。 

  次に、ページ数57ページになります。 

  13款１項６目公営住宅費になっております。

ここも同じような形でなんですけれども、滞納

金が昨年度よりもまだ41万円ぐらい減っていな

いでしょうし、定住促進住宅のほうも昨年度か

ら比べますとなかなか減らない状況になってお

ります。新庄市の経済状況も少しずつよくなっ

ているとは言いつつも、やはりここら辺の収入

未済額が多ければ、市の収入にもつながりませ

んので、そこら辺の対策もしっかりとしていた

だき、やはり少しずつ払ってもらいやすい対策

も必要かと思いますけれども、そこら辺は納税

相談員の方とどのような相談をしているのか、

よろしくお願いしたいと思います。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 公営住宅の住宅使用料の

滞納についての御質問をいただきました。現年

度分の収納率に関しましては、ほぼ例年99％を

超えるほどの収納率を上げておりますので、対

策はとっているものと認識しておりますが、そ

の中でも１％弱の部分に関しての滞納者の繰り

越しに移行してしまう現状も実際にございます。

滞納繰越の方の収納の対策としましては、やは

り小まめに顔を合わせながら、少しずつでも回

収に向けての計画をつくりながら、入居者と協

議をしていって回収するという形が一番理想的

な形かと思っています。まとめての収納はなか

なか難しいかと思いますので、入居者の状況を

考えながら、その辺相談をさせていただいて、

改修に向けての努力をしているところでござい

ます。よろしくお願いします。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） わかりました。ぜひと
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も寄り添っていただき不納欠損にならないよう

な対策はぜひ必要ですので、少しずつでも、

1,000円でも2,000円でもいいので、返していた

だくような、先ほど言った保育もそうでしょう

けれども、少しずつ払っていくことで新庄市の

ためになるんだよということをしっかりと伝え

ていかないと多分わからないと思いますので、

やはりそこら辺はしっかりと対策をしていただ

きたいと思います。 

  また、次、81ページになります。 

  20款４項の諸収入、こちらのほうも、下のほ

うの教育総務課のほうでスクールバス利用負担

料の収入未済額、若干出ております。やはりこ

こも、先ほどの繰り返しになりますが、どうし

てもこれがたまってしまう、１カ月、２カ月た

まってしまいますと、翌月に払うのは大変だと

いうことがございますので、しっかりと目配り、

気配りをしていただいて、対応していただきた

いと思いますけれども、教育委員会の見解をよ

ろしくお願いいたします。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 委員長、武田

信也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長武田信

也君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 ただいま御指

摘いただきましたスクールバス利用負担金でご

ざいますが、この負担金については、学校にお

いて校外活動等で使用した場合に、学校から負

担金として徴収しているものでございます。こ

の収入未済額については、大変申しわけござい

ませんでした、１項で納入のタイミングがずれ

てしまいまして、今年度の収入に入れることが

できなかったということでの収入未済となって

ございます。実際には令和元年度の予算のほう

で歳入で入れておりますので、御理解のほどよ

ろしくお願いしたいと思います。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） わかりました。余計な

心配をしてしまいまして、ちょっと細かいこと

が気になったものですから。そういうことであ

ればよかったと思います。全体に対してもやは

りこの滞納ということは市の財政には必ず大き

く響くことでございますので、ぜひともここら

辺はしっかりと納税相談員の方と相談し、そし

て、今回はコンビニ収納のことに対しても成果

表の39ページにございますとおり、少しずつ伸

びている状況でございます。やはりこのコンビ

ニ収納もせっかくやってますが、知らない方も

多いと聞いておりますので、そこら辺の対策も

一緒に新庄市のあくまでも公平性を主に置きま

して、一層この歳入の確保については安定的な

財政運営をするためにも強化していただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

  私からは以上です。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時３２分 休憩 

     午前１１時３３分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  次に、一般会計の歳出について質疑を受け付

けます。質疑ありませんか。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） それでは、歳出につき

まして質問させていただきます。 

  ３点ほどあります。 

  まず、２款総務費１項総務管理費11目の市民

生活対策費の防犯灯ＬＥＤ化事業費補助金と、

防犯灯維持管理事業費補助金。４款は131ペー

ジ、４款衛生費１項保健衛生費４目の健康増進

費、がん検診等委託料につきまして。あと、６

款、139ページ、農林水産業費１項農業費３目
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農業振興費についてです。 

  まず最初に、２款の総務費１項総務管理費の

市民生活対策費の防犯灯ＬＥＤ化事業の補助金

と維持管理事業費補助金についてお伺いしたい

と思います。 

  ＬＥＤ化の設置が大変市内進んでおります。

希望する地区からの要望もありますけれども、

現在のところでの設置完了数であったり、完了

率をお聞きしたいと思います。 

  また、さらに、この年に、今年度設置希望す

る地区がふえているのかどうかもお伺いしたい

と思います。 

  あと、このＬＥＤ灯を設置したことによる支

払電気料であったり、そういうところの把握さ

れてあれば、それもお聞かせください。お願い

します。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 まず最初に、防犯灯ＬＥＤ化

の補助金についての質問でございます。 

  このＬＥＤ化に対する補助につきましては、

平成28年度から事業費のおよそ３分の２を補助

するということで始まってきております。平成

28年度は107件、949灯、平成29年度は128件、

921灯、平成30年度では84件、657灯というふう

に順調に更新が進んでいるものと理解しており

ます。令和元年度では８月末現在で42件、227

灯の申請がございます。平成30年度末で約

70.94％、今年度の８月末で76.91％のＬＥＤ化

率というふうに理解しております。 

  また、防犯灯の維持管理事業費補助金でござ

います。平成27年度に400万円ほどの防犯灯の

維持管理の補助金を出してきたところでござい

ます。平成28年度に327万円、平成29年度に290

万円、平成30年度はほぼ230万円ということで、

この４年間におきまして補助金額が178万円ほ

ど減っているということで、かなりの成果が上

がっているのではないかなと考えているところ

です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 76.91％の普及率と。

当然そこには地区の、やはりそういう財政状況

もあって、なかなかＬＥＤを希望しても設置で

きないという地区は当然あることも理解します。 

  このようにかなりのＬＥＤ灯が防犯灯として

設置されてきていますけれども、現在の段階で

希望するというところでの対応を、現状このま

ましていくのであるんでしょうか。何とかこの、

例えば80％に近づけたいとか、90％に近づけた

いというための方策などがあればお聞かせくだ

さい。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 委員おっしゃいますとおり、

ＬＥＤ化にすることによりまして、防犯、それ

から、あと電気料も下がると、明るくなるとい

うようなことで、大変いいことが多いわけでご

ざいます。あくまでも町内に対する補助金とい

うことで、やはり資力のない町内にとっては若

干そういう申請をちゅうちょする町内もあるこ

とも承知しているところでございます。ただし、

このＬＥＤ化の更新事業につきましては、ある

程度の更新が進んだ段階でどうするかというよ

うなことで、再度検討が必要なのではないかと

考えております。まず、とりあえずは、この更

新事業があるうちに何とかできるだけしていた

だきたいというようなことで、更新していない

町内を中心に、希望調査、それから、啓発・啓

蒙のチラシ等を配りまして、来年度の予算要求

に向けたそういう調査を行っているところでご

ざいます。以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） ぜひ、やはりそういう

ところをチェックしていただきたいと思います。 
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  当然町内に属さないところでの、どうしても

防犯灯が必要なところというところも市内を回

ると多々あると思いますので、そういうチェッ

クをよろしくお願いしたいと思います。 

  あと、一応、今、中央道ができつつあります。

土盛りも大半のところでできていまして、以前

ですと市内の明かりのおかげで道路が照らされ

たり、地域が照らされたりというところがあっ

たんですけれども、その土盛りのおかげで、な

かなか今度は町の明かりが届かなくなって、ど

うしても暗くなってしまう道路であったり、地

域であったりというところがあります。そうい

うところの把握もしていただきながら、ぜひそ

ういう未設置、またはそういう防犯を考えたと

きにとても必要であるようなところを、ぜひつ

けていただくようなこともあわせて考えていた

だきたいと思いますので、そういうところはお

考えはどうでしょうか。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 この補助事業を始めるに際し

まして、やはり町内への負担というのが出てく

るわけでございます。基本的には町内の負担と

いうことで、その町内が属する子供、通学路等

の安全が必要なのではないかなと思いますけれ

ども、例えば、市道、県道、国道であれば、道

路照明灯という方法もございますし、一度こち

らのほうに相談していただければ、このＬＥＤ

の更新事業も含めまして、いろいろと検討した

いと考えておりますのでよろしくお願いします。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） ぜひ検討をよろしくお

願いしたいと思いますので、なるべくそういう

希望があれば、応えてほしいと思いますので、

あわせてよろしくお願いします。 

  続きまして、131ページ、４款衛生費１項保

健衛生費４目の健康増進費のがん検診等委託料

についてお伺いします。 

  がん検診におきましては、個人の負担金徴収

料で1,632万4,900円をいただいて、がん検診の

補助をしております。今年度の受診者数、受診

率、当然、がん検診受けてくださいという御案

内を送っていると思います。その中での受診者

数であったり受診率がわかればお教えください。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 今年度の受診率ということで

ございますけれども、手元にちょっと用意して

おりませんでしたので、平成30年度、昨年度の

数字になりますけれども、76ページに一応まと

めておりますので、ごらんいただきたいと思い

ます。 

  中段になりますけれども、がん検診の総合支

援事業という区分と、下の健康増進事業の１番

がん検診ということで、胃がん検診ほかを記載

しております。よろしくお願いします。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 昨年度の……、どうし

ても一人でも多くの方に検診をしていただきた

いという、まず思いがあると思います。毎年、

それこそ課の方皆さんで検診対象の方に電話を

かけるなりという、後のフォローもしています。

それは、私のうちにも電話とかというのは来て

いますので、大変それはよくわかります。 

  この今の検診の受診率でいくと、胃がんだと

90％になっていますし、全体のところでも高い

率になっています。これで本当に多くの方に受

けてもらえるというお膳立てはできているんで

すけれども、どうしてもやはり話を聞くと、日

程が合わなくてそのままうやむやにして受けな

いというふうな方も結構います。再度、電話で

の調整であったりということはやっているよう

ですけれども、どうしても受診しない方が、受

診しない方は本当に受診しないというふうなく



 - 238 -

くりに今なってきていますので、やはりそうい

う方々に受けてもらえるような、何かこれから

検討していかなければならないと思うんですけ

れども、その辺についての把握とか、検討とか

ありましたらお願いします。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 できるだけ多くの方に検診を

受診していただきたいというのが健康課として

の重要な課題として日々取り組んでおります。

最近、休日での検診とか、午後での検診とか、

保育付検診など、できるだけ検診を受けていた

だきやすい環境づくりには取り組んでおります

けれども、今後また皆さんの御意見もいただき

まして、さらに受診率の向上を図っていきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） そういうふうに大変努

力はしていただいています。あと検診センター、

その検診を受けに行った際の検診センターの

方々との連携とか、そういうところでややまだ

ちょっと行き違いのところがあるような気がす

るんですけれども、どうしても検診センターに

行って、検診を受ける際のところで、例えば職

員が一応一緒にいながらチェックをしていくと

か、そういうところでの連携などもぜひ考慮に

入れてほしいと思うんですけれども、いかがで

しょうか。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 検診の委託先につきましては、

最上検診センターだけとなりますので、そこで

の連携がちょっと不十分であるという点につき

ましては、今後、連携をさらに向上できますよ

う、話し合い等を通じて図っていきますので、

御指導のほうをよろしくお願いしたいと思いま

す。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） やはり毎年、１年に１

回検診するわけですけれども、なかなか行くと

きにドキドキするというところはありますので、

なるべくそういうところは緩和できるよう、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  最後に、139ページ、６款農林水産業費１項

農業費３目農業振興費、この項目を提出したん

ですけれども、実際はどこに当てはまるかとい

うのは、私自身もちょっと不安なところがあり

ます。実は、昨年、私の一般質問でもお願いし

た点であります。ＧＡＰで、ことしＧＡＰに取

り組む事業体であったり、個人であったり、そ

ういうところの動きというところが見れなかっ

たというか、大変薄かったのではなかったのか

なと思います。もし把握しているところであれ

ば、その進捗はどのようになっているのかお聞

かせください。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 ＧＡＰにおきます新庄市の取

り組み状況ということでございます。ＧＡＰに

は県のＧＡＰとジャパンＧＡＰ、あとはグロー

バルＧＡＰということで、さまざまなＧＡＰが

ございますけれども、新庄市の農家では取り組

んでいるケースはございません。それで、どう

いうふうな内容が取り組まれているかといいま

すと、県内では26の法人が取り組んでいるよう

なんですけれども、その主なものにつきまして

は、やはり買い手がＧＡＰという形で管理をさ

れているものを購入したいと、やっぱり購入す

る側の希望に沿った形で納入者側、法人はＧＡ

Ｐに取り組んでいるようでございます。今現在、

新庄市の農家におきまして、系統出荷をしてお

りますけれども、ＧＡＰのまでは必要とされて

いないというのが現状でございます。ジャパン

ＧＡＰにおきましては、申請にかかる費用が50
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万円以上ということで、かなり高額になってお

りますので、それに対してもう少し様子を見て

いるというふうな状況かなと感じているところ

でございます。以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） そういう大きな取り組

みも当然大切ではあるんですけれども、今現在、

新庄市ではやはりＧＡＰに取り組むという、そ

ういう意欲すら見せる生産者がいないというふ

うにとられてしまう可能性がありますので、ま

ずは基本は生産履歴管理であったり、それに伴

う肥料、農薬のそういうチェックであったり、

そういうところの指導をまずは始めなければい

けないという話を進めていかなければならない

と思うんです。その先にＧＡＰがあって、それ

を県ＧＡＰするのか、ＪＧＡＰにするのか、Ｇ

ＧＡＰにするのかというふうには、その選択は

さらに広がっていくということになるんです。 

  この決算年度のところでいうと、山形県はそ

ういうＧＡＰ関係のところにさまざまな形で補

助、助成をしたいということをうたっています。

そういうところをうまく取り入れながら、やは

りそれに向かいたい担い手であったり、そうい

う農家をやはりどんどん当たっていかなければ

できなかったのではないかなと思います。そう

いうところでのやはり連携としては、例えば地

元のＪＡであったり、そういうところとの連携

も必要となってくるんですけれども、そういう

ことについてのやり方であったり、そういう連

携というのはありましたでしょうか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 ＪＡ及び関係機関との連携と

いうことでございますけれども、最上総合支庁

で企画しておりますＧＡＰへの取り組み、研修

等につきましては、御案内をさせていただいて

いるという状況でございます。以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） やはり新庄で生産され

たものは新庄の方に食べていただきたいという

思いがありますので、そのための一つの手段で

きちんとやっていますよという手法であるとい

うくくりで、まずはスタートしていいと思いま

す。その先に本当にしっかりやれるところをや

っていかなければならない。ＧＡＰの指導員も

ふえつつありますし、そういうところとしっか

り連携して、やはり地元に評価される農産物を

つくるスタート台にしていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

  私からの質問は以上です。終わります。 

山科正仁委員長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午前１１時５３分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ございませんか。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） それでは、決算書139

ページ、６の１の３農業振興費の中から、新庄

そばまつり負担金、それから、振興作物シニア

チャレンジ支援事業費補助金、次に、決算書

143ページ、６の１の６水田農業対策費、元気

な集落営農創生事業費補助金、それから、決算

書163ページ、８の６の２雪総合対策費の中か

ら生活道路排雪事業費補助金、それから、決算

書169ページ10の１の２ふるさと創生人材確保

事業負担金の中から質問いたします。 

  初めに、新庄そばまつり負担金、決算書では

253万5,000円となっております。成果表の92ペ

ージにも同額になっておりますが、これは長く

続いてきて、新庄産のそばを普及するとともに
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と、事業内容は理解しているんですが、そこへ

農林課職員がすごいあそこに充当されていると。

職員、大体、毎年、毎年、総出で出ていらっし

ゃると思いますが、何人出てらっしゃいますか。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後１時０２分 休憩 

     午後１時０３分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 済みません、調べまして後ほ

ど報告させていただきます。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 随分この事業は、経過

長いわけですよね。一定の成果、私も評価して

おります。ただ、職員主導で、前の課長のとき

もちょっと同じ話しているかもしれませんが、

職員主役をそろそろ変えるべきなのではないか

なと考えております。個人を含め関係団体の方

に主導権を渡すと。民間活力をもう少し信用し

て、職員の介入、できるだけ私はしないで、本

来新庄市の農業の政策をどうすべきかというと

ころに、私はもう少し職員は力を尽くすべきで

はないかなといった観点での質問でした。課長

何かお答えあれば。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 そばまつりに関しましては、

回を重ね、９回、今年度で10回目を迎えること

となっております。年々参加していただける方

もふえておりまして、ある程度認知をされたの

かなということは、私も感じておるところでご

ざいますけれども、今後ますます新庄市のそば

をＰＲするに当たりまして、その内容等につき

ましては、やはり皆さんと協働でやっておるも

のですから、委員会のほうでまた検討させてい

ただきたいと思いますけれども、やはり全く新

庄市職員が出ないということではなくて、また

改めて役割について検討させていただきたいと

考えております。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 次に、振興作物シニア

チャレンジ支援事業費補助金、それから、款項

目は違うんですが、元気な集落営農再生事業費

補助金、いずれの事業も市単独で行っている農

業への支援と捉えております。特に、シニアチ

ャレンジのほうは、過去、議会の政策提言、つ

まり国や県の補助に漏れた部分の方々で、市が

定める振興作物に取り組む場合、年齢等の条件

を撤廃して応援すべきだということに対し行わ

れた事業と推察しております。成果表の中でも

シニアチャレンジに関しては、ニラ、タラの芽

等、支出例はありますが、これらの方々、確実

に定着しているとお考えですか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 委員おっしゃいますように、

振興作物シニアチャレンジ事業でございますけ

れども、新庄市の振興作物の取り組みを推進す

るために、45歳から65歳の中高年が振興作物に

取り組む際に２分の１の経費を最大で30万円ま

で助成するというという内容を確認させていた

だきますけれども、やはりこうやって事業に今

回は52万円の支出、２人の方に支出をしており

ますけれども、新庄市といたしましては、担い

手の確保、まず担い手をどう確保していくかと

いう形の中の一つのチャレンジだと思っており

ますので、御理解いただきたいと思います。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） これ、事業開始されて

から余り時間が経過していないということで、
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農業者の中でも広くまだ周知されていない点も

あると思います。その中で今回、52万4,000円

と２件で、これは非常に私、個人的に考えると、

非常に使い勝手のいい制度であると。今、わず

かな経営面積拡大せずに園芸部門、確実に高収

益のものを取り組めば、それでまず一つの自分

でなりわいをつくることができるということで

すので、もう少しここは広げていく事業かなと

思うんですが、課長、いかがお考えでしょうか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 この事業につきましては、委

員おっしゃるとおり、平成30年に新規というこ

とで始めておりまして、なかなか周知できない

ところもございますけれども、農協を通じて皆

様方と連携、関係機関と連携をしながら、周知

をして御利用いただきたいと考えているところ

でございます。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 次に、この市の単独事

業、元気な集落ということで、例えば、水田か

ら畑作物に切りかえるときの簡単にできる排水

対策というところで、排水をされる農家、それ

から、排水をしようという組織に対する補助と

いうところで、当初予算、たしか500万円ぐら

いだったと思います。経過２年ぐらいたってい

るのかなと思いますが、今回、決算額で見ると

200万円行っていないと。その辺、実情、どの

ように捉えていらっしゃるのか、お伺いいたし

ます。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 水田農業対策費の中の元気な

集落営農創生事業補助金でございます。委員お

っしゃるように、予算額500万円でございまし

たけれども、決算では197万7,000円というふう

になっております。排水対策につきましては、

初年度１回限りということで、ある程度排水対

策については浸透していると思うんですけれど

も、なかなか排水対策に取り組んだ後のソバ、

大豆等の作物にどう転化していくかということ

で皆さんちゅうちょしてなさるのかなというこ

とで、500万円の予算に対して今年度約200万円

という形になっておりますけれども、これにつ

きましても、ただ排水だけを目的としているわ

けではございませんので、その次の所得確保を

どうしていくかということで、また関係機関と、

同じような話になりますけれども、協議をさせ

ていただいて、農家の方々にも広く周知をして

いきたいと考えております。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 一生懸命やるという答

弁なので、突っ込みようがないので、これ何で

この際取り上げたかというと、９月定例会で私

も市単独での農業への助成を拡充すべきだと、

既にもうやられている市単独の予算もこのよう

に成果を上げているんだというところを強調し

てほしいんですね。必要に応じて各機関と協議

しながら、もう少し拡充していくというような

捉え方でいいわけですね。 

  次に、生活道路排雪事業補助金というところ

で、これ多分、事業開始して５年ぐらい経過し

ているのかなと思っております。平成30年度に

関しては、雪が余り、降雪量がなかったという

ところで、このように決算ベースでは16万

7,000円しか使っていただけなかったと。例え

ば、事業開始から、先ほどの繰り返しになりま

すが、５年ぐらい経過する中で、事業費の推移、

あるいは何件あったのかと、そのような内容を

最初に確認したいんですが、どうでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 新庄市の生活道路排雪事

業費補助金につきまして、こちらの事業につき
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ましては、大雪が続きました平成24年度から事

業化が開始されております。創設当時予算規模

からしますと100万円ほど準備をさせていただ

いておりました。その年、初年度ということも

ありまして、初年度は８件ほど使っていただい

ております。翌年度も大雪に見舞われましたの

で、平成25年につきましても、この年が最大で

すが、12件ほどの活用いただいております。そ

の後、連絡会議等の設置がなされなかった場合

もありましたので、ゼロというときもあったの

ですが、最大で12件、平成30年度が６件という

ことで、若干少なくなってきている状況ではあ

ります。以上です。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） これ生活道路はやっぱ

り、一般質問等でもその部分の除雪をどうする

んだというような議論もこれまでありましたけ

れども、生活道路沿いに住まわれている方、つ

まり、実施は最高、過去５年間で12件、平成30

年度は６件ということだったんですが、住まわ

れている方自体、減少されているような傾向あ

るんでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 生活道路自体に張りつい

ている件数の減少はどうかということですが、

実際に実態調査、まだこちらのほうでした状況

はありませんので、実際はどうかわからないと

ころはあるのですが、やっぱり空き家等がふえ

ているところもありますので、減少している場

所も中にはあるかと思っております。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） これ多分事業の内容と

しては、例えば申請します、一部市のほうが補

助を出して、残りの排雪するという代金に関し

てはほぼ受益者負担になっているのかなと。や

っぱり好きこのんで生活道路に住んでいる方も

いらっしゃる一方で、やはり道路の構造上、あ

るいは国道との連結部分が少ないがために生活

道路という地でいるという。やはり市道と生活

道路は、やっぱり優先順位は違ってくるのは必

要かと思いますが、これから大雪になった場合

に、道路がどんどん狭くなってくると。事業費

をほとんどが受益者が払っている。やっぱり市

道と全く条件同じにするということにはならな

いと思いますが、受益者の方から一定料、まず

負担していただくと、シーズン中ですね。残り

は一般の市道と同じ取り扱いできるような制度

変更、もう事業５年も経過していて、当初予算

を使い切れていないということは、制度のどこ

かに欠陥があるのかなと。もう少しここら辺は

市民に歩み寄る制度変更が、今すべきかと思い

ますが、課長、どのようなお考えでいらっしゃ

いますか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 生活道路の排雪の補助金

の制度の問題ということで御質問いただいてお

ります。実際に予算を消化し切れていないほど

の件数しかないということもございます。制度

自体が大雪対策連絡会議の設置を基準にしてい

るものもありまして、相当の大雪が降ったとき

以外は対象にならないという条件もございます

し、実際にかかった費用から一定額を差し引い

た残りの金額の半分の費用を助成する、限度額

が３万円ですという制度の内容になっておりま

す。 

  これまでの実績を見ますと、最大限で12件応

募があったものに対しまして、雪の量がそれほ

ど少なくない場合でも、12件が１年だけで、そ

れ以降申し込みをされない地域もあるというこ

とで、制度自体を理解されていないということ

ではないと思っているんですけれども、排雪に

必要な条件というか、排雪が必要なほどの状態
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になっていないケースも中にはあるのかもしれ

ないということもありますので、今後、その実

態の解明も含めまして、除雪の業者などに、そ

の排雪場所の状況なんかの調査をさせていただ

きながら、内容のほうを検討していきたいと考

えております。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） これ、あと決算書にも

ないことなんですが、雪対策一環の中でいくと、

県のほうで民地の排雪をどうするんだという問

題ありまして、これまで、県の考え方でいくと、

１つの町内単位でやる部分に関しては県も補助

出すんだよという流れありました。その辺、県

の意向もあるんですが、やはり道路の雪、市道

のほうは私すごい評価しているんです。きれい

に、市長はげたを履いていても歩けると。私は

そこまでしなくてもいいのかなと思いつつ、除

雪の部分はほぼ完璧。問題はやっぱり生活道路

沿い、道路に寄せた排雪をどうするんだという

流れなんです。市単独でやられるのも結構なん

ですが、そういった県の制度を活用していくよ

うな方向性あるのかどうか、お伺いします。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 ただいま御意見のありま

した県の制度を活用してということで、県のほ

うで実施している地域の一斉除雪の事業という

のがございまして、新庄市におきましてもどこ

かサンプル的にまず実践してみるところがない

かという打診が今現在もございます。今年度ど

こかできるところを選定しておりまして、これ

から県と地元と調整をさせていただいて、可能

な場合はモデル的にちょっと実践をしてみて、

どのような形で実施できるかどうかの検討を進

めているところでございます。実際にできるか

どうかはこれからの調整になりますので、はっ

きりとしたことは申し上げられませんけれども、

そのような方向性も検討しているところではご

ざいます。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） よろしく考えてみてく

ださい。 

  最後の質問になります。ふるさと創生人材確

保事業負担金、教育委員会所管になりますが、

この事業も時間が経過していると。一番最初の

取りかかり、私も前、荒川さんが次長のころに

質問、やりとりした覚えがあるんですが、あの

ころはやっぱり理工系の大学、進まれるときへ

の補助と。最近では医療人材自力での確保とい

う観点からも、看護師とかその部分も充当され

ていると思うんですが、平成30年度に関する実

績等お知らせいただければと思います。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 委員長、武田

信也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長武田信

也君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 決算ベースに

おける実績といたしましては17名分、理工系が

７名、看護系が４名、保育士系６名の17名分の

合計816万円を負担金として支出させていただ

いております。 

  それで、これまでの実績でございますが、こ

れ先ほども申し上げましたが、人材が不足する

分野に将来の担い手を確保するといったところ

が当初の目的でございまして、平成24年度から

実施させていただいておりますが、平成30年度

までに理工系11名、看護系４名、保育士系６名

の21名に貸与を行っている状況でございます。

このうち、平成30年度までに貸与を終了した者

が理工系５名、看護系１名、保育士系５名の合

計11名でございますが、このうち平成30年度末

をもって卒業した保育士系の５名の全てが新庄

市に帰ってきております。そのうちの３名が実

際に保育士として新庄市で働いているような実
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績となります。よろしくお願いいたします。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 平成24年からですから、

実績すごいなと。残念ながら理工系のほうはま

だわからないんですね。なぜこのような質問を

するかと申しますと、おととしだったと思うん

ですが、佐藤卓也委員が産業の常任委員長をお

務めのときに、中核工業団地の方々とちょっと

お話しする機会がありました。地元定着を図る

という観点ではあるものの、なかなか高卒者で

あれば定着が低いと。本当に我々企業が求めて

いるのは、できれば高専以上、もしくは工学部

系の４大を出た方をやはりある程度次のリーダ

ーとして雇いたいんだというような、たしか意

向だったと思います。 

  ちょっと課をまたいで悪いんですが、地元定

着といえば商工観光課長かなと思うんですが、

そのようなところ、企業のほうから、例えばそ

の部分の就学の部分、もっと力を入れてくださ

いねというような要望はありませんでしたか。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 奨学金関係の部分につい

ては、先ほど教育次長のほうからお話ししたと

おりでございますけれども、実際に、当然、今

現在どこの分野であっても担い手の不足という

のが否めないと。中でも製造業の部分では有効

求人倍率も高くなりというようなことで、それ

なりに人材の確保、ましてや若者の人材の確保

が楽でないんだというようなお話は承っており

ます。その中で新庄市の取り組みとしまして、

平成28年度よりいろいろな施策を新規事業とし

てやっておるというような状況にあります。ま

だまだ人材確保の部分については足りない要素

があるのかなというような思いもありますけれ

ども、中でも小学生、中学生、高校生、大学生

と、それぞれのターゲットを絞った形での支援

策というようなことで、小学校に当たってはも

のづくりのバスツアーであったりとか、あとは

中学校でやっているShin-job、いわゆる企業、

職場の体験、それから、大学生の部分について

も山大生をターゲットとした形で講堂にそれぞ

れ企業を四、五社派遣させていただいて、魅力

の発信ということで、キャリアデザイン講座み

たいな形での取り組みもやっておるところでご

ざいます。 

  そんな中で、企業からの要望の中でもそうい

った話は当然承っておりますが、今現在、逆に、

その他の課題として、なかなか市内に住宅が確

保できないと。いわゆる山形航空電子の例をと

ってみれば、88名ほど東根から実際に企業のほ

うでバスを用立てして、それで送り迎えを２往

復ぐらいやっていると。新庄市内には探しても

なかなかそういった単独世帯であったりとか、

家賃が高いといったような問題もあって、今現

在、東根からそういった形でバスの送迎をして

いるんだというようなお話も承っております。

そんな中で、これから逆にその部分を市内で住

宅の確保も取り組めれば、いわゆる地元定着と

いうか定住・自立のほうにも幾ばくかそれがで

きるというふうに考えておりますので、そうい

った支援も、新たな支援も考えていかなければ

ならないんだろうなという思いであります。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 余り事務事業からちょ

っとかけ離れてきたかなと。また前に戻すんで

すが、今見た就学支援金は教育委員会所管と、

ただ新庄全体を見れば、やはり商工の部分、企

業との、民間事業者との連携はますます必要に

なるんだと。多分、恐らくこの事業、一般財源

から充当されていると。この事業、出だしに今、

課長答弁もありました若者地元定着を図るとい

う観点からいくと、恐らく企業のほうからも一

定の拠出していただいた基金みたいなものをつ
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くって、行政と一緒に組み合わせていけば、も

う少し拡大すると。基本的な考え方はこれでい

いと思うんですが、教育委員会がまず所管にな

っています。その辺、各課横断的な対応で、よ

り効率の事業を図るべきと考えられますが、市

長はいかがお考えでしょうか。 

小松 孝総務課長 委員長、小松 孝。 

山科正仁委員長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 市でさまざまな事業を抱えて

いますけれども、各課にわたる事業もございま

す。その点からすれば、各課連携して一緒にや

れる分は一緒にやって、効果的に成果を上げて

いきたいなと考えております。（「終わります」

の声あり） 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 先ほど石川委員より質問がご

ざいましたそばまつりに新庄の職員が何人参加

しているんだということでございますけれども、

市の職員、昨年でいいますと70人でございます。

それで、全体のスタッフなんですけれども、

125名、市のスタッフ以外に55名の方に御協力

をいただいて続けてきたということですので、

御理解をいただきたいなと思っております。以

上です。 

山科正仁委員長 よろしいですか。ほかにござい

ませんか。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） 初めての質問なのでち

ょっと緊張しておりますけど、89ページの２の

１の１職員の給与等ということでお聞きしたい

のは、障害者雇用率が５％になって久しくなり

ますが、本市の雇用率はどうなのでしょうか。

ぜひともお答えください。よろしくお願いしま

す。 

小松 孝総務課長 委員長、小松 孝。 

山科正仁委員長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 障害者関係の法定雇用率につ

いてでございますけれども、今現在2.5％とい

うことになっております。 

  本市の雇用率についてでございますけれども、

2.53％ということで、法定の数値は超えている

ところでありますけれども、今後においても採

用に向けて努力していきたいと考えております。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） ぜひともよろしくお願

いします。 

  その次なんですけれども、ページ91、２の１

の１職員研修事業費のことについてです。この

成果説明書にもあるんですけれど、職員研修の

実施ということで、株式会社電通に自治体等パ

ブリックセンター１年間研修ということで、１

年間、１名の方を８年間派遣されているという

ことです。８年間の総括として、実施内容と、

実績も教えてください。今後も続けるとすれば、

この方向性はどのようにお考えなのか、ぜひと

もお聞きしたいのでよろしくお願いします。 

小松 孝総務課長 委員長、小松 孝。 

山科正仁委員長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 まず初めの研修全体について

でありますけれども、今現在、市役所を取り巻

く環境ということでは、さまざまな行政ニーズ

がふえてきていると実感しております。その点

を踏まえまして、階層別研修とか、あと専門の

研修を組んでいるところであります。 

  そして、もう１点、派遣研修ということで実

施しているのが電通の派遣ということでござい

ます。この研修については、民間の株式会社電

通への派遣研修となりますけれども、公務員と

は違う、異なる業種でのカリキュラムで学ぶと

いうことで、具体的には自治体職員を対象とし

たソーシャルコミュニケーション戦略プロデュ

ーサー塾というメニューで、40年以上の実績が

ある研修に派遣ということであります。実際、
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都道府県、市町村、公益法人から研修を受け入

れておりまして、300名以上の受講生を輩出し

ているということでございます。 

  実際、電通から戻ってきた職員については、

市役所の各部署のキーとなるところで企画とか

実践も含めて活躍していただいておりますので、

今後においても継続して続けてまいりたいと考

えております。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） ぜひとも、今後ともに

実績を上げて、１年間勉強した効果があるとい

うことを知っていけたらいいと思っております。 

  次になります。ページ97の２の１の７ふるさ

と納税事業費ということでお聞きしたい内容は、

返礼品の内容についてもちょっと見せていただ

きました。お米とかお肉が多かったように思い

ます。皆さんやっぱり食べるものが欲しいのか

なと思って見せていただいたんですけれども、

お礼の品に本市の独自性がちょっと薄いかなと

思ったんですよ。大体、牛肉バー、お米もバー

という感じで出て、ほかの市でもいっぱいある

ので、例えば、新庄まつりグッズにお祭りの観

覧券などをセットしたり、カド焼きまつりも同

じような感じで、そばまつりにも展開できると

思うんです。独自性のあるものをセットするこ

とによって、新庄市を広く、行ったことがない

人も行ってみようかなって思ってもらえるんじ

ゃないかと思ったりしております。ぜひとも返

礼品の内容についての精査についてちょっとお

聞きしたいので、よろしくお願いいたします。 

関 宏之総合政策課長 委員長、関 宏之。 

山科正仁委員長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 返礼品につきましては、

今現在200を超える返礼品のメニューとなって

おります。議員おっしゃるとおり、やはり米、

牛肉、そして革製品というところで80％前後を

占めているという状況です。ほかには総菜、野

菜類であったりフラワーギフトであったり、さ

くらんぼ鶏であったり、スマートドール、また

東山焼なども出ているところです。 

  委員おっしゃるとおり、やはりこれからは物

だけではなく、事という形で考えなければいけ

ないと考えております。おっしゃるとおりイベ

ント性のあるものということで、昨年度、新庄

まつりについても考えたんですけれども、ちょ

っと宿泊の確保とか、かなりちょっと厳しいな

ということで、少しもうちょっと研究してから

と考えております。 

  また、やはりそばまつりとかカド焼きまつり

等も組み合わせて、交通費、宿泊もこちらのほ

うでセットでという形であれば、さらにいろい

ろな寄附金がふえる可能性があるんですけれど

も、今年度はかなり総務省の締めつけが厳しい

状況で、何とか消費税の増への対応とか、今ま

で消費税込みでやってこなかったものですから、

消費税を入れることによって、返礼品の内容も

今現在見直しながら、メニューを組み立ててい

るという状況ですので、ぜひ、将来的には委員

がおっしゃるような方向に持っていきたいと考

えております。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） ぜひとも多様性のある

新庄市だということをアピールしていただくた

めにも、そのような内容も検討していただきた

いと思っております。もちろん宿泊の場所とか

も、その時期によって物すごく高くなったりし

ていますので、なかなか難しいかと思いますけ

れども、ぜひとも前向きに考えてください。よ

ろしくお願いします。 

  次に参ります。123ページ、３の２の３の保

育所費についてです。保育所の運営事業費の中

でなんですけれども、決算審査書内、書面の中

で、45ページに記載されている内容です。入所

負担金の未納が延べ87件、次回はこの10月１日
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から保育の無償化も始まっております。次回は

なくなると思いますか、それとも、見通しとし

てはどうでしょうか。ぜひともお答えください。

よろしくお願いいたします。 

山科正仁委員長 庄司里香委員に申し上げます。 

  歳入に関する質問でございますので、歳出に

関する質問に変えてください。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） 10月からの保育無償化

によって、先ほど佐藤卓也委員がおっしゃった

のと同じように、もう全てが無償になるという

感じで捉えていらっしゃる方が多いように思え

るんですよ。今、未納の分について、ぜひとも

この後なくなっていったら、その今までの未納

も払っていただけるような内容になるかという

ことをお聞きしたかったのです。それはちょっ

と歳出ではだめですか。 

山科正仁委員長 歳入の範疇に入りますので、歳

入のときにやってください。 

  質問を変えてどうぞ。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） では、この内容は次回

ということにいたします。 

  ページ126の４款衛生費についてです。 

  集団健診などの際に、応援メッセージや赤ち

ゃんのギフトを進呈しているという内容がある

んですけれども、どのようなものをどんな感じ

に応援メッセージとともに贈られているのか、

ぜひともお願いします。お答えください。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 出産後の個別訪問の際に、よ

うこそ赤ちゃんギフトということで、歯ブラシ、

知育玩具、ガーゼといった品物とともに、産婦

人科医、保健師等からの小さなメッセージカー

ド風なんですけれども、そういったものをお贈

りしまして、お祝いの気持ちをお贈りしている

ということになります。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） 大変いいことだと思っ

てお聞きしました。歯ブラシやガーゼもたくさ

ん必要なので、ぜひとも贈っていただいたら、

その方たちは喜ぶんじゃないかなと思っており

ます。また、プレッシャーにならないような文

章のメッセージをぜひともよろしくお願いした

いと思っております。 

  次になります。161ページ、８の５の１です。

空き家活用事業費の内容についてお聞きいたし

ます。 

  これは、空き家事業に直結している内容とは

ちょっと思えないんですけれども、でもぜひと

も質問をさせていただいて、聞いていただきた

いと思ったものですから、お願いします。 

  この空き家対策ということで、買い取りの方

向のお話の内容なんですけれども、ぜひとも若

い方、全部が全部お金をたくさん持っているわ

けじゃないので、買い取らなくても借家や賃貸

物件にも応用できないかということをお聞きし

たくて、そういう可能性についても、ぜひとも

広げて対応していただきたいと思うんですよ。

寒河江市ではもうやっているというお話も聞い

ております。ぜひとも担当課長、よろしくお願

いいたします。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 空き家有効活用事業費と

いうことで御質問いただいているかと思います。

この事業につきましては、空き家バンクに登録

をする際に、空き家の状況だとか、その状態を

専門家に見ていただいて、バンクに載せたとき

に見やすい形で、内容がわかりやすいような形

でバンクに載せられるような調査をしていただ

く費用になっております。 
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  ただいま、買い取りだけの方向でではなくて

ということでの御意見いただいたところですが、

空き家の持ち主の方の意向に沿った形で、今現

在しているところです。これまで四十数件のバ

ンクの登録ございましたが、中には賃貸でとい

うことの御希望の方もいらっしゃいましたので、

そういう意向の方の物件につきましては、賃貸

でということでバンクに登録させていただいて

いるものもございます。なかなか賃貸でという

ことになりますと、現状のまま貸せるような状

況の物件も難しい場面もありますので、そのま

まということにはなかなかならない場面もある

のですが、希望に合わせて活用していただける

ような方を探るということで、バンク登録をさ

せていただいているところです。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） ぜひとも若い方の支援

のために、対応していただきたいと思っており

ます。 

  また、新庄市に定着するためには、本当は家

を買って住んでいただければ、それは一番いい

んですけれど、そうじゃなくても賃貸として入

っていただいて、お仕事をされて、そういうふ

うに子供さんを産んでいただいてということか

ら入っていただいても、新庄市の活性化にはな

ると思いますので、ぜひともよろしくお願いし

ます。 

  最後になります。125ページ、３の２の１で

す。被保護者就労準備支援事業委託料というこ

とでお聞きしたいのですけれども、生活保護世

帯の方で、お仕事を探すということで、お仕事

をされても、なかなか定着しないということを

よくお聞きします。やっぱり何度か生活相談で

お聞きした内容をお聞きすると、仕事がうまく

やって、お給料をもらって生活していく前に、

生活保護費を打ち切られてしまったという例も

よく聞かれることなので、ぜひとも就職をした

後のフォローアップをしていただきたいと思う

んですよ。若い方にはぜひとも生活保護から脱

却していただいて、働けるようになっていただ

ければ、社会とも密接にかかわっていって、も

う少し自分の生活を再建していけるんじゃない

かと、そのように希望を持っておりますので、

ぜひともこの点についてお考えをお聞きしたい

と思います。よろしくお願いします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 生活保

護の方の就労支援ということでございますけれ

ども、仕事が長く続かないといった、そういっ

た背景には、いろいろな個別の事情があるかと

思います。福祉としましては、その個別の事情

に沿った形で、また、就職してすぐ見放すので

はなく、生活保護にはすぐに廃止ということで

なくて、停止という期間もございますので、そ

の中で定着するような支援をしていきたいと思

っております。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） ぜひともよろしくお願

いします。 

  一人一人の生活状況はさまざまですけれど、

ぜひとも生活保護世帯に陥ってしまったからと

いって諦めることなく、仕事に向かって頑張っ

ていらっしゃる方には応援していきたいという

新庄市の姿勢を見せていきたいと思いますので、

ぜひとも皆様よろしくお願いいたします。 

  これで私の質問は終わります。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ありませんか。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） ページはずっと後にな

るんですが、財産に関する調書292ページ、有
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価証券、株券の内容であります。これは新庄市

がいろんな事業体にバックアップするというこ

とで、それなりの効果を得ていることだと思う

んですが、その中でも株券、株式会社新庄卸売

流通センター2,995万円の減額でありますが、

その減額の理由と経過についてお尋ねいたしま

す。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 今、御質問がありました株式

会社新庄卸売流通センターでございますけれど

も、昨年の７月に新庄卸売流通センターの解散

がございまして、それに伴う減額でございます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） そうしますと、新庄市

の農家の皆さん方の農産物というのは、実際ど

こに回っているんでしょうか。どんな形で支援

していこうとしているんでしょうか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 株式会社新庄卸売流通センタ

ーの解散に伴いまして、新庄の生産品につきま

して、どのような販売、農家の方が販売をして

いるんだろうということでございますけれども、

その後、新庄卸売流通センターにつきましては、

独自に営業しておりまして、そちらのほうに今

までどおり出荷をなさっていると伺っておりま

す。以上です。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 解散はしたけども独自

に営業してるということですか。ちょっとわか

らないです。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 済みません、今、新庄卸売流

通センター解散したということを言っておきな

がら、また、新庄卸売流通センターに出荷して

いるということでお答えをしてしまいましたが、

後を引き継いでおります新庄青果のほうに出荷

をしていると伺っております。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） いろんな経過があって

のことだと思うんですが、やっぱり新庄市の農

産物、最近はいろんな伝承野菜なんかも芽を出

してきていますので、そういう出荷先がきちん

となければ、そういうルートができなければ、

育成もできないわけでありますので、そういう

点を十分に考えていっていただきたいと思いま

す。 

  続いて、その下にある新庄市が出資しており

ます新庄ＴＣＭ株式会社50万円、同じくバイオ

ソリッドエナジー株式会社50万円、この２つの

会社についての経営状況を教えてください。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 新庄ＴＣＭの件でござい

ます。ＴＣＭについては、この株券のほかに実

際に20万円ほどＴＣＭのほうに平成30年度予算

の中で支出してございます。実際にＴＣＭの部

分では、町なかのいわゆるそういった中心商店

街のにぎわいの創出という中でやっている事業

ということでございまして、昨年度の部分につ

いては、まちなかひなめぐりであったり、まち

なか楽校の事業であったりということで、そう

した、あと、町なかの食べ歩きマップというよ

うなことでやっているというようなことでござ

いまして、平成31年の３月、平成31年の部分の

損益の部分においては、売り上げの合計で106

万円ほど、実際に一般管理の事業費の費用とし

ては114万円ということで、７万5000円ほどマ

イナスというような状況にございます。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 
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奥山茂樹上下水道課長 出資しておりますバイオ

ソリッドエナジー株式会社の状況でありますけ

れども、平成18年に新庄市浄化センター等の汚

泥処理の燃料化事業ということで50万円出資し

ておりまして、バイオソリッドエナジー社とし

ては新庄市のほか、新庄市の農業集落排水、そ

れから、郡内、あるいは県の流域下水道の汚泥

処理等をやっておりました。ただ、昨年３月に

さまざまな機械の故障等で今後の事業展開が難

しいというようなことで、その汚泥燃料化事業

については中止したいという申し出がありまし

たが、その当時、なかなか次の私どもの引受先

が見つけられないということもありまして、で

きるだけ長く続けてほしいという要望をしまし

たが、結局４月30日に機械が故障して停止にな

っております。その際に、バイオソリッドエナ

ジー社のほうからは、新しいごみ処理システム、

亜臨界水処理システムということで、高温高圧

で有機物を分解するようなシステムを導入した

いということで、今年度にその新しいシステム

の県の営業許可をとって、来年度から新システ

ムで操業したいということの情報は聞いており

ます。ただ、これまでそういった汚泥の燃料化

ということでの出資ということがありましたけ

れども、また、新事業が開始する際には、そう

いった公共性がどうかということで、出資につ

いても改めて検討していきたいと考えておりま

す。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） いずれの場合も新庄市

が出資しているわけですから、株主の一人とし

て経営について参加しているわけですので、意

見といいますか、市としての考えを反映させな

ければいけないと思うんです。それで、新庄Ｔ

ＣＭについては、今後どうなっていくのか、そ

の辺あたりについて新庄市の考えは示している

んでしょうか。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 ＴＣＭの部分でございま

すけれども、今年度に入りましてなかなか活動

の部分で目に見えない、やれることが少なくな

ってきているという中で、改編という形で一旦

それぞれＴＣＭの部分で持ち株分の見直しを図

りまして、再構築という形で代表されている方

も変わりまして、新たなまちづくりのファンド

的なことができないか、いわゆるエリアリノベ

ーションであったり、または高校生もそこの中

に加わることによって、いろんなアイデア出し

という形で町なかのにぎわいの創出をできない

かというようなことで、令和元年度に入りまし

て再構築という形で新たなまちづくりの会社と

して動き出そうとしているところにあります。 

  新庄市としましても、これだけ空き店舗等が

ふえる中で、いかに中心商店街等の部分の活性

化ができるかという部分についても、それらの

ＴＣＭとも、ほかの民間でファンドの立ち上げ

という形もありますので、そうした連携のもと

に商工会議所等も含めた関係機関とあわせて中

心市街地の活性化につなげていきたいと思って

いるところでございます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） その時代、その時代で、

運営形態等も変わっていくわけです。新庄ＴＣ

Ｍについても、以前はいろんな事業をしておっ

たんですが、今のような形になって、それから、

バイオソリッドエナジーもまるっきりスタート

したときの先端産業的なそういう分野ではなく

なって、新しいものに転換していくということ

であれば、それはそれで新たな発想で、一旦出

資した目的が終わったのであれば、その段階で

整理して、新しい時代に向かっていかなければ

ならないのではないかと思いますが、市長か副

市長、その辺あたり、市としての考え方につい
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てお尋ねしたいと思います。 

伊藤元昭副市長 委員長、伊藤元昭。 

山科正仁委員長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 決算書の中の有価証券というと

ころで、それぞれいわゆる株式会社に新庄市が

公共性があるということで株主として一部株券

を所有しているわけですが、それぞれの株式会

社ではそれぞれのやっぱり経営方針があるのか

と思っております。そういう中で、今、八鍬委

員おっしゃったように、やっぱり時代の流れに

よって経営も変わってくるのかなと思っており

ますが、一株主としても当然意見を言わなけれ

ばならない場合はあるんでしょうけれども、基

本的にはその経営母体である株式会社がそれぞ

れの考え方の中で経営方針を決めていかれると

考えているところでございます。 

山科正仁委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後２時０１分 休憩 

     午後２時１０分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 続いて、296ページ、

４基金、（１）財政調整基金についてお尋ねし

ます。 

  最終的には積み立て後の現在高は21億281万

何がしかになっているんですが、毎年決算統計

をした場合に、これは平成30年度の決算であり

ますけれども、県の市町村課のほうで、その決

算状況についてのヒアリングといいますか、と

いうことで分析、指導が入ると思うんですが、

私は、新庄市の標準財政規模であれば、せいぜ

い10億円ぐらいじゃないかなと思っております。

20億円を超えるというのは、お金といいますか、

持ち過ぎではないかと思っているんですが、持

ち過ぎというのは言い過ぎかもしれません。解

しますと、必要なところにもっとお金を使うべ

きではないかという、そういうことです。 

  県の市町村課のほうからはどういう指摘を受

けているでしょうか。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

山科正仁委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 財政調整基金についての御質

問でございます。 

  今年度の当初予算では、基金からの繰入金３

億5,000万円を計上しておりますので、現在21

億円ほどでございますが、今年度末の見込みと

しましては、17億5,000万円ほどになるという

見込みを立ててございます。一般的には、財政

調整基金につきましては、標準財政規模の10％

程度が適正と言われているわけですけれども、

この今年度末現在の現在高になりますと、標準

財政規模の18％という見込みでございます。し

かしながら、基金全体としまして見ますと、類

似団体の４割程度、県内13市でも平均以下とい

う状況でございますので、県のほうからは、ヒ

アリングの際には、適正な形でということで指

導を受けているわけですけれども、決してため

過ぎといいますか、ということではなくて、近

年災害等の発生も頻発しておりますので、十分

な蓄えをしておく、確保をしておくということ

も必要ではないかなと考えているところでござ

います。以上です。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 標準財政規模の10％と

いうことですね。新庄市の標準財政規模は100

億円ぐらいだと思うんですが、正確な数字を教

えてください。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

山科正仁委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 平成30年度の決算数値で申し

上げますと約94億円でございます。 
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４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 標準財政規模が94億円

といいますと、その10％といいますと９億

4,000万円という数字であります。そのことは

頭に置いておきます。 

  続いて、同じく296ページ、（３）土地開発基

金、これは看護師養成所建設予定地として３月

中に取得し、4,250万円の支払いをしたという

ことになっております。看護師養成所の問題に

ついては、この場で申し上げるつもりはありま

せんが、開発基金１億7,000万円のうち、実際

行政として運用していくためには現金を幾ら持

っているかということが大事だと思うんです。

約5,100万円ぐらいある現金のうち4,250万円は

この用地取得のために使っているわけですから、

残りは296ページに記載しているとおり811万円

ぐらいしかないわけです。今後の市の行政運営

上にとって、この金額というのはいかがなもの

でしょうか。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

山科正仁委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 土地開発基金でございます。

こちら条例で１億7,000万円という定額で定め

られておるわけですが、看護師養成所の建設予

定地を取得したということで、現在800万円ほ

どの現金ということでございます。基金の目的

としましては、事業に活用する土地の先行取得

という目的があるわけでございますので、こち

らについてはその目的に応じて取得したものと

考えているところですが、今後の取得について

は、やはり現金を予算で買い戻すなどの措置を

しないと、新たな基金での取得ということが、

先行取得ができなくなるわけですので、その点

については今後、基金に買い戻すような措置が

必要になってくるのかなと考えてございます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） その場合、買い戻す場

合、用地については行政財産ですから、取得目

的がはっきりしていなければならないわけです

ので、この３月の段階ではこの取得目的という

のは正しかったかもしれませんが、この後のこ

の買い戻しのことを考えた場合には、その辺を

十分に考慮していただきたいと思います。これ

は答弁は要らないです。以上で終わります。 

山科正仁委員長 ほかに質疑はありませんか。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） それでは、私から２点

質問いたします。 

  まず１つ目は、先ほど今田委員も質問あった

んですが、私も同じ項目ですが、131ページの

４の１の４がん検診等の委託料等です。 

  成果のほうの76ページ、ここを見ながら質問

させていただきます。 

  健康は誰にとっても一番大切な部分でござい

まして、これを一旦害しますと、何ももう避け

られないという状況になるわけで、新庄市民に

とっても、誰しもが健康に留意されて、快適な

生活をするというのが基本的な行為であろうと

思います。私のお願いは、市民一人一人全てが

いつも健康であられることを念願しておるわけ

でございますので、このがん検診、特に、一旦

かかりますと、高額の治療費もかかるというこ

とから、特に気をつけていかなければならない

部分であろうと思います。 

  この成果表を見ますと、受診率というのがい

つもですけれども、かなり低くて10％台なんて

いうところがほとんどですね、ここの受診率を

見ますと。よくて22％ということで報告されて

おりますが、これをいかに上げるかと、上げて

いくか、受診率を高くするかというのが一番、

健康課としては頭を悩ませるところではないか

なと。努力を重ねる部分ではあろうと私は思っ

ています。 
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  こちらの、その隣の実際の要精検、受診者の

中の要精検と言われた人の受診率はかなり高い

から、これは健康課のほうで相当一生懸命努力

されて、こういう結果になっているんではない

かなと見ています。 

  それで、毎年のことですので、これをどうや

って受診率を上げるかということは、健康課の

みならず、全庁挙げてこの健康に関することを

対応していかなければならないんじゃないかと、

私はいつもそういうふうに思っているので、御

質問申し上げます。 

  一番気になることは、この年齢ですね。この

がんというのは年齢で起きるものじゃ、私は医

者でないから的確なお答えできないんですが、

私は年齢関係ないと、一般的ないろんな情報か

ら受け取っています。多くはやはり遺伝子、そ

ういう遺伝子を持って最初から生まれた人は、

がんになる確率は高い。肺がんになるのは必ず

しもたばこを吸っただけ、吸わない人だってか

なり肺がんになっている人がいっぱいいるわけ

で、そんなことから、この年齢の制限、まず第

一にお伺いするのは、40歳以上とか、50歳以上

とありますが、これはどこの指示でこういうふ

うになっている、厚労省の指針か何かですか。

だとは思いますけれども、私はこれにかかわら

ず、国とか県とか政策にかかわらず、独自にや

はり市独自の方法、検診を受ける方法をやるべ

きじゃないか。この年齢を、私は撤廃してもら

いたいと。ですから、さっき言ったとおり、自

分のいろいろ家族とかなんとか、がんを引き継

いでもらった遺伝子を持っていると思われる人

は、心配なわけですよ。だとすると、ほとんど

そういうふうに言われていますから間違いない

と思うので、だとすれば年齢に到達しない、40

に到達しない人もがんになっている人はいっぱ

いいるわけですから、自由に、年齢を撤廃して、

私は受けさせる、希望者には受診させるという

方向に変えていくべきだと思います。最終的に

は健康になりたければ新庄に来いというような、

本当にそういう事業展開をやっていくというよ

うなことも一つのまちづくりの一環であろうと

も考えられるわけです。その点はお考えありま

せんか。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 ただいま新田委員よりがんの

検診年齢につきまして、年齢にかかわらず自由

にという御提言いただきましたけれども、健康

課としましては、各市町村の事例であるとか等

を研究させていただきまして、検討を重ねてい

きたいと思います。よろしくお願いいたします。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） あともう一つ、その受

診率の上がらない一つの原因、私なりに見ます

と、健康保険掛けている人は、健康保険から補

助をいただいて割り引いてもらって受けている

わけですけれども、この実際の委託料が3,900

万円、それから、収入のほうに入って見ますと、

徴収金が1,600万円と出ていますね。これをも

う少し補助率を上げるということも受診率を高

める一因だと私は思うんですけれども、そんな

ことを考えたことないですか。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 新庄市のがん検診の個人負担

額につきましては、県平均よりは若干高目とな

っているということは事実としてございますの

で、その辺も含めて総合的に受診しやすくなる

ように、検討、研究をさせていただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） 私は同じようなことを

何回も機会を捉えて申し上げてあるんですが、

これですね、3,900万円の委託料、それで1,600
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万円を皆さん、市民からいただいている。この

1,600万円を私はゼロにしたらどういう現象が

起きるかということをいつも考えています。要

するに健康な体で皆さんがいてくれるとすれば、

後に、その後にあります健康保険税も絡んでく

るはずなんです。それを信じています、私は。

ですから、本来はやはり負担率をゼロにして、

全員が検診を受けていただくということを考え

るべきじゃないか。考えですよ、できるか、で

きないか、まず。徐々に補助率を上げていって、

受診率を上げていった場合には、どういうふう

に健康保険に影響してくるか、この辺はやはり

考えてみるべきじゃないかなと。私は絶対、保

険税下がりますと信じています。そんなことや

ってみる考えございませんか。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 受診の費用は無料、もしくは

無料に近くなればなるほど、受診される方もそ

れに比例して高くなるとは思われます。ただ、

別な検診におきましては、無料であってもなか

なか受診をしないという層の方もいらっしゃい

まして、費用的な価格といいますか、金額の面

と、プラスその他のいろいろなものを組み合わ

せて何とか受診していただけるようにするとい

うことは、また大事なのかなと考えております。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） あと、その受診率を上

げるために、健康課ではいろんな案内をそれぞ

れ、漏れなく出していると思うんです。私は、

感心するというか、これ大したもんだと思うの

は、一人一人、精検になった人、精検というこ

とを通知された人がいるわけで、それを受診率

上げるために一生懸命電話で催促している。行

ってきたか、どうだったかというようなことを、

私自身受けているもんですからよくわかるんで

す。いや、一生懸命やっているなとわかるけれ

ども、検診を受ける人、こういうふうに成果を

見るとわかるとおりに低いわけですから、それ

を何とかして上げる工夫をしていかなければな

らない。健康課には保健師もいるわけで、この

方の活躍も願いながら、受診率を上げていく方

法というのも、何かもう少し徹底するように考

えていったらどうかなと。例えば、全然こっち

に顔を向けないと、検診に行きそうもないとい

う方を時々抜き打ちでもいいから家庭訪問して

みるとかという方法も、一つの方法じゃないか

なと私思っています。その他いろいろ考えられ

ると思うので、健康課の皆さんがみんなで考え

て、受診率アップということにこれから徹して

いただければありがたいと思います。 

  次に、121ページ、３の２にわらすこ広場管

理運営事業費2,291万9,000円とあります。この

件に対しては、成果表の中でも66ページにあり

ますように、利用者数が、状況がここに記され

ています。平成29年度と比較してみましたとこ

ろ、利用者が減っていると、かなり減っている

わけです。市内においては4,227人、それから、

郡内では405人、郡外も245人のプラス、差し引

き4,387人の減というふうになっています。こ

の数字は２年度の比較しただけですけれども、

ずっと追っていきますと、毎年徐々に、恐らく

下がっていると思うんですよ。その状況わかる

とすれば、今報告してください。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 わらす

こ広場の入場者数の件についてでございます。 

  わらすこ広場については、委員おっしゃると

おりに、年々来場者数は減っております。私た

ちどもの検討した内容としましては、まず、全

体的に子供の数が減っているということ、それ

から、保育所に入れる割合がふえているという
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こと、それから、やはりほかの市町村に大きな

屋内の遊び場もふえていて、娯楽とか観光とか、

そういったところに行くときに遊びに行くとい

うようなこと、それらのことが相まって減って

いるのではないかと考えております。 

  当初、わらすこ広場ができたとき、やはり近

隣にはそういったところもなく、かなりの広さ

を誇った広場だということで、新聞にも随分取

り上げられておりました。今申し上げたような

ことで、来場者数が減っているということもあ

るかと思うのですが、わらすこ広場については、

特に未就学児、小さいお子さんがよく遊びに来

ています。新庄市に転入した方ですとか、里帰

り出産された方ですとか、あと一時的にちょっ

と実家に帰られた方ですとか、転入された方、

そういった方が遊びにいらっしゃいます。 

  わらすこ広場のいいところというのは、実は

やはりほかの遊び場にない、例えば小学生まで

遊べるとか、そういった大きいところではなく

て、未就学児が安心してお母さんと、もしくは

おうちの方とゆっくり遊べるというようなとこ

ろかなと思っているところです。 

  実際、支援センターと抱き合わせで行ってい

るものですから、そのときに子育て相談ですと

か、ちょっとした相談、そんなところも気軽に

できる、小さいお子さんを持つお母さんの安心

できて、ゆっくり遊べるところかなと思ってい

るところです。 

  最近はＬＩＮＥなどでもいろいろなことを周

知しておりまして、ＬＩＮＥの会員の方も徐々

にふえています。わらすこ広場や、それから支

援センターの事業のことだけではなくて、健康

課の健診のことですとか、予防注射のことです

とか、そういったところも積極的に発信するよ

うにしています。そういったところもあって、

支援センターが主催するめごめご講座など、そ

ういった事業は、割と早いうちに定員に達する

というようなこともございますので、今後そう

したいいところをよりよくしていくようなソフ

ト面での事業、そういったところをこれから考

えていきたいと思っております。以上です。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） 年々、その使用人数が

減っているという原因の多くは、恐らく、私の

想像では遊具が昔のまま、そのまま更新されて

いないと。今の遊具はいつ購入したんです。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 平成27

年度末であったと思います。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） 子供を見ているとよく

わかるように、一つのおもちゃ買ってやれば、

それを何年も使っていることはあり得ない。す

ぐ飽きるし、別のもの欲しがる。これはどこの

お子さんでも同じだと思うんです。わらすこ広

場の遊具も、４年もたてば、これみんな飽きて

行かなくなる。実際、私の子供、下の孫は５歳

ですけれども、わらすこ広場行こうなんていう

ことは、最近二、三年、全然ない。やはり新し

く設備が整った東根とか天童、酒田、山形、み

んな更新やっていますね、新しくつくっていま

すね。そっちに必ず行くというのはわかってい

ると思うんです。そんなことで、新庄から離れ

てみんなよそへ行くもんだから、利用者が減っ

てくるという現象が起きてくるのは間違いない。

更新するべき時期に来ていると私は思うんです

が、一番問題は、私申し上げたような賃借料、

年間1,962万円、これ前からずっと高額の賃借

料払っていたんですね。これ後でゆっくりお伺

いしますけれども、合計で幾ら払ったか、まだ

前も私、計算したことあるんですが、もう頭か
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らとれてなくなっているのでね。億は完全に超

えているわけですから、10年で約２億円になる

わけでしょう、約、近く。それ以上もっと超え

ていると思うんですよ、足していくと。いつま

でもこのような状態で、ここの場所でこの事業

をやっていていいのかなと。私はいいと思わな

い。別の方法で変えていくべきだという時期に

とっくに来ていると私は捉えていますので、そ

の辺は、子育て推進課としては何か話し合いな

さったことはあるんですか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 まず、

１つ目の遊具についてですけれども、委員おっ

しゃるとおり、一番人気だったサイバーホイー

ルというビニールの大きいくるくる回る遊具が

あるんですけれども、最近少しずつ破れてきた

というか、補修しながら使っているところもあ

りますので、新しい遊具を購入することも必要

かなとは考えてはおりました。 

  それから、わらすこ広場、その場所について

ですけれども、やはり昨今のそういった屋内施

設を見ますと、かなりの広い場所、それから立

地条件、周りの、例えばスーパーがあるとか、

人が、にぎわいがあるとか、そういった条件、

人が来やすいところ、駐車場、そのような場所

を選定しなければいけないというようなことを

考えてはおりましたが、ただ、今のところそう

いったことを具体的に考えていくということは、

ちょっと今難しいかなと思っているところです。 

  わらすこ広場の現在のところも、今は借りて

いるというところでございますが、賃借料につ

いても持ち主の方とお話をしながら、今後、賃

借料についても決めていきたいと思っていると

ころです。以上です。 

１１番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

１１番（新田道尋委員） ここをこのまま続けて

いって借りても、この先も何十年借りたとして

も、市のものには一切、アパート借りると同じ

ようにならないわけですね。私は、これは無駄

な投資かなと見ています。今ここでどうするな

んて言ったって、これできないので、回答は要

らないんですが、そろそろやはり別の方法、い

ろいろみんなで検討していくべき時期に来てい

ると私は見ていますけれども、その辺十分考慮

しながら、みんなでいろいろいい方向づけをひ

とつ探していただきたいなと思います。 

  以上で終わります。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ありませんか。ござ

いませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後２時３９分 休憩 

     午後２時４１分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

散      会 

 

 

山科正仁委員長 以上をもちまして、本日の審査

を終了いたします。 

  次の決算特別委員会は10月９日水曜日、あす

の午前10時より再開いたしますので、御参集願

います。 

  本日はこれで散会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後２時４２分 散会 
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決算特別委員会記録（第３号） 

 

 

令和元年１０月９日 水曜日 午前１０時００分開議 

委員長 山 科 正 仁     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ２番   庄  司  里  香  委員 

  ３番   叶  内  恵  子  委員     ４番   八  鍬  長  一  委員 

  ５番   今  田  浩  徳  委員     ６番   押  切  明  弘  委員 

  ７番   山  科  春  美  委員     ９番   佐  藤  文  一  委員 

 １０番   山  科  正  仁  委員    １１番   新  田  道  尋  委員 

 １２番   奥  山  省  三  委員    １３番   下  山  准  一  委員 

 １４番   石  川  正  志  委員    １５番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １６番   佐  藤  卓  也  委員    １７番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １８番   小  野  周  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 小 松   孝  総 合 政 策 課 長 関   宏 之 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 加 藤   功 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 森   正 一 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 亀 井 博 人  看 護 師 養 成 所 
開 設 準 備 課 長 田 宮 真 人 
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開      議 

 

 

山科正仁委員長 おはようございます。 

  ただいまの出席委員は17名です。欠席通告者

はありません。 

  これより10月８日に引き続き決算特別委員会

を開きます。 

  初めに、審査に入る前に、10月８日にも申し

上げましたが、再度確認のため本委員会の進行

に関しての主な留意点を申し上げます。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

をとりながら進めてまいります。質疑は答弁を

含め１人30分以内といたします。質問の際は、

決算に関する資料の名称、ページ数、款項目、

事業名などを具体的に示してから質問されるよ

うお願い申し上げます。 

  また、会議規則第116条第１項に、発言は全

て簡明にするものとして、議題外にわたり、ま

たはその範囲を超えてはならないと規定してお

りますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げた点について格段の

御理解と御協力をお願いいたします。 

 

 

議案第４５号平成３０年度新庄市

一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 

 

山科正仁委員長 それでは、８日の審査に引き続

き、議案第45号平成30年度新庄市一般会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。 

  それでは、一般会計の歳出に関し質疑ありま

せんか。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） それでは、私のほうか

ら質問させていただきます。 

  まず初めに、ページ数、189ページ、10款５

項11目社会体育費、そこにおいてバドミントン

クリニック＆セミナー事業実行委員会負担金及

び新庄ハーフマラソン大会実行委員会負担金に

ついてお伺いいたします。 

  詳しい説明は、成果表の146ページ及び145ペ

ージになりますので、よろしくお願いします。 

  まず初めに、バドミントンクリニック＆セミ

ナーですが、成果表を見ておりますとたくさん

の小学校、中学校、高校生、そして大人の方を

含めましてやっている事業でございます。新庄

市でもやはりバドミントン、そして昔ですとボ

クシング、そして自転車競技などやっておりま

したが、やはりこういうことをすることによっ

て、要は一流の方の指導のもと、新しい力を入

れることによって非常に子供たちに夢を与える

事業だと私は思っております。これを短期間で

はなく、継続的にすることも必要でしょうし、

まず第一に、このやったことの成果をお聞きし

たいと思います。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 バドミントンクリニック

＆セミナーの成果ということでございますけれ

ども、まずこの事業自体は地域活性化センター

の助成金を活用して実施したものでございます。

また、こちらにつきましては、成果表にもござ

いますような形で参加者がかなり小学校から、

小・中学校、高校生対象といたしまして実技指

導、対象者210名でございますけれども、実技

指導を行ったところでございます。その後に指

導者17名の方々、バドミントンを指導されてい

る方々の講話を17名の方の講話ということで実

施したところでございます。 

  内容につきましては、北都銀行のバドミント

ンクラブの方を11名招聘いたしまして、実施し
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たものでございます。 

  こちらにつきましては、市といたしまして平

成29年度から日本でトップ選手を招聘して、ス

ポーツ教室を実施していたところでございます。

最初、平成29年度は為末 大選手をお呼びいた

しまして陸上教室、昨年度はこのバドミントン

教室というふうに実施したところでございます。

委員のおっしゃったような形で市内、最上郡内

の子供たちにトップレベルの方々から直接指導

を受けるということはとてもよい機会が持てた

のではないかと思ったところでございます。 

  以上でございます。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） わかりました。ぜひと

も最近ですと、バドミントンをやっている競技

なさる方非常に多いと聞いております。 

  また、北都銀行の方ですか、ことしは新庄市

のほうへ１人来ておりまして、強化なさってい

るとお聞きしております。特に高校に入るとき

なんかはバドミントンの強い方がやはり他県や

他地域に流れるということがありますし、やは

りこういうバドミントン、特にバドミントンは

冬は関係なくできるスポーツでありますし、こ

ういうトップ選手が来ることによって逆に新庄

に高校なり集められることもありますので、こ

ういうことを継続して実施していただき、そし

てまた強化することによって、新庄市の新たな

魅力も発信できることだと思いますので、これ

は継続してこういう事業は続けていっていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  また、下段のほうになります。ハーフマラソ

ン大会ですけれども、成果表のほうにも146ペ

ージにありますとおり、今回はいものこマラソ

ン、特にハーフマラソン、これは地域の活性化

や地元の魅力を非常に発信できるいい機会だと

思いますが、やはりこのハーフの部、223名、

やっぱりちょっと少ないのかなと思っておりま

すので、ことしも開催されると思います。やは

りここら辺をしっかりとした取り組みをしなけ

ればいけないと思っておりますが、昨年１回、

２回目とやりました。その課題についてどのよ

うに捉えているのかよろしくお願いしたいと思

います。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 新庄いものこハーフマラ

ソン大会の課題ということでございますけれど

も、これまで２回開催しました。やっぱりその

中で振る舞いとか、市外の方から来ていただい

た振る舞いにつきましては、かなり好評を得た

ところでございます。芋煮汁やおにぎりなど、

ジェラートなどいろいろ協賛企業の方から提供

いただきながらお渡ししたというのはかなり評

価を得ているところでございます。 

  また、どうしても沿道の応援の方の声援がな

かなか足りないのかなという声をお聞きします

けれども、大体２年目、３年目、ことし３年目

でございますけれども、その課題についても地

域の方々からかなり出ていただくような形にな

っているかと思っているところでございます。

やっぱり地域の方々からも、自分のコースの沿

道の地域の方々からも、またことしもやるのか

という声もことし聞こえておりますし、ことし

の状況でございますけれども、その方々からか

なり、地区の方々からかなりボランティアの

方々も例年以上にふえてというか、参加してい

ただけるということでございますので、かなり

周知を図られた上で盛り上げることができるの

ではないかと考えているところでございます。 

  以上でございます。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） わかりました。ことし

もやるマラソン大会ですので、特に命題がハー

フとついていますので、やはりハーフの方をた
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くさん呼ぶような仕掛けづくりがもっともっと

必要だと思います。特に私ごとですけれども、

今回山形のほうへ、ちょっと選手として走って

まいりました。そのときは観客の方の応援がす

ごくて、もうこっちが感動する、走っていても

感動するぐらいの方でした。やはりそういうこ

とも必要だと思います。先ほど課長もおっしゃ

ったように声がけだったり、ボランティアの方

がふえていただき、観戦することによって選手

の方が一秒でも早く、応援することが必要でし

ょうし、食べ物に関してはやはり新庄市おいし

いです。やっぱり振る舞い、芋煮を食べても他

地域に負けない、いやそれ以上のもの、芋煮だ

ったり、おにぎり、そしてほかにはないジェラ

ートというのもやはり食の魅力は非常にいいも

のだと思います。しかしながら、反省するべき

は反省し、そしてしっかりとしたこういうもの

をすることによって要は新庄市の魅力も発信で

きると思いますので、ぜひとも、もし課長も、

要はそういうところに、いろんなところに視察

に行っていただいて、どういうものをやってい

るのか。特に県内では東根のさくらんぼマラソ

ンが一番有名ですし、歓声が、要は老人ホーム

に入っている方も皆さん出てきていただいて、

拍手していただいたり、小さいお子さん方は沿

道まで出ていてハイタッチをする、そういった

ことも必要でしょうし、そういうお声がけを一

個一個市のほうでもやることによって新庄市っ

て盛り上がっているんだなという、そういう機

運づくりもできますので、これは決算委員会で

はありますので、今回第３回目で非常に私期待

して私も走りますので、ぜひともその辺はよろ

しくお願いしたいと思います。 

  次に、ページ数、147ページになります。 

  ７款１項２目商工振興費になります。そこの

下段のほうになりますが、工業振興対策事業費、

詳しくは成果表の87ページ、よろしくお願いし

ます。 

  こちらのほうにたくさんの事業がありますけ

れども、やはりこれは最上地区雇用対策協議会

に関連する事業でございますけれども、学生に

対してたくさんのツアーを組んでおります。こ

ういう事業をやることによって子供が地元に定

着する一つの機運づくりとなりますけれども、

その辺に対して子供たちのどのような意見があ

ったのか、大体総括してよろしくお願いしたい

と思います。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 成果表の87ページのほう

に最上地区雇用対策協議会の関連事業というこ

とで記載させていただいておるところでござい

ます。実際は会長が商工会議所並びに事務局も

商工会議所になっておるところでございます。

私どももそこに加わった形で連携をとってやっ

ているということになってございます。 

  実績のほうについて、それぞれ今後のいわゆ

る担い手となるお子さん方たちを含めて、いろ

んな形で市内の優良な企業がこんなにあるんだ

ということを実際にそういったバスツアーであ

ったり、見学ツアーであったりの中でそれぞれ

事業展開しながら、ぜひとも最終的にはこちら

のほうに残っていただいて指導していただきた

いということで、実際に小学校のほう、中学校

の方々からも加わっていただく形でぜひという

ことでやっている事業でございます。 

  小学生、中学生の意見ということでございま

すけれども、毎年それぞれ小学生の工場見学に

ついては、平成30年の例で言いますと、小学生

と保護者を含めて39名、この中でものづくり体

験としてミニ四駆の製作とかも実際に興味をそ

そる部分でこういった身近な部分のミニ四駆製

作から始まって、さらに工場見学もあわせて行

うという形で取っかかりやすいような仕組みを

とっておるところでございます。 

  また、下のほうに書いてあります。高校生の
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取り組みの中でもものづくり企業魅力体験見学

バスツアーということで、平成30年度について

はそれぞれ南高、南高の金山校、東高の生徒57

名等の参加もいただいておるところでございま

す。こうした取り組みの中で、それぞれ高校生

についても実際に優良なこうした企業があると

いうことを身近に感じるということで、この事

業についても高校の先生方も含めて継続してお

願いしたいということで言われているところで

ございます。 

  以上でございます。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） それで、また成果表の

105ページのほうよろしくお願いいたします。

そこに対してもたくさんのものづくりセミナー

や企業紹介セミナー、仙台圏も含めましてです

ね。そして、また106ページになりますと、キ

ャリア教育についてもShin-jobということで開

催していただき、大体今回で、平成30年度で６

回目ということだったんですけれども、こうい

う事業をやることによって、やはり地元にどう

いう企業があるか知らない方が多いと感じてお

ります。お子さんたちだけでなく親も保護者の

方も一緒にやってもらうような形もしないと、

やっぱり地元には何もないということではなく

て、知らないから何もないということもありま

すので、ぜひともそこら辺の強化を継続して続

けていただき、地元には優良が企業がたくさん

あるということをもっともっと紹介していただ

き、続ける必要があると思うんですけれども、

その辺はいかがでしょうか。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 今、委員おっしゃったと

おり、実際のところお子さん自身もそうなんで

すが、親御さん自体もなかなか地元の企業よく

わからないという中で、実際に進学先である大

学のほうに行かれた場合に、親御さん自身がこ

っちで余りいいところないからそっちで探すん

だわというような話になっては困るということ

で、小学校のうち、中学校の低学年のうちから

こういった形で地元にも優良な企業があるとい

うことで、それぞれ御案内しながら実際に触れ

て体験していただきながら、こちらのほうに、

地元に残って、将来的には残ってもらえるよう

な仕組みづくりということでこの事業を展開し

ているところでございます。 

  また、Shin-jobにあっては、新庄中学校の取

り組みの中では親子行事としてこのShin-job、

普通であれば生徒だけの形になっているんです

けれども、逆にそうした形で親御さん、親子事

業としての一環として平成30年度は実施したと

いうこともありますので、また、その保護者か

らは平日ではなく土曜日とか日曜日できないか

という話も伺っておりますので、その辺は対応

できる企業も大丈夫だという話も聞いています

ので、そういった形でなるべく親御さんも含め

てこういったShin-jobの取り組みなんかも展開

できればなというふうに思っているところでご

ざいます。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） はい、わかりました。

ぜひともよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、ページ数、149ページになります。 

  ７款１項３目観光費です。そちらのほうに、

また成果表のほうになりますと、110ページの

ほうよろしくお願いします。 

  特にこの観光費については、交流人口拡大す

ることに対しましてさまざまな予算がついてお

ります。新庄フィルムコミッション事業ないし

地域ブランディングの情報発信など、また国際

観光事業などさまざまな予算が今回ついており

ますけれども、そこについてなんですが、全体

的に、特にフィルムコミッションでは新庄市が
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ロケ地だったということで、たくさんの人気俳

優だったり、また最近ですと新庄出身の若手俳

優の方々がたくさん今新庄出身だということで

アピールしておりますが、要はこういう方がた

くさん来て、新庄を応援してくれる方を観光大

使として呼ぶような制度は新庄市にはなかった

のかなと思っております。ぜひとも今回この

110ページのフィルムコミッションの方ですと、

監督及び主演俳優が駆けつけていただき新庄市

をアピールしていただいたなら、そういう方に

観光大使として生き続けていただき、新庄をア

ピールする手もあると思ったんですけれども、

そういう手だてを一緒にやることによって新た

な魅力の発信もできるような政策もとれたので

はないかなと思うんですけれども、今後そうい

う手だても一つのアイデアだと思うんですけれ

ども、いかがでしょうか。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 フィルムコミッションの

事業でございますけれども、昨年度、平成30年

度の実績としまして、映画が６本、テレビ等５

本、それからネット配信ドラマ１本、ＰＲ等１

本、それぞれで合計で19本ほど、ここ新庄にお

越しいただいて、ロケであったり、そういった

部分で実際にこちらのほうにおいでいただいて

ロケという形で提供しているところでございま

す。また、うちのほうとしてはエキストラの提

供などを行っているという中で、昨年映画の

「赤い雪」ということで、「レッドスノー」と

いうことで、実際に平成28年にロケ地としてや

った部分で、全国ロードショーの展開の中で一

等先に新庄から舞台挨拶ということで、監督初

め、主演の俳優の方々がいらっしゃいまして、

そういった形で全国ロードショーの舞台挨拶を

行ったという経緯がございます。今おっしゃい

ましたとおり、有名な俳優を観光大使にどうか

という部分については、やっぱりそのゆかりの

ある新庄出身の方々が有名な方もいらっしゃい

ますので、ほかでも取りかかっている部分で観

光大使という位置づけでいろいろと市の紹介な

り、ＰＲなりをやって、効果が上がっていると

いうのをお聞きもしておりますので、そういっ

た制度ができればなと思いますので、今後検討

していきたいと思っています。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） はい、わかりました。 

  新庄市にはなかなか観光大使という名刺を持

ってあちこち回っている人はちょっといなかっ

たものですから、全国各地にはいると思うんで

すよ。有名な方や、そして今ですとユーチュー

バーの方でもネット配信の方でもそういう方も

いらっしゃいますので、ぜひともそういうとこ

ろを活用して新庄を別な角度からアピールする

ことも必要でしょうし、これから海外に進出す

るのであれば、海外の人もその人を、要は新庄

の観光大使としてやっていくという事業も新庄

の地域ブランディングの一つかなと思いますの

で、そういうアイデアも今まで出てこなかった

ものですから、この決算委員会で少しつけ加え

させていただきましたので、ぜひともそういう

ことも、要は観光大使という新たな戦略も必要

だと思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

  次に、131ページになります。 

  ４款１項６目環境衛生費です。こちらの成果

表になりますと、79ページになります。 

  こちらに対しては、大気汚染、水質汚濁など

ございますけれども、ここの成果表には載って

いないようなものの大気汚染だったりあるので

はないでしょうか。やはりこれはにおい、大気

汚染まではいかなくてもにおいというものは、

やはり個人差はあると思いますけれども、やは

りこの辺はデリケートな問題ですので、こうい

う問題がもし発生したならば、即座に対応して
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いただき、相手の方々には注意勧告をしてもら

い、やはり要は役場として住民の方とうまく折

衝するのが一つの役回りだと思いますけれども、

そういう事例があったのか、なかったのか、そ

して、あったときはどういう対応をするのか、

よろしくお願いしたいと思います。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 公害といいますか、悪臭問題

でございます。 

  最近では鮭川での豚舎の悪臭問題、それから

本合海にある鶏舎の悪臭の問題等、さまざまな

相談が来ているところでございます。相談が来

た場合には、特に野中地区における鮭川の豚舎

の問題におきましては、最上総合支庁を中心と

して、鮭川村産業振興課、それから生産者、そ

れから野中地区の代表の方と話し合いを持ちま

して、悪臭が出ないような改善を進めてきたと

ころでございます。また、本合海の鶏舎の問題

につきましては、本合海地区の協議会が昨年立

ち上がりましたので、その協議会の中で話し合

いを持ってきたところでございます。特に、こ

としの協議会の中では鶏舎の社長も直接参加し、

その具体的な改善策等を協議してきたところで

す。 

  また、悪臭が発生した場合には、すぐに鶏舎

の担当者のほうに連絡し、消臭剤等をふやして

いただくというような対策をしてきたところで

ございます。 

  以上です。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） ぜひともこれが直接市

役所が関係しないといっても業者と市民の間の

問題だという捉え方ではなくて、あくまでも市

役所は緩衝材として、要はにおいというのはす

ごくデリケートなものです。特に、やはり感じ

方が違うと思いますけれども、そういう問題が

発生したならば、丁寧になるべく何回も行って

顔を出していただき、そしてなるべく被害が少

なくなるような対策をとらないと住民感情でか

なり大変なことになることが予想されますので、

ぜひともその辺は顔を出していただき、どのよ

うな対策を今やっているのか、市ではこういう

ことをやっていますよとか、住民のほうへ、協

議会は多分年に１回ぐらいだと思いますけれど

も、顔を出していただき、丁寧に説明をするこ

とで理解を得てもらう。そして業者のほうにも

最初の約束と違うことがあれば、やはり違うと、

こっちのほうから強く言っていただき、あくま

でも住民の方が過ごしやすい、今までと同じよ

うな生活ができるような対策をしていかなけれ

ばいけないと思いますので、もしことしもそう

いうふうになっていれば、非常に大変なことに

なりますので、平成30年度におきましてもそう

いうことが少しでもあったならば、改善してい

ただき、少しでも住みやすい新庄市になってい

ただきたいと思いますので、ぜひともその辺の

注意勧告だったり、またケアなりをよろしくお

願いしたいと思いますので、その辺はぜひ、要

はしっかりと強化していただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

  次に、ページ数、151ページになります。 

  ７款１項３目に戻って申しわけございません

が、エコロジーガーデン推進事業について質問

させていただきます。 

  成果表の112ページです。 

  こちらに関しては、エコロジーガーデンのほ

うに来園者数が１万6,870名、多分これは

kitokitoマルシェなどのたくさんの事業の方が

やられて、たくさんの方が来ておられると思い

ます。そして、その中にも今回は蚕糸試験場の

解体なりにたくさんの予算をつぎ込んでおりま

す。やはり国の重要無形文化財を守るためにも

ここの取り組みをしっかりとし、今年度あたり

は公園もという話もありますけれども、しっか
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りとした交流の方々の、要は横のつながりをし

っかりしていただきたいと思うんですけれども、

課のほうでは横のつながりはどういうふうに捉

えていますか。よろしくお願いします。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 エコロジーガーデン推進

事業に関することでございますけれども、平成

30年度に第５蚕室、いわゆるまゆの郷の建物の

改修を終えまして、今年度は第４蚕室というこ

とで耐震改修工事ということでやっていて、そ

の１期工事も来年で一応一くくりで終わりと。

さらに第２期工事ということで、平屋等も含め

て今後整備される予定となっておるところでご

ざいます。 

  エコロジーガーデン譲渡を受けましてからそ

れぞれあの施設を有効に活用したいということ

で、当初からそのにぎわいの創出も含めて今現

在やってきているという中でございます。

kitokitoマルシェもおかげさまで来園者が相当

にふえていまして、平成30年度のkitokitoマル

シェだけの実績で言いますと、１万4,650人ぐ

らいで、トータルで１万6,870人という形にな

りますけれども、それぞれ出店者数についても

266件ということで、売り上げについても980万

円ほどということで、それぞれ皆様方のおかげ

をもちましてkitokitoマルシェも宮城各県から

おいでいただくというようなにぎわいの創出が

できているということになってございます。 

  また、青山学院大学の研究、交流事業という

ことで、50万円ほど負担させていただいており

ますけれども、そうした学術関係の研究という

ことでそれら有形登録文化財の部分での実際の

研究、それからさらには去年あたりですけれど

も、実際にあそこのみならず、新庄市の全体で

の地域の地域づくりに関係する研究ということ

で、高校生も交えた形で、地元の高校生も加わ

った形でそれら交流事業という形にも発展して

いるということもございますので、今後さらに

整備がなされる中で、今まで文化財としての位

置づけのみならず、観光交流の拠点施設として

の位置づけもさらに魅力を磨き上げをかけなが

らやっていければなというふうに考えてござい

ます。 

  以上です。 

１６番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１６番（佐藤卓也委員） わかりました。エコロ

ジーガーデン、今回国の有形文化財になってい

ますけれども、工学院も来ておられます。工学

院の学長も来られていますので、そういった横

のつながりも一緒にできれば非常にいいものだ

と思います。なかなか工学院の先生、そして青

学の方々が来られるということはまずなかなか

ないですので、そういう方が高校生や小学校、

中学校の方に触れ合うことによって、要は学び

の機会をふやす機会になりますので、そういう

場所もエコロジーの場所だと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 最初に、103ページの

２款１項14目の市民相談費の中から新庄人権擁

護委員協議会負担金について質問します。 

  今期定例会におきましても２名の委員会委員

の方を推薦をいたしました。この２名を推薦さ

せていただくことに際しまして、この委員会と

いうのは、人権擁護委員の職務であったり、そ

の協議会の役割であったり、学ぶ機会をいただ

きました。その中で新庄市としては、この負担

金の額をまず含めて委員会の委員に対する職務

の評価というものをどのように評価していらっ

しゃるのか。また、推薦された今回２名の方な

んですが、再推薦ということで何期も何期も推

薦をされて、して、されて、また受けてくださ
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っているということで、この委員というのが年

齢制限があり、75歳までという年齢制限がある

というふうに学びました。その中で今後やはり

年齢の制限になってしまうと、新たな委員を推

薦していくということになるんですが、この推

薦していくための人員の確保ですね。そういっ

たルートをどのようにされていらっしゃるのか

あわせてまずお答えいただきたいと思います。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

山科正仁委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 まず、人権擁護委員協議会負

担金の額につきましては、この額につきまして

は、最上地方町村会の法令外負担金となってお

りますので、市のほうには６万1,300円という

ことで提示されるような形になっております。 

  人権擁護委員に対する評価ということでした

けれども、人権擁護委員の方は職務として地域

の方からの人権相談を受け、問題解決のお手伝

いをしたり、地域の方に人権について関心を持

ってもらえるような啓発活動を行ったりと、月

に何日も活動していただいておりますので、地

道な活動ですが、意欲的に丁寧に取り組んでい

ただいており、地域の方にとりましても、市に

おきましても人権擁護委員は重要な役割を担っ

ていると考えております。 

  最後の人権擁護委員の確保についてなんです

けれども、現在、新庄市には８名の人権擁護委

員がおります。年齢もやはり委員が言われるよ

うに高くて、平均年齢は67.5歳となっておりま

す。 

  人権擁護委員の選任につきましては、人権擁

護委員が人権に理解のある方ということで選任

が難しく、委員になっていただいている方から

の情報とか、関係機関、法務局なんですけれど

も、法務局の情報をいただいて選任をお願いし

ているという現状になっております。 

  人権擁護委員の選任するためにルートがある

というのは、担当課としましてもプラスになる

と思いますので、今後は選任の方法の手順など

を含めて検討事項とさせていただきたいと思い

ます。 

  以上です。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 昨今のテレビ報道、新

聞を見ますと、本当にパワハラ、セクハラ、い

じめ、ＤＶ、差別、体罰、虐待、本当にもうあ

りとあらゆる問題が、心痛む問題が連日連夜と

か報道されている中にあって、人権擁護委員の

職務ということが大変重要だなと思いました。

地域によってはもっと深刻な差別問題があって、

もっともっと積極的に取り組んでいるところも

あることも承知しているんですが、日本全国を

見ますと。ですが、この地域においても表面に

出てこないさまざまな悩みを抱えている方が多

数あるやと聞いておりますので、こちらの擁護

委員の協議会の活動に積極的にやはり市町村全

体が協力をして拡充していくことは非常に大切

だと思っています。 

  今回の市に上がってきている負担金というの

は、法令外負担金ということで町村会からのも

のだということなんですが、これもちょっと調

べてみますと、その町村割にした金額に対して、

そこに地域割なのか、地域的な考えなのか、ち

ょっと理解ができなかったんですが、削減をや

はりされているんですね。やっぱり減額をして

計上していると。このところに対して新庄市が

リーダーシップをとって、この金額を削減の部

分を拡充していくということが非常に大事だと

思うんですが、こちらについてはどう考えてい

らっしゃいますでしょうか。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

山科正仁委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 人権擁護委員協議会の負担金

につきましては、積算基礎ということで３点の

項目が足されるような形になっております。１
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点目は人口割として１人１円50銭で計算されま

す。２点目は人権擁護委員１人当たり3,000円。

３点目、市町村の均等割5,000円ということで、

こちらのほうで把握しておるんですけれども、

この合計に約３割程度削減されているというこ

とですので、この法令外負担金の申請の段階で

事務局のほうで資料等を提出しているようなん

ですけれども、その点で市で協力することがあ

れば、その点につきましては、協議会のほうと

話をして、協力というところで話をしてみたい

と思います。 

  以上です。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） これ他市比較、他自治

体との比較をしますと、人権擁護委員の活動費

ということで協議会への負担なんですけれども、

地域によってその考え方、取り扱い方、さまざ

ま違うかと思うんですけれども、１人当たり１

万5,200円程度協議会の活動費として負担をし

ている自治体もあります。そこにはその地域の

根深い課題というものがあると思うんですけれ

ども、新庄、最上に対しては人口割、あと均等

割という部分の中でこれまで財源不足というか、

そういったものも含めて、考えて３割減という

ふうにしてきたのではないかと思うんですが、

新庄市にあっては財政再建を果たしているわけ

ですから、こういったところは十分に拡充をし

ていってほしいと思います。 

  また、その人権擁護委員の活動について、ど

ういった活動をしているのかということが広く

周知をやはりされていないなと、それは何を見

てわかるのかといいますと、市のホームページ

などにも載ってもいません。一般の市民がいき

なり法務局のホームページだったり、法務局に

かかわる国のページを見て理解するということ

はなかなか難しいと思います。一般市民が理解

するためには、やっぱり一番最初に市にかかわ

るものから入っていくかと思うんですが、今後、

委員が年齢制限で新しい方を確保することを含

めて、あとは活動がどういったものかというこ

との周知を含めて市のホームページで掲載をし

ていくということを提案したいなと思ったんで

すが、いかがでしょうか。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

山科正仁委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 人権擁護委員は法務大臣が委

嘱するボランティアということで、事業等も市

の事業というのがないものでございます。今後、

今委員が言われたような意見は、今まで市に対

してなかったものですから、今後は市の意見を

生かしてホームページ等、市としての人権擁護

委員のＰＲについて検討していきたいと思いま

す。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） よろしくお願いいたし

ます。 

  次に、成果表からしかちょっと理解ができな

かったものですから、66ページの、歳出項目と

しては121ページ、３款２項１目のファミリー

サポートセンター事業委託料というところにな

るかと思うんですが、66ページのファミリーサ

ポートセンターの事業を見ますと、この事業の

中に「病児・緊急対応型事業を実施した」とあ

ります。この病児・緊急対応型事業によって具

体的にどういった事業であるかということの説

明と、あとは病児対応に対して、今年度どのぐ

らいの利用があって、どういった市民からの要

望があるのか、その辺をお願いします。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 ファミ

リーサポートセンターの病児対応についての御
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質問かと思います。 

  まず、ファミリーサポートセンターの事業全

般についてですけれども、お子さんを預けたい

依頼会員の方、それからそのお子さんを預かり

ますという協力会員の方、それぞれがこのファ

ミリーサポートセンターに登録をしまして、必

要なときに預かるというような事業でございま

す。その間にそのファミリーサポートセンター

のコーディネーターの方が入って、例えばどの

あたりの方がよろしいのかとか、職場に近いほ

うがいいかとか、御自宅に近いほうがいいかと

か、そういったことを総合的に勘案してどうい

った方にお預かりするのがいいのかといったと

ころをお互いにお話をして決めていくという事

業です。 

  その預かりの内容としましては、お子さんの

送迎ですとか、急なお仕事によって習い事への

送り迎えが難しいのでお願いしたいとか、あと

は美容院に行きたいのでちょっとリフレッシュ

のために二、三時間見ていただきたいとか、短

期的な利用が多いです。 

  病児につきましても、このファミリーサポー

トセンターの病児の扱いと申しますのは、熱が

38度以下であること、あとはインフルエンザな

どの感染症ではないことというような比較的軽

微なものとなっております。と申しますのは、

やはり預かる方、協力会員の方は保育士とか、

看護師とかではなくて、一般の方です。ですが、

そういったファミリーサポートセンターに登録

できるさまざまな知識を要するための研修は受

けていらっしゃいますので、お預かりするとい

う点では安心して行うことができるとは思いま

すが、やはり登園できないようなインフルエン

ザですとか、ノロウイルスですとか、そういっ

たところのお預かりは御遠慮いただいていると

いうような状況です。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） その軽微な38度以下で

あれば引き受け、病児に関しては引き受けられ

るということなんですが、そうしましたら、38

度以上があり、そして親御さん、保護者の方が

仕事であったり、緊急な状態であったり、そう

いった場合に預け保育を依頼できるとした場合

に、それはどのようになるんでしょうか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子君。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 そちら

のほうにつきましては、新庄市においては１カ

所病児保育を扱っている施設がございます。こ

ちらの病児保育の施設におきましては、看護師

と保育士が常駐しておりまして、定員は３名で

すけれども、病院の診察を受けて、無料でその

診察の診断書ではないんですが、連絡票という

ものを先生から書いていただきます。こちらの

ほうを書いていただくことで、そういった病児

保育で預けてもいいよというような承諾書をい

ただいて、さらにその病児保育の施設のほうに

行きまして、申請書とその朝の様子ですとか、

前日の様子ですとか、事細かな子供さんの様子

を記入した上でお預かりするといった制度もご

ざいます。そういったところを御利用いただけ

ればと思っております。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 病気になった場合に、

支援ですね。このサポートセンターで対応して

もらえるのかと思ったらば、ちょっと熱がやっ

ぱり高くてそれ以上が無理だということで、そ

したらどうなるんだとなると、先ほどおっしゃ

った１カ所ありますというところに連絡をした

ということだったんですが、あとは市内に勤め

ている金山の方の話であると、金山の場合はそ

の病児があって、仕事が休めない、そうした場
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合に、金山からもこういうところがありますよ

という紹介を受けて預けることができた。そし

て、その後、かかった費用に関して、この保育

にかかった費用に関して、預けた先からきちっ

とした形で領収書等をもらえれば、町に戻って

いったときにその半分は負担をされるというこ

とを話を伺いました。 

  人数が、１カ月のうちに急な病児、病気にな

ったり、発熱したり、小さいうちは多々ありま

す。その場合、ただ仕事がとても込み合ってい

て休めないといった場合に、大変助かるサービ

スであると思います。新庄市ではその事業がこ

う見てもないわけですね。サポートをするとい

うか、支援をしているという事業がないなと見

受けられたんですね。すると、今後この事業に

関しては、住民サービスを拡充していくという

ことの観点から見ても拡充をしていく、支援を

厚くしていくということが大変必要なのではな

いかと思っておりますが、どういうふうに考え

ているかお願いします。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

西田裕子。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 病児の

預かりにつきましては、平成30年度の状況で新

庄市、それから舟形町、真室川町の利用があり

まして、合計で124名の利用がありました。 

  新庄市と舟形町、真室川町につきましては、

協定を結んでおりまして、それぞれ市町村から

の負担金もいただきながら、あとはお預かりし

たお子さんの人数割で負担金をいただいている

ところです。 

  料金的には新庄、舟形、真室川のお住まいの

方は2,500円、その他の方は3,300円といったよ

うな差が生じているところではございますが、

さらにやはり今後無償化というところもござい

ます。今回の無償化制度の中では保育園や幼稚

園などにお預かりしている方の利用についての

そうした病児事業、ファミリーサポート事業も

そうですけれども、無料にならないというよう

な言い方をしています。ほかにおうちで見てい

らっしゃる方が必要であれば、保育の必要が認

められればそういったところは上限を設けて無

料というところもございます。やはりインフル

エンザですとか、長期にお休みしなければいけ

ないときの利用としまして、例えば2,500円を

３日間利用とすると7,500円というような金額

になりますので、そういったところ、やはり皆

さんが利用しやすいような、もっと利用してい

ただけるような方法を今後も考えてまいりたい

と思っております。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） ぜひ利用者の負担の軽

減、利用料に対して市が手厚く補助をしていく

という方向性をぜひ検討していただきたいと思

います。 

  次にですが、133ページ、４款１項９目看護

師養成所について伺います。 

  昨日、決算委員会の冒頭で市長より断念する

という発言を受けました。しかし、これまで平

成30年度にかかった事業費についてなんですが、

市民に対していろんな意見が出てきていると思

います。 

  市長のきのうの発言では、「私を支援してく

れた市民の皆さん」というような発言であった

かなと思います。市民は私だけではなくて、反

対した市民も賛成している市民も市民です。そ

の市民に対して、この事業費、かかった事業費

に対しても説明責任がまずはあると思うんです

が、その点はどのように考えているんでしょう

か。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 委員長、田

宮真人。 

山科正仁委員長 看護師養成所開設準備課長田宮
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真人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 平成30年度

の決算につきましては、133ページの決算書の

ほうに記載しているとおりでございます。 

  昨日、市長より看護学校の部分の開設につい

ては断念するというような御説明をした後に、

その後、これから市民へも説明するという形で

申し上げておりますので、決算状況、今年度の

状況を踏まえまして、決断に至った経過等につ

きましても丁寧に市民のほうへ説明していきた

いと考えておるところでございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 丁寧な説明をお願いし

ます。また、きのうの会見のニュース報道を含

めてなんですが、「医師会からの見解があって

断念をしました」と言っています。ただ、医師

会の見解というのは、を受けるまでもなくとい

うか、最初にずっとこれまでの特別委員会の経

過から産業に移り、そして全員協議会の内容を

見ても、これまで一貫して医師会からは賛同を

得ていると説明してきたわけですよね。これま

で。それについて、ここに来て、その医師会が

見解を出したからといって、医師会の責任にな

っていませんか。断念するという理由が。これ

まで医師会は賛成しているというようなところ

が随所にあらわれ、書かれてありますし、これ

までを見ても、「医師会、歯科医師会、薬剤師

会、看護師協会、山形大学医学部に対して開設

に向けた協力を依頼し、協力相談に応じるとの

回答を得た」というふうにずっと説明をしてき

たわけですね。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員に申し上げます。 

  本委員会は、平成30年度決算についての審査

でありまして、質疑の際はそのことを踏まえて

質問の趣旨を明確に発言してください。 

３ 番（叶内恵子委員） はい、趣旨ね……、は

い。 

  ただ、この事業費について、「丁寧な説明責

任を果たしていく」と言ったんですが、平成30

年度のこれまでの経過を見ましても、今申し上

げましたように、そういった理解を得ていると

いう説明をしてきたわけです。どの段階で、ど

ういうふうに意見の乖離が合意形成ができなく

て、このように断念するに至ったのかというこ

とを伺いたいんですが。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員に申し上げますが、

先ほど申し上げましたが、平成30年度の決算の

審査でございますので、そのことをよく踏まえ

て質問の趣旨を明確にして御質問ください。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） そうしましたら、平成

30年度決算におきまして、土地開発基金を活用

して、その土地を購入しました。土地開発基金

を活用する際の事業目的というのが看護師養成

所設置に対して、その建設のための土地だった

わけですね。それをどのように今後活用して市

民の理解を得ながら修正をかけて活用していこ

うとしているのか伺います。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 委員長、田

宮真人。 

山科正仁委員長 看護師養成所開設準備課長田宮

真人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 土地開発基

金を活用しまして土地を取得したというのは、

ただいま委員のおっしゃったとおりでございま

す。 

  今後につきましては、昨日も市長のほうで御

説明、答弁あったかと思います。行政報告あっ

たかと思いますけれども、その土地の活用につ

いては、今後検討していきたいと考えておると

ころでございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） その土地の活用につい
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ては、今後、市単独で、市主導でこれをやると

いうことに市民が納得するような形で進めてい

ただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 委員長、田

宮真人。 

山科正仁委員長 看護師養成所開設準備課長田宮

真人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 どのような

形で活用するかについては、ただいま申し上げ

ましたとおり、今後検討していきたいと考えて

おりますが、今、委員おっしゃったとおり、市

民への説明については丁寧にやっていきたいと

考えております。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） とにかく市民に対する

説明という部分が非常に足りないと考えており

ます。丁寧な説明責任と今後についてしっかり

と丁寧に説明をしていただきたいということと、

きちっとした情報開示をしていただきたいと思

っております。 

  あと、最後になんですが、192ページ、193ペ

ージの12款１項１目、２目、こちら公債費につ

いてなんですが、この公債費については、成果

表の154ページのほうにも公債費の状況という

ことで記載があります。この内容とまた監査委

員の意見書を踏まえながらなんですが、この中

で大変やっぱり注意しなければいけないなと思

うのが、臨時財政対策債ですね。こちらの臨財

債につきまして、公債費の総額に対して今現在

どの程度の割合になっているのか伺います。 

平向真也財政課長 委員長、平向真也。 

山科正仁委員長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 臨時財政対策債でございます

が、こちら本来地方交付税として歳入の部分で

交付されるべき財源の不足分を補塡するために

発行する地方債でございます。こちら市債残高

に占める割合としましては、平成30年度の決算

ベースで申し上げますと、約５割近く、正確に

は48％を占めているという状況でございます。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員。 

３ 番（叶内恵子委員） 以上です。 

山科正仁委員長 ただいまから10分間休憩をいた

します。 

 

     午前１１時０２分 休憩 

     午前１１時１０分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかにございませんか。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） それでは、私からは市

民生活に密着した質問をさせていただきたいと

思います。 

  主要施策の124ページから125ページにかけて

の安全安心通学プランの推進事業についてお聞

きしたいと思います。 

  この中において、通学路の緊急合同総点検実

施箇所５カ所あるんですけれども、その５カ所

のどのような改善策をとったのか、まずお聞き

したいと思います。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 委員長、武田

信也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長武田信

也君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 今、御質問の

ありました通学路の安全対策でございますが、

予算がございません。実際には執行何もしてい

ない。人的なことだけでありますので、資料と

しては主要施策の成果のほうにだけ載っている

事業でございます。 

  今回、今年度、平成30年度につきましては、

５カ所行っております。 

  １カ所目につきましては、県道曲川新庄線、
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これから建設される県立病院の脇の道路、13号

線から山屋踏切までの道路についてでございま

すが、これが狭い、そして交通量が多い、そし

て踏切の東側の変則十字路付近の歩道が片側の

みで危険といったことで点検させていただいて

おります。この点検については、５カ所全て道

路管理者、そして警察、そして学校関係者が出

ております。この県道曲川新庄線におきまして

は、県立病院の移転に伴い県で道路整備をする

際に配慮していくこととされてございます。 

  次に、２点目でございますが、国道458号線、

具体的には本合海地内の歩道が狭く、十分に除

雪されていない場所があるということで、危険

であるということで点検をさせていただいてお

ります。これについては、県で除雪を行う際に

その歩道の確保を留意していくといった方向と

なってございます。 

  ３点目でございますが、市道一本柳月岡線、

この道路が狭くて危険、また県道横断歩道を渡

る際に通行車両の速度が速くて危険といったこ

とで点検をさせていただいております。これに

ついては、市で路面補修を継続しながら、将来

的な路線の見直し等に合わせて改修を図ってい

くといった方向を見てございます。 

  ４つ目が、県道泉田新庄線、これは荒小屋の

共同墓地付近の丁字路でございますが、この横

断歩道のラインが消えかけているということで

点検をさせていただきました。今年度、市で下

水道工事を実施中でございますが、その部分に

ついては横断歩道のラインを復旧させていくと

いった方向、そしてその後、県のほうでオーバ

ーレイを実施する予定であるようでありました

ので、その際にラインを引いていくといった方

向を見ております。 

  最後に、国道13号線、市道横根山柏木原線の

交差点部分、実際にはローソンがあるところの

交差点でありますが、一時停止の印が消えてい

る。そして、道路横断の際に何の標示もなく危

険であるということで、ここも点検させていた

だいております。これについては、警察で一時

停止の標示を出していく、そして道路管理者、

国土交通省になりますが、国土交通省のほうで

横断誘導線を標示していくといった方向性を見

てございます。 

  以上です。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） ありがとうございまし

た。やっぱり子供たちの安心・安全のために１

回だけではなくて、秋と春とか、そういうふう

に数回に分けて児童の通学路の点検をやってほ

しいなという思いであります。 

  そういうわけで、もう一点私思うんですけれ

ども、後で原課に行って言うんですけれども、

その通学路の中に特にこれから冬になると大変

なんですけれども、空き家等をどの程度把握し

ているのか。といいますと、やはり雪ですよね。

通学路に落ちてきて大変危ないという箇所があ

るそうです。後で行って言いますけれども、や

はりその辺も点検してほしいなという思いであ

ります。 

  そして、もう一点なんですけれども、この安

心安全通学プランの基本的な考え方として、こ

の議場でもいろんな方が質問しているんですけ

れども、夏場の場合、遠距離通学の緩和という

ことで小学生が３キロ以上、中学生が５キロ以

上、Ｂプランとして冬期間等、小学生が２キロ

以上、中学生が３キロとなっているんですけれ

ども、これから新庄市も少子化で児童・生徒数

も本当に減ってくると思うんですけれども、こ

のスクールバスの乗車も恐らく少子化の関係で

乗車率が少なくなってくると思うんですよね。

この通学距離の距離数の見直しというのは考え

ていないのか。これはあれですよね、平成19年

の答申に基づいたやつですよね。それから恐ら

く生徒数もかなり減っていると思います。そう
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いうことも勘案して10年以上たっているわけで

ございますので、その辺この距離数の見直しと

いうのは教育委員会のほうでいかがなされるつ

もりかお聞きしたいと思います。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 委員長、武田

信也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長武田信

也君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 このスクール

バスで対応すべき距離については、基本的に何

キロまでするといった方向はまだ考えてござい

ません。実際におきまして距離を短くする、で

は何キロまでするかといったところで考えてい

きますと、そのたびにどんどんどんどん考えて

いかなくてはならないのかなと、実際には全て

の子供たちをスクールバスで対応できれば何も

問題は起きないのではないかなと思いますが、

そういったところはあるところでは学校の前で

乗って、１周してきて学校に通うといったとこ

ろもあるようでございますが、その辺、距離の

ほうについては、距離のほうとそれから乗せ方、

乗せ方というか、冬の対応、夏の対応も含めま

して、明倫学園が開校する際に今の距離要件で

も対象となってくる子供たちがかなり出てくる

ということで、その明倫学園の開校２年後に向

けてただいま検討しているところでございます。

これは策定委員会も含めて検討させていただい

ているところであります。この中で距離のほう

もどうやっていくかというところもできれば検

討させていただきたいなというふうに考えてお

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） やはり先ほど言いまし

たけれども、児童・生徒が減ってくるのは確実

なんですよね。先ほど次長が言ったとおり、統

合によりいろんな問題も出てくるでしょう。そ

れに合わせて明倫学区ばかりでなくて、日新学

区も全ての学区を総点検して、子供の足で３キ

ロというと１時間ぐらいかかりますよ。やっぱ

りその点本当に考慮してほしいなという思いで

質問したわけですけれども、教育委員会の中で

本当に考えてみてください。 

  次に、ページ数、99ページ、２款１項の地域

づくり支援、区長協議会についてちょっとお聞

きしたいと思います。 

  実はこのまちづくり会議に我々議員も地区協

議会の区長の会長から地区のいろんな問題点を

議員もオブザーバーとして出てほしい、そして

いろんな問題を聞いてほしいという意見があり

まして、各地区において議員が出席し聞いてお

ります。しかしながら、この二、三年ですけれ

ども、地区要望をまとめて持ってくるよりも区

長の個人的な意見がちょっと多過ぎるんじゃな

いかと思うんですけれども、その点どう思われ

ますか。 

関 宏之総合政策課長 委員長、関 宏之。 

山科正仁委員長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 まちづくり会議等に提出

される地域の課題、市政への提案ということだ

と思うんですけれども、５月に各地区に依頼し

まして、地域で話し合っていただいて要望を上

げていただくような形でお願いしているところ

ですけれども、やはりちょっと提案というのは

実際は少ないということで、区長が考えておら

れるということを提案することもあると思って

おります。ただ、地域の課題については、ほぼ

都市整備管轄の道路整備とか、河川というか、

側溝の整備とかがほとんどですので、そちらの

ほうは地域を点検した上で上げていただいてい

ると考えております。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 今議会でもそうですけ

れども、市民へのいろんな説明が足りないとい

う声があります。しかし、我々議員は市民から
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負託を受けてこの議場で質問なりやっているん

ですけれども、であれば、区長さん方に主要事

業ぐらいは、総会でもいいんですけれども、説

明をなさっても私はいいんじゃないですかと思

うんですけれども、市民市民というんですけれ

ども、市民の代表も我々負託を受けて執行部か

ら議論しているんですけれども、それでも足り

なかったとすれば、やっぱり区長たちのいろん

な会合で、全ての事業というとちょっと多過ぎ

るものですから、主要事業ぐらいは説明しても

私はいいんじゃないかと思うんですけれども、

その辺どう思われますか。 

関 宏之総合政策課長 委員長、関 宏之。 

山科正仁委員長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 委員御指摘のとおり、総

会等では主要事業の説明までには至っておらず、

各課から特にこの総会の場で説明したいという

事業に限って説明させていただいておりますの

で、今後のことになるかもしれませんけれども、

今年度これから12月に区長のブロック会議とい

うのも開催されますので、そちらのほう、ちょ

っと年度の後半に入って、今主要事業を説明す

るのはどうかということはあるかもしれません

けれども、あえてこういう議員からのお話があ

ったということも含めて説明する中で、またブ

ロック会議においてはさらに地区で考えている

ことを吸い上げるような形で開催したいと思い

ます。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） １つの手段としてその

ような場を設ければやはり市民への説明も何ら

かの形でできるのではないかと思うわけでござ

いますので、内部で検討してほしいなという思

いであります。 

  それで、これダブるかもしれませんけれども、

ページ数、139ページの水田農業経営確立対策

事業、６款の１項の、あとこれもう一点が139

ページの６款の同じ１項の農業再生協議会の負

担金なんですけれども、これに絡めてちょっと

質問したいと思います。 

  実は、我々農家に毎年再生協議会から地域説

明会資料というのを毎回配付されております。

この中を見ますと、平成30年もそうですけれど

も、減反の、減反とは今言いませんけれども、

未達成者が非常に多い。解消されていない。や

はり面積もふえてきているわけなんですけれど

も、協力しない方々の。あともう一つは、乖離

面積の解消策というのはどのようになっている

のか。その点についてお聞きしたいと思います。

といいますのは、私は一般質問でも言いました

けれども、ことし過去最高の作柄状況で、全国

トップであるという報道がされました。これが

恐らく来年度の新庄、我々新庄市にも目安の量

が非常に影響するんじゃないかと思うんですよ

ね。そうなった場合、非協力的な農家の方も恐

らくますますふえてくるんじゃないかという思

いがするわけなんですけれども、その点につい

て原課のほうではどのように対策を講じるのか

お願いしたいと思います。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 それでは、主要施策の97ペー

ジをごらんいただきたいと思っております。 

  平成30年度におきましては、生産調整数量の

目標配分が廃止されたということで、委員おっ

しゃるような対応にさせていただいているとこ

ろでございますけれども、ただ生産の目安に基

づく需給調整、協力をいただけなかった方につ

きましては、354名でございます。その354名に

対しましてどのような対応をしていくのかとい

うことだと思われますけれども、今現在協力と

いうふうな形で目安が発表されておりますので、

この方々に対してペナルティーというものは発

することはできません。それで、ただ補助メニ

ューを受けるに当たり、認定農業者になるため
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でもありますけれども、その方々については認

定農業者になることも補助メニューを受けるこ

とも、また特別栽培米つや姫、または雪若丸に

つきましても生産をすることができないような

状況でございます。ですから、私どもはあくま

でも機会を捉えてという形ではございますけれ

ども、協力をお願いしていくという立場なのか

なというふうに理解しているところでございま

す。 

  また、乖離面積のことでございますけれども、

１の需給調整に参加した農家の状況という欄を

ごらんいただきたいんですけれども、協力をい

ただいた方1,323人に対しまして、配分を受け

ましたのが24万2,645.10アールと、当初配分面

積が３万320.70アールということで、今現在新

庄市で下の欄に書かれておりますけれども、新

庄市に保留しております28万3,800アールから

配分を受けた面積を差し引きますと108.34、こ

れが乖離面積ということでございます。これに

つきましては、細目書に記載をされていない面

積ということで御理解をいただきたいと思いま

す。細目書、共済の細目書が主になっておりま

して、全ての面積が記入されているというわけ

ではないようでございます。ですから、その乖

離面積につきましては、その解消をするために

は一筆一筆実際の細目書に書かれております面

積と現地の調査が必要ではないかなと考えてお

りますけれども、なかなかその業務を実施する

という段階までには至っていないような状況で

ございます。 

  私どもも今後来年どのような配分を受けるの

であろうかということで、今現在県のほうと連

絡調整をしているところでございますけれども、

いち早くわかり次第皆様には連絡をしていきた

いなと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

  以上です。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 実はこの乖離面積につ

いては、恐らく国も航空写真で把握しているは

ずですよね。やはり確実にそれは図面におろし

て、地権者に、やっぱり正直者がばかを見ない

ような農政というものをやってほしいなという

思いがします。だから昔からこの新庄市は減反

に協力しない自由米地帯と言われていますよね。

それが新庄市の人間性なのかわかりませんけれ

ども、本当にこれは解消されていないんです。

これね。正直者がばかを見る。やはり国の施策

に賛成しなくても補助金等はもらわなくてもか

えって営農計画がよくなっているんですよね。

その辺やっぱり十二分に酌み取ってほしいなと

いう思いがします。 

  そして、最後になりますけれども、実はこの

地域説明会資料なんですけれども、平成25年ま

では市長の新庄市の農政に関する、またその年

のいろんな国の制度的なものを盛り込んだ冒頭

に挨拶文があったんですよね。今のこの地域資

料というのは、まるっきり事務連絡だけですよ。

これね。制度の。やはり市長の思いというのは

農家に伝わってこないんですよ。平成25年から

全然この冊子に載っていないんですけれども、

その辺ことし新しくなった課長にはちょっと酷

だと思うんですけれども、どう思われますか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 委員おっしゃるように、新庄

市としての考え方については、やっぱり皆様に

伝えなければならないことだと感じております。

平成31年度版につきましては、再度確認をしま

したけれども、ただ、事業の内容等の説明だけ

でとどまっているようでございます。平成32年

度資料につきましては、当市の考え方、また協

力をしていただきたい旨の内容につきましてペ

ージを設けたいと思いますので、御理解いただ

きますようにお願いいたします。 
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１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） やはり市長がこの新庄

市農業再生協議会の会長なさっているわけでご

ざいますので、やはり会長、市長の思いという

ものをやはり１ページ割いても載せてほしいな

という、それはやっぱり農家誰しもが今の新庄

市の農家の現状どうなんだと、やっぱりこの１

ページを見れば理解できるという、そういう１

ページに込めてほしいなという思いがしますの

で、その点よろしくお願いしたいと思います。 

  以上で終わります。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） まず、103ページの２

の１の１、防犯灯ＬＥＤ化補助についてですが、

公営住宅のＬＥＤ化についての現状はどうでし

ょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 市営住宅の外灯のＬＥＤ

化ということで理解していいかと思いますが、

施設の老朽化に伴ってというか、既存の施設の

改善までまだ全部ができているという状況には

なっていない状況でございます。現在、各団地

のほうからもＬＥＤ化の要請などもございます

ので、各団地の調査を行って、かかる費用の内

容を今調査しているところでございます。それ

が固まり次第計画的な形で改善に向けて検討を

進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ありがとうございます。 

  次に行きます。169ページの10の１の２、ふ

るさと創生人材確保事業負担金というのと、そ

れから、看護師等育成修学資金貸付金180万円

というふうにありまして、これは進学したとき

の支援だと思うんですが、人数はどのぐらいで

しょうか。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 委員長、武田

信也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長武田信

也君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 まず、ふるさ

と創生人材確保事業につきましては、平成30年

度においては17名分816万円でございます。 

  また、看護師等修学資金貸与事業につきまし

ては、３名分180万円となってございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 合わせますと20名支援

しているということでしょうか。 

  それで、金額についてですが、月10万円掛け

る12カ月とかにできないだろうかと、親の立場

に立つと思うわけですが、そういった考えはな

いか、あるいは人数の枠をもっと広げる考えは

ないか、お願いします。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 委員長、武田

信也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長武田信

也君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 額のほうは今

のところ考えてございません。 

  ただ、対象人数につきましては、今後の検討

課題と捉えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） どうぞよろしくお願い

します。 

  高等教育機関に送る親たちの負担が大変で、

ぜひそういった方々を支援できるように広げて

応援し、そして戻ってきたら返さなくてもいい

という形になるようにぜひお願いいたします。

広げていただきたいと思います。 
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  次に、105ページの２の１ということで、徴

税費が載っております。約２億2,000万円です

が、申告会場、文化会館の会場となっておりま

すが、この使用料は幾らですか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 徴税費の中におきます会場使

用料につきましては、おおむね文化会館を使わ

せていただいているわけですが、申告相談、２

月、３月にわたり約１カ月間の間使用させてい

ただいております。その分の利用料ということ

で、毎年同じような額で支出させていただいて

いるところでございます。こちらのほうやはり

１カ所集中での業務をシステム上対応せざるを

得ないということで運用させていただいている

ところでございますので、御了解いただければ

と存じます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 先に何か答えていただ

いていますが、私は一応使用料をお聞きしたわ

けでありまして、どうでしょうか。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時４０分 休憩 

     午前１１時４１分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 失礼いたしました。 

  こちらのほう会場借り上げ料111万5,420円が

含まれております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） わかりました。 

  大変かかっているということは初めてわかり

ました。税務課長も先に私の質問する前に先を

読んで答えていただいているわけですが、真室

川町では数会場で申告を受け付けてやっている

わけです。なぜとお聞きしますと、やはり住民

の利便性を考えてやっているということでした。

そういう意味では真室川町で同じようなシステ

ムをたくさん持ってやっているのにできるわけ

です。それを学んでいただいて、例えば要望の

ある萩野とか、そのほか八向もあってもいいよ

うな気もしますが、とか、できるだけ歩いてで

も申告会場にできるようになったら優しい新庄

ということで、ありがたいと思う人がふえると

思うんですけれどもどうですか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 確定申告期におけます会場の

１カ所集中ということで現在対応させていただ

いているところでございます。こちらのほう、

やはりシステム上の対応ということが一番ござ

います。年間といいますか、この申告期間中、

約1,000人対応させていただいておりますので、

なかなか分散化ということになりますと、機器

の設置運営、セキュリティー上の問題、そうい

ったところが一番大きい課題と捉えております。

つきましては、できるだけ簡素化した中での対

応、また新庄税務署におきましても対応してい

ることから、２カ所での新庄市内での対応と、

また税理士会におきましても同じように随時対

応しておりますので、ぜひそういう機会を捉え

て対応していただければと存じ上げます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） システムというと、私

も専門的でないのでよくわかりませんけれども、

でも真室川でやっているんだなというふうに思

うとできないわけではないんじゃないかなと。

１カ月間同じ場所でやれと言っているわけでは

なくて、例えば文化会館に萩野地区だったらい
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つとか指定してくるわけですから、その指定す

る萩野地区の分を萩野地区にだんと行って、そ

の日は萩野地区でやるとか言えば、車を持たな

い人たちが申告しやすいかなと思うんです。そ

れは真室川町でやっているわけで、そこは検討

してみてはいかがかなと思うんですけれども、

どうですか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 ただいま御指摘いただきまし

た点、以前、平成26年ごろまでは分散会場とい

うことで、市内４カ所ほど対応させていただい

ておりました。しかし、年々その指定した日と

いうか、その期間になかなか集まらない状況が

多くなってきたということもあり、またシステ

ムが高度化してきているという状況もありまし

て、やむなく一本化に至っている状況がござい

ますので、今後地区を想定してということにつ

きましては、今後の課題として考えさせていた

だきたいと思います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 課題としてと言ってい

ただいただけでありがたいと思いました。どう

か課題をお願いいたします。 

  次に、143ページの６の１の８、農村環境改

善センター費というのがありまして、ここに修

繕料が載っております。内容はどんなものでし

ょうか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 この修繕料につきましては、

３月に補正をさせていただきまして、給湯器の

修繕ということになっております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ありがとうございます。 

  私も一応農村環境改善センターに寄らせてい

ただいて、見たり、聞いたり、ちょっとですけ

れどもさせていただいたときに屋根が赤かった

りして、聞いてみますと９年も屋根塗りされて

いないというふうに、８年だったか、９年だっ

たかというふうに伺いました。いつもペンキ屋

に伺うと４年に１回ぐらいずつやったほうがい

いと言われて、しないと赤くなり、さびがつけ

ば穴があくと、雨漏りするというふうに言われ

ているような気がいたします。そういう意味で

は屋根塗りなどもやっぱりやる必要があるので

はないかなと思うんですけれども、それから雪

囲いの雪対策などもどうなのかなと思った次第

ですが、そういったところは管理はいかがでし

ょうか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 屋根のペンキということでご

ざいますけれども、状況を判断させていただき

まして対応させていただきたいと思っておりま

す。 

  また、雪囲いにつきましても今年度現状を把

握させていただきまして、対応させていただき

たいなと考えております。よろしくお願いいた

します。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ありがとうございます。 

  せっかくとてもいい施設なんだなと、お金も

かかっていそうだなと感じて、新庄市としては

いいものを持っているんだなと感じたわけで、

これをなるべく多くの方に利用していただくた

めにも利用しやすいものに、そして大事にして

いただきたいと思います。お願いいたします。 

  次に、145ページの６の１の１で、林業振興

費というのがあります。成果を見たときに成果

表の102ページの２に山形県みどり環境交付金
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事業というのがありまして、ここに湿地帯保全

活動というのがあります。25万円使っています。

68人が参加したというんですが、どのようなこ

とを行い、この効果をどう見ているか、お願い

します。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 主要施策の成果によります森

づくり推進事業、これにつきましては委員おっ

しゃるように山形県みどり環境交付金事業で行

っているところでございます。 

  これにつきましては、ここに記載されており

ますようにチョウセンアカシジミを、福宮地区

でございますけれども、チョウセンアカシジミ

を初めとしました多様な生物の保全を図るため

ということで、主に68名の方でございますけれ

ども、その環境整備、ボランティア活動で行っ

ていただいたということでございます。倒木等

ございまして、なかなか整備をされていなかっ

た湿地帯でございますので、御協力をいただき

ながら環境整備したというふうな事業でござい

ます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 内容が大体わかりまし

た。その方々の人件費は無料奉仕なんでしょう

か。自然環境保護の活動には私たちとして十分

な敬意を払わなければならないと思うんです。

貴重な自然生物、一度失えば取り戻すことはで

きないというふうに言われております。そうい

う意味で新庄市の非常に大事な宝かもしれない、

その守る活動をやっている方々に続けていただ

けるように、また続く人が出るように敬意を払

って応援していく必要があると思いますが、ど

うですか。 

三浦重実農林課長 委員長、三浦重実。 

山科正仁委員長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 その費用でございますけれど

も、周辺啓発看板の設置とか、宮内堤の整備と

いうふうな整備の中身で事業の中身となってお

ります。ボランティアの御協力をいただいてい

る方々に対してボランティアということだけで

はなく、有償な形で参加をしていただいてはど

うかというふうな御提案だったと考えますけれ

ども、周りのその他いろいろ御協力をいただい

ている事業がございますので、なお検討させて

いただきたいということで御理解をいただきた

いと思います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ありがとうございます。

よろしくお願いします。 

  117ページの３の１の５に高齢者世帯冬期生

活支援、約597万円が載っています。玄関前、

あるいは屋根雪の除雪ということだと思うんで

すが、今回課題は何だったでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 高齢者

世帯、それから障害者世帯の屋根の雪おろし、

それから玄関前の除雪につきましては、シルバ

ー人材センターのほうに委託しているところで

ございます。この中で屋根の雪のほうはある程

度待っていただく、あるいは調整も可能という

ことで、対応できておるところでございますけ

れども、玄関前のほう、こちらのほうがどうし

ても日々の生活に密着したところということで、

また御要望いただく時間帯も集中しているとい

うことで、朝方ですとかそういったところに要

望が多いというところで、シルバーのほうの回

っていただく方については、そこのほうの調整

が難しいと聞いております。 

  また、シルバー人材センターの会員もなかな
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か伸び悩んでいるということで、昨シーズンは

積雪量がそれほどでもなかったので、何とか対

応できたところですけれども、豪雪期には難し

くなってくるかなと感じているところです。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ありがとうございます。 

  ここで私の提案ですけれども、人手不足が心

配されますので、近所の人などに頼める方がお

られれば頼めるように、そうした改善ができな

いでしょうか。これは尾花沢市で知り合い、知

人、近所にお願いできるようにしているという

んです。学んでみてはいかがでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 御提案

のように地域の共助の力で解決できるのが一番

望ましいことではないかとは思っております。

この点につきましては、関係課とも協議しなが

らモデル地区なりなんなりで始めるとか、何か

手だてを考えていかなければならないと思って

おります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ありがとうございます。

どうかよろしくお願いします。 

  次に、135ページの４の２の２で、塵芥処理

事業費４億円についてお聞きいたします。 

  ごみ処理の可燃ごみが減ったようです。これ

は成果82ページを見ますと家庭系がマイナス41

トン、事業系がマイナス99トン、140トンと減

になっております。その取り組みがあったから

か、それとも別の理由があるのかお願いします。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 やはりごみの減量化というよ

うなことで、啓蒙を図ってきたところでござい

ます。その成果と、それから若干人口が減って

いるという部分も含めまして減量化が進んでき

ているのかなというふうに考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 減量化の啓蒙で減って

いるということもあるということで、頑張って

いただいている成果があるんだなということで

考えています。 

  さらにですけれども、可燃ごみの中の生ごみ

の割合、また草や剪定枝などの割合はどのぐら

いだと見ておられるのかお願いします。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 詳細については把握してござ

いませんが、可燃ごみのおよそ50％ほどが紙系

のものであるというようなデータがございます。

普通の紙ですね。ですので、その部分をできる

だけ再利用に回すと、その残りが生ごみ等々で

あるというふうに考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 生ごみの収集事業とい

うのが新庄市でも行われて、135ページの４の

２の２に生ごみ収集事業ということで行われて

おります。これを拡大することで可燃ごみを減

らすということができるのではないでしょうか。

また、草、枝剪定、可燃ごみの袋にうちの周り

で取った草を入れたり、庭を持っている方は枝、

葉っぱなども入れたりしておられる方がよくお

られます。悪くはないんですけれども、できれ

ば資源にしたいわけです。そして堆肥になって

もらいたいわけです。そういう堆肥化に向けて

集めてまたさらに減らすという取り組みはどう

考えているでしょうか。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 
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森 正一環境課長 生ごみの堆肥化でございます。

生ごみの堆肥化につきましては、地域を決めて

巡回し、その委託を行い、それを堆肥化にして

希望する町内、あるいは学校等に配付している

ところでございます。拡大するに当たり、路線

の拡大、人件費、それから生ごみを収集といい

ますか、入れる部分の啓蒙等、かなりの労力が

必要になってくるのかなというふうに考えてお

ります。今現在この状態で何とかやっていると

ころですが、可能性としましては、拡大の可能

性もあるところでございますが、今のところは

拡大するという考えは持っていないところでご

ざいます。 

  また、草木、剪定枝、それから生ごみにつき

ましては、できるだけ衛生組合も含めまして、

コンポストの利用を周知しているところでござ

いますので、できるだけそれをごみに出さずに

庭の堆肥等使っていただければなと考えている

ところです。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そのとおりだと思いま

す。庭を持っている方々にできるだけ私もコン

ポストにしてもらえればなと思いながら周りを

眺めていますが、でも、やっぱりかなり大きな

庭を持っていないとコンポストにする余裕も出

てこないのかなとも考えさせられるところがあ

ります。ちょっとぐらいの庭あったぐらいでは

こなし切れない生ごみになるような気もします

し、枝についても簡単ではないので、やはりそ

の庭を持っている人たちが庭も大事にしつつ、

生ごみ堆肥、枝の剪定などの、それも堆肥化で

きるようにやはりどこか集積所とか、集めても

らえるとか、堆肥になるとか、そういった大き

な取り組み、啓蒙がないとなかなかできないな

というふうに、コンポストのある私としてはそ

う思っております。コンポストはコンポストで

とてもありがたいものだと、本当にいいものだ

と改めて使いつつ思っておりますが、これがな

ぜみんな持てないのか、使えないのかと考えな

がらしてみると、やはり少し庭があってもそう

いうコンポストではちょっと対応できないなと

考える方が多いんだなと考えます。アパートは

ましてだなと思っております。そういう意味で

そういう方々に堆肥にできるんだと、これも資

源なんだということを知らせつつ、大事にして

いく、燃やせばいいのではないような気がする

んですね。そんなふうに考えていただきたいな

と要望です。 

  それから、このようにごみを少なくするよう

に一生懸命頑張っている私たち市民ではありま

すが、それでもプラスチックがやはり最後にレ

ジ袋だったり、ペットボトルだったり、そのほ

かだったり、使い捨て容器がやはりあふれてい

るものですから、それが可燃ごみにやっぱり出

さざるを得なくて、出せない人はポイ捨てにな

ってしまったりして、これが地球全体の汚染に

つながっていると最近わかりましたし、それが

2050年ごろには今の魚の数と同じぐらいになっ

て、廃プラスチックの海洋汚染問題という深刻

な地球環境問題になってきております。それを

考えたときに、このプラスチック問題、発生を

抑える。その消費者の運動が必要かもしれない。

内閣では国のレベルで食堂にとか、国会の周辺

の周りかと思いますが、ペットボトルやレジ袋

とか、使い捨て容器は使わないようにするとい

う取り組みを国の内閣関係でありますから、小

さいレベルですけれども、始めていると聞いて

いますし、市としても市役所を先頭にそういっ

た廃プラスチックをなるべく発生させない、使

わない、燃やさないという立場で取り組みを始

めてはどうかと思うんですが、どうですか。 

山科正仁委員長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午後０時０１分 休憩 
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     午後１時００分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 委員おっしゃいますとおり、

ペットボトル、それからプラスチックごみにつ

きましては、世界的に問題になっているところ

でございます。今後、国・県を通しまして具体

的な取り組みというのは示されてくるかと思い

ますが、やはり今できることとしまして、市に

は環境推進員という者がおりますので、その者

を通して今現在の状況の周知を図って、原点と

しましてはごみを出さないということが一番対

策なのかなと思いますので、そういうところを

徹底してごみを減らしていきたいと考えており

ます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市を挙げてまず市役所

の庁舎などから具体的に使い捨てプラスチック

を買わない、使わない、燃やさないというぐら

いの運動に消費者運動として啓蒙を図るように

やっていただきたいなという提案です。 

  あと、今、中国とかアジアに廃プラスチック

のごみというか、資源だといってやったんだけ

ど、実はごみだったりして、もう拒否と言われ

て戻ってきております。それを実はほとんど産

業廃棄物というふうに言われておりまして、そ

れを自治体に押しつけるような通知のようなも

のが来ていると聞いておりますが、そういうも

のに対して義務ではないですので、強制的なも

のでもないので、自治体としては毅然として受

け取りません、焼きませんというふうに断るこ

とができると思うんですけれども、どうですか。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 ただいまありましたとおり、

中国からのペットボトルの引き受け拒否という

ような問題がございます。それを受けまして、

以前ですとペットボトル全て再利用というよう

なことで流通が確立していたわけでございます

が、それを理由としましてペットボトルがあふ

れているという状況にあります。 

  本来であれば、全て再利用というところでご

ざいますが、エコプラザもがみのほうでも焼却

と、焼却の受け入れをするというようなことで

対策をしているところでございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 産業廃棄物、これは輸

出先を失った処理困難な産業廃棄物と言われて

おりまして、この処理を自治体に押しつけるよ

うな流れが国から来ているように聞いておりま

す。それは今の新庄、広域の持っている焼却釜

では対応できないものだと思いますので、はっ

きり断っていただきたいと思いますが、どうで

すか。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 事業系の部分につきましては、

事業系の回収業者が責任を持って処理すると、

一般のごみ、家庭から出る部分になりますが、

そのごみにつきましては自治体に責任がござい

ますので、今お話ししましたとおり、エコプラ

ザもがみで焼却を受け入れるということでござ

いますので、そういう形で処分していきたいと

考えております。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） それでは、私のほうか

ら二、三質問いたします。 

  決算書は106ページ、107ページというか、戸

籍住民基本台帳、成果表は44ページを見ていた
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だきたいと思います。 

  外国人の住民登録者数ですけれども、ことし

を見ますと、ベトナム人が154名、中国が93、

韓国が39というふうになっています。それで、

ベトナム人ですけれども、平成28年度では85人、

平成29年度で127人というふうになっています

けれども、この急激にふえてきていますけれど

も、これは安倍政権によります外国人労働者の

受け入れ拡大に伴ってふえているのか、その辺

どういう状況なのか教えていただきたいと思い

ます。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

山科正仁委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 市民課で把握している部分に

つきましては、ベトナム国籍の方が多くなって

いるのは、技能実習生の受け入れの企業が増加

したためと捉えております。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） それは工業団地のどう

いう会社に来ているのか、ちょっとその点もお

願いします。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 企業団地の関係でござい

ますけれども、ベトナム人にということでござ

いますので、企業団地のベトナム人の従業員と

いう形で現在75名、４社のほうになっておりま

す。 

  済みません、企業団地、中核工業団地につい

ては３社、あと泉田のミヤ通信のほうで５名と

いうことで、内訳としては企業団地内の部分に

ついては70名、あとミヤ通信のほうで５名とい

うことでございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 日本の国全体としては、

今一番多いのが中国人、次ベトナム人、フィリ

ピン人、ネパール人というふうになっているよ

うですけれども、この新庄地区においてはベト

ナム人がたくさん入ってきているという話だと

思いますけれども、この方たちですけれども、

例えば今現在は会社の寮というところに住んで

いるのか、それともアパートというふうに住ん

でいる。それから、何年ぐらい居住というか、

こちらにいることができるのか、その点ちょっ

と教えていただきたいと思います。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

山科正仁委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 住居のほうですが、１軒のう

ちに何人かまとめて転入届とかなっていますの

で、アパートかどうかはちょっとわかりません

けれども、１軒に何人か数人で住んでいると思

われます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） あともう一つの答えは

わかりませんか。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

山科正仁委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 市民課で把握している部分な

んですけれども、技能実習生といいますのは、

１号ロ、２号ロ、３号ロというふうに分かれて

いるようです。１号ロにつきましては、技能を

取得する活動ということで、２号ロ、３号ロに

つきましては、技能を取得して業務に従事する

活動をする外国人と捉えております。 

  在留期間につきましては、５年と聞いており

ます。１年目の人は１号ロで、２年目、３年目

は２号ロ、４年目、５年目は３号ロと市民課で

は把握しております。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今の話ですと５年、全

ての方が５年であとは帰るということになるん

でしょうか。 
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荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

山科正仁委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 資料とか見れば、５年で出身

国に戻るようでございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今、１号、２号、３号

とありましたけれども、これによって地元の若

者に対しての仕事があふれるとか、そういうよ

うな影響はないというふうに考えていますか。 

荒澤精也商工観光課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 今現在、就労の部分でど

うしても足りない状況が既に発生しているとい

う中で、外国人の従業員に頼らざるを得ないと

いう状況が今現在新庄市内においてもそういっ

た企業が多く出てきているということで外国人

の登用という形で人材を登用させていただいて

いるということでございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） この調子でいきますと、

日本の国全体でもこの外国人労働者受け入れを

拡大していますので、このままどんどんふえて

いくと考えられますけれども、そのときの医療

体制の整備とか、社会保険の加入とか、そうい

った点についてはどのようになっているのか、

ちょっとお聞きします。 

荒田明子市民課長 委員長、荒田明子。 

山科正仁委員長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 外国人の方が市民課に転入届

け出をするわけなんですけれども、そのときに

把握した中では、国民健康保険の方もいらっし

ゃいますし、その企業で社会保険もあるところ

もあるようです。 

  以上です。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） わかりました。 

  では、次に行きます。 

  決算書は188ページになるのかな。ちょっと

188、189というか、10款教育費ですけれども、

社会体育費ですけれども、成果表では148ペー

ジ、ホストタウン推進事業とありますが、これ

は読んでみますと、相手国関係等の会議に出席

したとかといろいろ載っていますけれども、こ

の成果はどうだったのか。それから、予算書の

ほうですけれども、予算書の中には40万2,000

円というふうに数字載っています。でもこの決

算書の備考欄にはこの数字は載っていません。

これはどういうことなのか、その辺含めて回答

お願いいたします。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 ホストタウン推進事業の

状況でございます。 

  今現在、ことしの２月に台湾のバドミントン

の競技団体をということでホストタウンという

ことで国の政府のほうから登録を受けたところ

でございます。今回平成30年度の事業におきま

しては、ホストタウン、台湾とのバドミントン

の団体とかとの交渉に当たる旅費がまず主とな

ったものでございます。ここに成果表の148ペ

ージにありますとおり、それぞれ（１）台湾の

バドミントン協会ということで、直接台湾のほ

うに伺って交渉してきた部分、または（２）、

（３）ということで、国内でそれぞれの台湾の

団体の方々とお話をしてきたという部分、旅費

についての支出でございます。 

  決算書のほうに金額が出ていないことにつき

ましては、平成30年度の決算の上では普通旅費

ということで計上させていただいておりまして、

平成31年度というか、その部分の予算の上では

ホストタウンということで事業ということで別

途設けておりますけれども、平成30年度事業に

おきましては一般の社会体育総務事業の中でホ
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ストタウンについては事業実施させていただい

たところでございます。 

  以上でございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） だから、成果はあった

のですか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 台湾のホストタウンとい

うことでお認めいただいて、今動いているとこ

ろでございますので、成果はあったというふう

に捉えているところでございます。よろしくお

願いいたします。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 成果はあったというこ

とは、来年のオリンピックに向けて、台湾で来

るということになると思いますけれども、そう

いうことではないんですか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 今現在、今年度もそうで

ございますけれども、台湾のバドミントン協会

の方々とどのようなホストタウンとして受け入

れができるか、交流を図ることができるかとい

うことは調整を図っているところでございます。

ただ、その中で来年台湾の方々がいらっしゃる

かどうかというのは、今調整中でございますけ

れども、そういう中で今取り組んでいるところ

でございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 村山ですと、もうとっ

くに来て、練習なんかやっていますよね。だか

ら、もしそれに決まっているとしたら、ちょっ

と話が全然進んでいないように私感じられます

けれども、その点はどうなのでしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 おっしゃるように、特に

村山市の新体操については、ブルガリアの新体

操につきましては、日本国内においてもトップ

クラスの交流の仕方というか、ホストタウンの

あるべき姿、もうまさにそのような形で取り組

んでいる状況だと思います。やはり新庄におき

ましては、競技団体との交渉、やっぱり相手が

あることでございますので、相手の方から競技

団体というか、台湾の方々とのやっぱり調整が

一番大事なところです。なかなかそこが進んで

いないというのは事実かと思っております。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） ということは、見込み

があるという意味でしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 見込みといいますとあれ

ですけれども、台湾のバドミントン競技の方と

の交流ということで今回のオリンピックを契機

に競技団体同士の交流を図るような形で進めて

いきたいと考えているところでございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） わかりました。まず、

ホストタウンになるように祈って、この件は終

わります。 

  次に、ページですけれども、決算書188ペー

ジから189ページの体育施設費だと思いますけ

れども、成果表で150ページです。 

  体育施設の利用者数及び利用料金ですけれど

も、武道館、市民球場、それから市民スキー場

ですけれども、昨年よりも利用料金マイナスに

なっていますけれども、利用者が数ではふえて

いても、利用者の数は３つともふえていますけ

れども、利用料金は減っています。この理由を



 - 286 - 

教えてください。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 利用者につきましては、

有料の利用者の方もありましたら、無料の方も

いるということで、無料の方が多いのではない

かということが利用料金に反映できなかったと

いうことがあるかと思います。 

  市民球場でございますけれども、平成30年度

は天皇杯の軟式野球大会ということで、全日本

の大会がございまして、そこに観覧としていら

っしゃった方も利用者人数のほうにカウントさ

せていただいた部分がございまして、そこで金

額とリンク、利用者が多いから利用料金もふえ

ているという状況にはないのかというふうに考

えているところでございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 市民スキー場もそうす

ると同じということでしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 申しわけございません。

市民スキー場も無料というか、そのスキー場に

いらっしゃった方、また小学生の利用とか、利

用料金が発生しない部分での利用者がふえてい

ると考えているところでございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） この資料だけ私たち見

てもその点がわかりにくいので、できればこの

次から無料の方は無料というふうに、できれば

括弧で示すとか、そういうわかりやすい方法で

書いていただきたいと思います。 

  以上で私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、歳出についての質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論の通告があり

ますので、討論の発言を許可します。 

  認定に反対討論として佐藤悦子委員。 

   （１番佐藤悦子委員登壇） 

１ 番（佐藤悦子委員） 平成30年度一般会計決

算認定に反対討論をいたします。評価するとい

うことでは奨学金の支給が20人になっていると

いうことで、さらに拡充をお願いしたいと思い

ます。 

  最初に、問題だなと思う１つは、看護師養成

所の土地の代金を基金で出して先行取得したと

いうことです。これは本予算で決定してから購

入するという順番でやるべきだったと私は思い

ます。 

  それから、２番目は、実質公債費比率は

8.4％、財政調整基金は21億円と財政は全体的

によくなっています。財政を好転させてきたの

は、市民が我慢をさせられてきたことや職員給

与が抑えられてきたことによるところが大きい

です。財政のよくなった分を市民福祉や職員数

の増員などで働く環境をよくしていくようにす

べきではないかと思います。民生費が構成比比

率で見ると32.2％でした。平成29年度は31.7％

で、0.5％だけ上昇しました。しかし、人口１

人当たりの新庄市の民生費は、平成29年度で14

万9,000円です。類似団体との比較では人口１

人当たり３万円少ないという状態はほとんど変

わりません。 

  財政再建の中、市民へ福祉を削った状態がほ

とんど改善されていません。障害者福祉タクシ

ー券は、障害３級の方の一部へ拡大、また枚数

や単価も改善されておりますが、それでも県内

最低の水準です。80歳以上へのタクシー券、紙

おむつの支給基準、はり、きゅう、マッサージ

補助券が削られたままです。また、県内一高い

ごみ袋代となっておりますので、この引き下げ
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が必要です。国保税や介護保険料、利用料の引

き下げや減免、医療費窓口負担の減免、生活道

の除排雪、また排雪補助事業の改善などを進め

るべきだと思います。指導、改善などの市民か

らの要望には確実に応える予算を配分すべきだ

と思います。 

  住宅リフォームの拡充で畳がえやペンキ塗り

だけでも使えるようにして、市民の仕事をふや

すという取り組みも必要だと思います。 

  この９月議会で新庄市としては市バスの利用

料金の引き下げやわらすこ広場の無料化を進め

るという表明が出ましたが、これは大変評価し

たいと思っています。 

  また、市の職員数は平成30年度４月１日現在

276人、人口1,000人当たりの新庄市の職員数は

6.82人です。類似団体では10人です。新庄市は

人口1,000人当たり３人も少ない状況です。３

万5,000人という人口から見ますと、約100人も

少ないことになります。職員１人当たりの給料

月額は新庄市は31万8,371円、人口１人当たり

の職員給の額は新庄市の本庁職員の比較で、新

庄市は２万9,000円、類似団体は３万7,000円で

す。新庄市は人口１人当たりの職員給の額は約

8,000円も少ない状況です。 

  子供や住民に直接サービスを行う学校給食調

理、用務員、社会教育の施設の管理、保育施設

について民間委託、民営化、指定管理化などを

進め、正職員を減らしてきました。低賃金で不

安定な非正規職員をふやしてきました。これは

地域の消費を冷え込ませ、家族を持つ展望を持

ちにくくさせ、市内の少子化を加速させること

になっています。 

  公務を支えているのは人です。その専門性は

担い手である労働者の知識、経験として蓄積さ

れます。そして、職場内訓練などで長期に蓄積

されるものです。それを中断させることは税金

の無駄遣いだと思います。正規職員をふやし、

公務の担い手が誇りを持って、安心して働き続

けられる賃金と労働条件を保障することが住民

の人権を守ることにつながり、少子化対策にも

なるものだと思います。 

  また、小中一貫校推進という学校統廃合政策

の問題点です。小学校をなくすことは、地域の

住民の集まる拠点をなくすことです。そして、

地域衰退をもたらすものとなります。小中一貫

校の教育効果は検証されておりません。小中一

貫校での４・３・２体制では現在の小学校高学

年としての活動が保障されません。教師の多忙

化に拍車がかかるという問題もあります。大規

模校ほど先生方の残業がふえております。正規

採用の先生をふやすことを根本に先生方にゆと

りを持たせ、全ての子供の発達を保障する学校

づくりを求めます。 

  また、自衛隊への若者の名簿提出は、個人情

報保護上、問題だと思います。安倍政権は集団

的自衛権を容認する安保法制を制定しました。

さらに憲法９条を変え、歯どめなく自衛隊が海

外での武力行使ができるようにしようとしてい

ます。戦争では紛争解決になりません。戦争は

テロを拡大するだけです。私たちは、子供たち

を海外の戦争で死なせるわけにはいきません。

安倍政権による憲法９条改悪に反対し、自衛隊

への名簿提出は個人情報を保護する義務のある

自治体としてできないときっぱり断るべきです。 

  また、住民の暮らしを守る立場から、国にも

っと意見を言うべきだということです。平成30

年度市の国保税は１人当たり９万9,161円、前

年比２万2,435円下がりました。これは国から

国保会計へ3,400億円の補助が追加されたこと

によるものです。市長会を初め、地方団体みん

なで働きかけてきたことによるものです。言わ

なければ変わりません。 

  アメリカ言いなりの農産物の輸入拡大政策が

新庄市の農産物価格を引き下げ、深刻な後継者

不足をもたらしています。地球温暖化、規模拡

大政策では国民に食料を保障することはできま
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せん。家族農業こそ高い生産性を維持し、農地

保全にもつながります。輸入拡大をやめ、自給

率向上に向け、国の農業政策が転換されれば、

新庄市の農業後継者は確実にふえます。 

  また、最低時給を直ちに1,000円にし、引き

続き1,500円に引き上げ、正採用が当たり前の

雇用環境に変えることができれば、少子化が解

消できる日本に変わります。そのために中小企

業には今の1,000倍の補助にふやし、大企業や

富裕層にもうけに応じた負担を求めることが必

要です。 

  政治は市民のためのものです。みんなで意見

を言えば必ず変えられるのです。地方自治の大

部分が国によって決められます。住民を守る立

場から自治体から声を上げることが重要だと思

います。 

  以上で反対討論を終わります。 

山科正仁委員長 ほかに討論ありませんか。 

３ 番（叶内恵子委員） 委員長、叶内恵子。 

山科正仁委員長 叶内恵子委員、賛成ですか、反

対ですか。 

３ 番（叶内恵子委員） 反対です。 

山科正仁委員長 原案に反対討論として、叶内恵

子さん。 

   （３番叶内恵子委員登壇） 

３ 番（叶内恵子委員） 勁草21、叶内恵子です。

私は平成30年度新庄市一般会計決算の認定に反

対の討論をいたします。 

  最初に、歳入科目20款３項１項諸収入、貸付

金元利収入に計上されているどの事業による収

入未済額であるのかわからない金額を平成21年

度決算から計上し続けたというチェック体制が

失われている行政の体質について反省を促すも

のです。 

  執行部と議会が審議しているのは、市民が１

年間を通して社会に労働等を提供し得られた対

価から納税された血税です。誰のための、何の

ための行政であるのかを原点に立ち戻って考え

直すべきだと思います。 

  第２に、実質収支額を実質収支比率として平

成26年度から平成30年度を比較した場合、平成

26年度、2.9％、平成27年度、5.8％、平成28年

度、4.8％、平成29年度、7.3％、今年度は

9.8％と黒字が非常に多くなっています。実質

収支比率は、３％から５％が望ましいと言われ

ています。赤字よりも黒字であることが望まし

いのですが、行政運営に当たっては黒字が多過

ぎるのも問題です。平成30年度決算実質収支比

率9.8％は、過度の黒字と言えるのではないで

しょうか。行政サービスがきちんと行われてい

ないということを示すものであると思います。 

  第３に、成長型社会から成熟型社会に移行し

たと市のさまざまな計画書等で言及しています。

成熟型社会とはどのような社会を意味するので

しょうか。少子高齢化となった現在は、環境、

福祉、教育型財政への転換が求められています。

成熟型社会は当然経常経費が高くなります。成

熟型社会への転換をあらわす代表的な歳出項目

は民生費であり、その民生費に着目した場合、

歳出合計額の構成は平成26年度28.7％、平成27

年度、31.2％、平成28年度、31.2％、平成29年

度、31.7％、今年度が32.9％と少子高齢化が進

行しているにもかかわらず、福祉への行政サー

ビスは微増にとどまっており、民生費の不用額

については１億8,174万4,789円と多額の不用額

を生じさせて……、失礼しました。18億でした。

１億8,000、失礼しました。１億8,174万4,789

円と多額の不用額を生じさせています。これは

弱者に厳しくサービスを縮減させていると考え

ても不思議ではありません。超高齢化社会に対

応し、障害者に優しいまちづくりを掲げる山尾

市長に自身の政策についてかけ声だけでなく、

予算執行の実行性を求めるものです。 

  第４に、看護専門学校建設予定地の土地取得

であります。 

  本年２月予算計上ではなく、土地開発基金で
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取得しましたが、住民監査請求が出されている

ように、その不透明さは拭い切れません。 

  最後に、財政調整基金に触れます。 

  新庄市の標準財政規模は約94億円です。この

基金は標準財政規模の10％程度が望ましいとさ

れています。平成30年度決算での基金21億200

万円は明らかにため過ぎと言えます。市民福祉

の向上が行政の目的ですから、市民生活の底上

げを図るための政策に使うべきです。 

  以上、私の決算認定への反対討論といたしま

す。 

山科正仁委員長 ほかに討論ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第45号平成30年度新庄市一般会計歳入歳

出決算の認定については、反対討論がありまし

たので電子表決システムにより採決を行います。 

  議案第45号については、原案のとおり認定す

ることに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の

諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

山科正仁委員長 ボタンの押し忘れはございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 それでは、締め切ります。 

  投票の結果は、賛成12票、反対３票、賛成多

数であります。よって、議案第45号は原案のと

おり認定すべきものと決しました。 

 

 

議案第４６号平成３０年度新庄市

国民健康保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第46号平成30年度新

庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてを議題といたします。 

  なお、本件を含む特別会計につきましては、

歳入と歳出を一括して質疑を行います。質疑あ

りませんか。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） それでは、国民健康保

険事業に関して３点ほど質問させていただきま

す。 

  ページ数、決算書198ページ、１款１項１目

一般被保険者国民健康保険税、それから決算書

208ページ、２の４の１の出産育児一時金につ

いて質問いたします。 

  初めに、国民健康保険税に関してですが、収

納率を拝見しますと、現年度課税部分で昨年度

比較でプラス0.6、滞納繰越分に関しても3.1％

上昇しております。収納率向上に向けての背景

といたしまして、低所得者の部分への支援措置

等考えられますが、税務課といたしましては徴

収に当たりどのような苦労をされたのかお伺い

いたします。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 ただいま御質問いただきまし

た国保税の収納率につきましてお答えさせてい

ただきます。 

  現年課税分は、前年度比0.6％プラス、滞納

繰越分につきましては3.1％向上しているとい

う状況で推移しているところでございます。た

だ、合計しますと国保税全体では前年度比マイ

ナス1.46％ということで若干下がっている状況

にございます。その収納対策としましては、コ

ンビニ収納の拡大、納税相談員によるきめ細か

い徴収、催告による努力を重ね、平成30年度滞
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納繰越分の圧縮がされたことで前年度と対比し

た場合、国保税全体の収納率が若干下がったよ

うな数字で推移しているという状況にございま

す。 

  以上です。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 若干下がりですか。ち

ょっと私、では表の見間違いということですね。 

  国保税に関していくと、健康課の前課長であ

った田宮課長が時間のない中、県単位化という

ことで制度を移行させたと。やはり国保税、

我々被保険者が納める税金は、制度を維持する

上で最も重要な財源と私は認識しております。

今コンビニ収納とかで徴収率上昇を目指してい

らっしゃるということですが、本当に大事な、

我々が日本の特徴であります国民皆保険ですね。

誰でも医療、国保の場合は医療費の３割負担で

安心してお医者さんにかかることができるとい

う、その根本、いかに税の公平性を図る観点か

ら徴収率を上げていくのかというのが大きな本

当に前からの問題なので、その辺はきっちりと

対応をお願いします。 

  それから、同じく国保税の中で減免、減免と

言われる方がいらっしゃいます。減免をする財

源は何かといえば、今のところ国の支援が確定

していない中で頼るのは一般財源しかないのか

なと。国保の事業を運営するに当たり、一般会

計からの法定外繰り入れは好ましくないと、し

かも平成30年度の成果表を拝見いたしますと、

平成30年度では被保険者数が7,754人と、割合

で見ますと22％弱ということで、市民全員が等

しく使うべき一般財源を用いての市単独の減免

というのはあり得ないと私は判断しています。 

  今期定例会で一般質問において、子供の部分、

均等割の部分だけ他の自治体も引き下げる傾向

があるという、市長の答弁の中でも財政の部分

慎重に運ぶべきだといった答弁あったかと思い

ますが、原課としてはどのように捉えていらっ

しゃるのかお伺いいたします。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 国保税の子供に係る均等割の

軽減についての御質問ですけれども、子育て支

援の一つとしては効果的な施策であるというこ

とは認識しております。６月議会でも質問がご

ざいましたけれども、宮古市初め、東北地方で

は４市が実施をされているようです。なお、山

形県内で実施をしている市町村は、現在のとこ

ろはないようです。 

  子供の均等割軽減に実現に向けましては、こ

こ数年来、全国知事会や全国市長会などから要

望、提言等がなされておりまして、国から新た

に財源措置が提示されることを待っているとい

う状況です。よろしくお願いします。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 今、課長の答弁聞いて、

胸のつかえがおりたという感じがいたしました。 

  続きまして、次に指摘いたしました出産育児

一時金ということで、1,680万9,000円支出され

ておりますが、平成30年度の執行の中身という

ことを教えてください。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 出産育児一時金につきまして

は、平成６年健康保険法等の改正によりまして、

出産に対する一時金である分娩費と育児手当金

を統合して創設されたものとなっております。 

  現在、42万円となっておりまして、国保以外

の保険であっても同額となっているはずです。

よろしくお願いします。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 42万円となりますと、

今、課長答弁の中で分娩費用と育児にかかる分
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の経費、みんなで面倒見ていくんだと。何か私

の周りでもこの辺もう少しふやしたら新庄市の

子供の数ふえるんじゃないかと、このたび春の

選挙期間中です。私も市民の方から賜りまして、

思い切って100万円ぐらい出せないのかなと疑

問に思ったところでした。子供の数をふやすと

いう観点では国保事業税の中で質問すべきでは

ないかと思うのですが、例えば今42万円支給さ

れたとしても、恐らく新庄市で産める病院、残

念ながら県立新庄病院しかない。あとは母親で

ある方が御自分の生まれた出身地で出産される

のか、あるいはもう少しよその自治体にある病

院で出産されるのかということで、ほぼ出産、

分娩だけの経費で奪われてしまうのかなという

ふうに思います。 

  一方で、ことしのまさに今月からですけれど

も、３歳児以上の方は育児の部分で原則無料、

ゼロ歳児から３歳児の方でも市の支援は継続と。

ただ、私は健康課というのはやっぱり親子、母

子の健康を守るという立場の課であると思いま

す。例えば、お医者さんとか有識者の皆さんか

らお話を伺うと、人が成長する上でコミュニケ

ーションが必要であると、会話の能力というの

は、既に母親の中に赤ん坊がいるころからもう

聞こえているんだということで、せめてゼロ歳

児、１歳未満児はできれば親子で触れ合う時間

とっていただけないかなと。若い世代、子供を

出産する世代に関してはどうしても共稼ぎとい

うふうに傾向ありますけれども、新庄市はやは

り家庭内保育の中で１歳児まではできれば御両

親のもとで育てるといった部分も必要なのでは

ないかなというふうに私は思います。 

  例えば、公的医療保険３制度ある中で、全て

の保険制度の中で42万円で一律であると言いま

したけれども、よその自治体と暗に比較するわ

けではないのですが、例えば42万円にプラスし

て出しているような自治体の例とか御存じであ

れば教えていただきたいんですが。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 出産育児一時金とは別に上乗

せしてお祝い金を支給するということになろう

かと思いますけれども、全国の自治体ではいろ

いろな取り組みはされているようです。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 本当にこれは私は先ほ

ど繰り返しになりますが、働き方も、それから

私が子供を育ててきた時代と今の子育て全く様

相が違いまして、ある程度自己負担、受益者負

担払えばゼロ歳児からでも受け入れ可能になっ

てきているんですよね。その部分の経費と相殺

するというのは品格がないのですが、やはり私

は今健康課と子育て推進課、あわせて妊娠から

出産、それから就学児まで一貫して見守る流れ

ができている。やはり家庭内での保育、特に１

歳未満の方は御両親と面と向かって読み聞かせ

等をされながら会話能力を育んでいくと。まさ

に将来の子供が健康に育つという観点から、私

はやはりこの部分、ある程度増額してもいいの

ではないかと。ちなみに平成30年度生まれた

方々、子供の数は、金額は42かもしれませんが、

何人でしたか。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 平成30年に生まれた子供の数

ですけれども、238人。なお、平成29年生まれ

た子供は216人となっているようです。 

  なお、ことしの推移なんですけれども、昨年

より若干少な目で推移しているような状況があ

ります。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） ちょっとこれ逸脱余り

しないように気をつけるんですが、今までの子

育て政策は、各基礎自治体がアクセルべた踏み
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で、ブレーキなしで突っ走ってきているわけで

すよ。ところが、子供の数等がふえてこない。

やはりその辺、やはり新庄市はもう一歩よその

自治体で先行例があると、あるかもしれないと

いう課長のお話でしたが、そこはやはり安心し

て子供を産んでいただけるようなところ、ひい

ては将来的な人口減少にもしかしたら歯どめを

かける一つの政策になると思われますので、ぜ

ひその辺検討するべきというふうに思いますが、

いかがですか。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 ただいま石川委員から御提言

いただきました内容につきましては、検討して

いきたいと思います。 

  なお、現在健康課では、昨年度から子育て世

代包括支援センターを立ち上げまして、金銭的

な部分ではないんですけれども、妊娠期から出

産期、子育てまでの期間を通しまして、要はよ

り身近に相談相手になれるような体制で日々保

健師が頑張っておりますので、御理解のほどよ

ろしくお願いいたします。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） 198ページの１款の国

民健康保険税のことについてお聞きいたします。 

  成果表の一番最初157ページにもございます。

「平成30年度は国民健康保険税の改革により、

財政運営が県に一本化された」ということで、

初年度ということになっております。全体にお

ける昨年度と大きく違った点についてお尋ねし

たいです。よい点や使い勝手が悪いところもぜ

ひともお聞かせください。よろしくお願いいた

します。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 国民健康保険制度の財政的な、

特に安定を図るための制度改革が昨年度、平成

30年度に実施されております。これにより、国

保財政の運営方法は、県が医療給付費等の見込

みを立て、市町村から国民健康事業納付金を徴

収し、市町村が保険給付に要した費用を県が市

町村に支払う仕組みに変わっております。 

  平成30年度、昨年度は制度発足の初年度でし

たが、当市を初め、県内の市町村では大きなト

ラブルはなく、新制度に移行できたものと捉え

ております。 

  財政運営の主体は県に移行しましたが、市で

は引き続き資格管理、保険給付、保険税の賦課

徴収、保健事業などの諸事業に取り組んでおり

ます。当面は国民健康保険事業費の納付金の動

向に注意しながら当市の国保財政の適正運営に

努めてまいりたいと考えております。 

  なお、実際の実務上は平成29年度までとは大

きな差はないと認識しております。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） 改善されたことによっ

て不手際はないというか、使い勝手が悪いとか、

そういうことは今のところないようでしたらそ

れはよかったです。 

  次に移ります。 

  199ページ、２の１の１、督促手数料という

ことで、成果表では160ページの被保険者証、

国民健康保険証、資格証明書及び短期被保険者

証ということで、収納状況のことになります。 

  短期保険証になる前にぜひとも相手方と面談

をして、支払い方法などの相談に乗ってほしい

と思っております。もちろん現在も連絡をとる

などの全納に向けた取り組みはされていると認

識しております。今後全納率を高めるためのお

考えや方策をお聞きしたいと思います。よろし

くお願いします。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 
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加藤 功税務課長 まず、未納状況ということで

お問い合わせではないかと思われます。やはり

国保税滞納されるということの状況まで至る状

況をよく納税相談の中で相談させていただいた

上で対応させていただいているところは当然ご

ざいます。その上で資格証であるとか、いろい

ろな場合に回るということで、最初の窓口とし

ては税務課で対応させていただきますが、必要

に応じて各課に引き継ぎをさせていただいてい

るところでありますので、御了解いただければ

存じます。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） ぜひとも一人一人さま

ざまな事情で滞納になっている方もいらっしゃ

ると思いますので、ぜひともその点よく留意し

て、相手方の立場に立って相談に乗っていただ

きたいと思っております。よろしくお願いいた

します。 

  次に移ります。 

  207ページの２の１の５です。レセプト審査

の手数料のことで御質問があります。 

  後発薬についての周知も進んでいるようだと

思います。通知の結果、切りかえによる効果、

患者本人の軽減負担や全体の医療費の削減にも

効果をあらわしていると思いますが、利用率は

現在79.5％、かなり高いと思います。幾らぐら

いまで上げる予定なのか、目標値についてお聞

きしたいと思います。 

  また、個別受診奨励や受診予定者への事前電

話予約などの方策をとっていると成果表では記

載されておりますが、この4.2％向上について

もこれから上げる予定で何か考えていらっしゃ

ることがあればぜひともお聞きしたいので、よ

ろしくお願いいたします。 

山科正仁委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後２時０１分 休憩 

     午後２時１０分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 160ページ、ジェネリックの

利用率の目標値ということで、１点目質問ござ

いました。 

  国の目標値が80％となっておりますので、当

面この80％の数値を超えられるように努力をし

ていきたいと思います。 

  次に、下段の特定検診の受診率を4.2％向上

に対しまして、こちらについては平成30年度よ

り平成31年度、令和元年度が上回るような目標

を立てまして頑張りたいと思いますので、よろ

しくお願いします。具体的にはまた電話、文書

等ということになろうかと思います。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） ぜひともよいやり方だ

と思いますので、推進してやっていっていただ

ければ、ぜひとも80％を目指して頑張っていた

だきたいと思います。 

  211ページ５の１の１に移ります。特定健康

診査等事業費の内容です。成果表は159ページ

になります。 

  ５番の医療費適正化対策の実施という内容な

んですけれども、今後受診者をふやすための対

策を考えるべきだと思いますが、目標値並びに

それに向けるための施策の取り組みなどについ

てお聞きしたいです。 

  また、この下の段にあるレセプト点検事務に

ついてもお聞きしたいのです。 

  この部分については、先ほどの、その前にお

話しした207、２の１の５になるんですけれど

も、レセプトの点検業務も大変効果ある施策だ

と思います。何年ぐらい前から実施しているの
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かお知らせください。よろしくお願いします。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 最初に、レセプト点検業務、

何年前からという部分については、ちょっと後

ほど確認してお答えしたいと思います。 

  最初に、上のほうの特定健診の受診率目標と

いうことの御質問ですけれども、平成30年度に

おきましては、46.9％というふうに実績として

計上されておりますが、こちらは当面50％を目

標に頑張っていきたいと思っております。 

  右側の特定保健指導につきましては、平成29

年度に比べて平成30年度はちょっと下がりまし

たので、平成29年度を上回るような数値で頑張

りたいと思っております。よろしくお願いしま

す。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） レセプトの点検業務も

大変実績を上げている内容だと思ってお聞きし

ました。全体的な流れから見て本当にいろいろ

なことで頑張っていらっしゃるということは承

知しております。一般質問の際にもお話ししま

したが、均等割の軽減について、来年から実施

していただけるのかなどと思ってお話しさせて

いただきました。1,700万円は確かに高い金額

かもしれません。子育てを抱えて頑張っていら

っしゃる子育て世帯に対してメッセージ性は大

事だと思いますので、ぜひとも取り組みのほう

をよろしくお願いいたします。 

  以上で終わります。 

  いいですか。聞いてもらうことはできますか。

今のことについて。済みません。御意見をお願

いします。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 子供の均等割軽減の部分です

けれども、実現に向けて検討はさせていただき

たいと思っているんですけれども、財源をどこ

に求めるかということが大きな一つの課題とな

っておりまして、もう一つが、既に実施してい

る市町村を見ますと、第１子からということは

なくて、第３子からだったり、または均等割全

額ということではなくて、３割分を軽減すると

いった仕組みといいますか、ことでやっている

ところもあるようです。その辺全体を含めまし

て、国・県の動きを見ながら検討を進めさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ただいまの子供の均等

割軽減の財源をどこにするかというのに関連し

て、課長からどこからお金を持ってくるかとい

うお話でしたけれども、今年度、国保会計が黒

字になっているように思うんですが、基金の状

況などはどうですか。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 平成30年度末で約４億円の基

金がございます。基金の状況につきまして、県

内13市の状況を調べましたところ、１人当たり

換算での計算してみますと、13市の平均としま

しては、５万4,000円ほどとなっているようで

す。新庄市は１人当たりにしますと５万1,000

円となります。一番多いところですと、上山市

で９万8,000円、少ないところですと東根市で

２万4,000円という１人当たりの基金の残高と

いう数字もあります。県単位化がスタートして

今年度で２年目であるということ、そのために

県への納付金を初め、予算も流動的な部分があ

ります。また、療養給付費の３カ月分、新庄市

では大体１億6,000万円から１億7,000万円ぐら

いになりますけれども、それの３カ月分という

ことで約５億円を目標に積み立てをしていると
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いうこともあります。 

  また、県への納付金が今年度９億5,000万円

という数字もありまして、納付金の２分の１ぐ

らいは基金として準備しておくといったことか

ら、現在のような状況になっております。よろ

しくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） このたび平成30年度で

すね。先ほど一般会計の中でも言いましたが、

歳入のほうで言いましたが、国保税の大幅な引

き下げがあったということで、市民としてはほ

っとしたところがあったと思うんです。それが

やはり現年度の国保税の収納率のアップという

ふうにつながったと考えませんか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 ただいま収納率のお話になり

ましたので、私のほうでお話しさせていただき

たいと思いますが、確かに収納率そのものにつ

きまして、現年度課税では上昇していると。ま

た滞納繰越状況についても上昇していると。し

かし、全体の中では若干減少しているという傾

向がございます。やはりこれらのさまざまな収

納率の体系というのは、一概に言えるわけでは

なく、やはりこの国保税の運用自体が適正に運

用されることを前提として我々が徴収に当たら

せていただいております。その運用の中でこの

率ができているものだと解釈しておりますので、

結果として捉えさせていただいているところで

ございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 先ほど庄司委員もおっ

しゃっていましたが、1,700万円ぐらいで子供

の均等割の部分を引き下げが若干できるかもし

れないというお答えもいただいておりますし、

やり方として子供全員でなくても何番目かの子

供からでも小さくやってみるということもいい

と思うし、そういったことが子供を育てやすい

新庄市だなというふうに子供を持つ親御さんが

感じるわけでありまして、そういうことを新庄

市でやっているんだぞとなれば、新庄市に住み

たいな、住み続けるぞという感じになることが

見えるわけです。そういう意味でそういう温か

な子育てしやすい新庄市だなと感じさせるよう

な施策として、そんなに大きな金額でなくてい

いと思いますし、小さなところから始めるとい

うのができるんじゃないですか。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 子供に係る国保税の均等割の

軽減につきましては、以前から御提言とか、御

質問はいただいていることは十分認識しており

ます。そのやり方等含めまして、今後研究をさ

らに進めさせていただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第46号平成30年度新庄市国民健康保険事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第46号は原案のとおり認定すべきものと決
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しました。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午後２時２２分 休憩 

     午後２時２５分 開議 

 

山科正仁委員長 それでは、休憩を解いて再開い

たします。 

  再度読み上げますが、先ほど電子表決システ

ムが誤作動を起こしましたので、議案第45号平

成30年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついては、先ほど反対討論がありましたので電

子表決システムにより再度採決を行います。 

  議案第45号については、原案のとおり認定す

ることに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の

諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

山科正仁委員長 ボタンの押し忘れはございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 それでは、締め切ります。 

  投票の結果は、賛成13票、反対３票、賛成多

数であります。よって、議案第45号は原案のと

おり認定すべきものと決しました。 

 

 

議案第４７号平成３０年度新庄市

交通災害共済事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第47号平成30年度新

庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） 218ページ、１の１の

１交通共済の事業収入になりますけれども、１

日１円保険ということで、万が一のための大切

な市民に有益な保険だと認識しております。加

入率の推移についてもお答えください。 

  また、交通共済の支払い窓口が地区委員、隣

組長などから市役所に移りましたけれども、そ

れによって加入率の変動はどうですか。なぜ変

更になったのかもお聞きしたいです。 

  また、問い合わせ等はありましたか。件数に

ついてもお聞きしたいです。よろしくお願いい

たします。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 交通災害共済についてのお問

い合わせでございます。 

  成果のほうにもありますとおり、平成30年度

の加入率が47.16％というふうなことで、若干

なのですが、年々下がっているというような状

況にあります。 

  このたび区長が取りまとめる方式から個別の

申し込みに変えたところでございます。これの

理由としましては、一度区長で取りまとめる際

に仮領収書を渡し、金額の計算をし、市役所に

納め、本物の領収書をまた加入者に交付すると

いうようなことはかなりの負担になっていると。

また、昨今の個人情報といいますか、過敏とい

うのは適切ではないかもしれませんが、最近は

本当に個人情報というものが大変皆さんの頭の

中にもございまして、かなり過敏に反応される

方も中にはいるようです。そういう事情もあり

まして、今年度から区長による取りまとめをな

くしたというようなことでございます。そのせ

いもありまして、９月末日の現在の加入率が

39.87％となっているところでございます。 

  以上でございます。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） 39.87％、まだ１年終
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わっていないので、この数が前年度の47.16ま

で届くかと言われればちょっと難しいかなと思

ってお聞きしました。 

  この情勢のこととか、区長の手間が多いとか

ということでそういうふうになったということ

はわかりましたけれども、件数について、この

まま推移下がっていくと、この共済の事業自体

が縮小、ないしできなくなるということもある

と思います。ぜひともこの下がっていくという

ことに対しての何か窓口としてすることなり、

課で対策とか、そういうことは考えていらっし

ゃるんでしょうか。再度お尋ねいたします。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 現在39.87％ということでご

ざいまして、今後の申し込み、例年ですと１％、

多い年であれば２％ほどふえるというようなこ

とでございます。 

  やはり個人情報の問題から個別の申し込みと

いうふうに変えたわけでございますが、特に郡

部の足のない方からは先ほどありましたとおり、

苦情といいますか、どうやって納めるんだとい

うような、やはり話もございました。今回のま

ちづくり会議の中で、今まで区長が取りまとめ

て、１件当たり20円の手数料といいますか、委

託料をお支払いしてきたところだったんですが、

そういうのはとりあえず置いておいて、区長の

ボランティアといいますか、ずっと役所に行っ

ているので、区長に預けるような形でどうだと

いうような声も出てきております。何とか納め

やすいような方法をちょっと考えて取り組んで

いきたいなと考えております。 

２ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

２ 番（庄司里香委員） 一番最初にお話しした

とおり、１日１円保険は大切な市民に有益な保

険だと思っておりますので、ぜひとも加入率の

下支えをしていただきたいと思っております。

ぜひともよろしくお願いします。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） この事務事業に関して

は、質問するのは２回目でございまして、今の

総務課長が環境課長の時代のときに既に市で取

り組むものではないというような私は判断して

おります。恐らく議場の方も複数同じ意見をお

持ちの議員もいらっしゃると思いますが、必要

がないからもう加入者どんどん加入率が低くな

ってきているということで、前回の質問のとき

にも申し上げたんですが、既に民間の保険、例

えばけがされたときとか、もう十分にカバーで

きているんですね。わざわざ行政がやる必要が

あるんでしょうかと、多分前のときに投げかけ

たのは、基金お持ちですよね。決算書の最後の

ほうにあると、8,100万円ほどあるようですが、

それの処分等、課題があるというような前の答

弁頂戴していますけれども、そのような質疑の

中で執行部の方々、これまでどのような話し合

いをされたのか。将来的にまたこの事業続ける

のかお伺いいたします。 

森 正一環境課長 委員長、森 正一。 

山科正仁委員長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 交通災害共済につきましては、

ただいまありましたとおり、石川委員のほうか

らも質問をいただいておったところでございま

す。 

  交通災害共済そのものは、昭和44年から50年

ほどたったというようなことで、今、話ありま

したとおり、民間の保険が大分発達してきたと

いうか、かなりの部分でカバーしているという

こともあります。前回質問いただいてから検討

協議してきたところでございます。やはり加入

率が年々下がってきているということで、ただ

いま申し上げましたとおり、今現在40％の加入

率であるというところでございます。40％が低
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いのか、高いのか、当然以前は、始めたころは

80％を超えるほどあったわけですから、かなり

下がっているというふうなことは言えると思い

ますが、依然１万4,000人ほどの方が加入して

いるというのもまた事実でございます。 

  それから、先ほど出てきましたまちづくり会

議の中で特に集落に住んでいる方々の意見とし

ましては、何とかぜひとも続けてほしいという

意見もございました。その一方、当然加入率も

下がっておりますし、本来の保険としての役割

は終わっているのではないか。今後上昇する努

力は今までもしてきたところでございますが、

年々下がってきていると、今後とも下がること

が予想され、本来の役割としてどうなんだとい

うような議論もございます。その辺さまざまな

考えございますので、そこは慎重に検討を続け

ていかなくてはいけないなというふうに考えて

おります。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） これまでの話を蒸し返

すわけではないんですが、職員数もどんどん計

画に基づいて財政再建という中でかなり薄くな

っている。一般会計からの繰り入れもあります

が、目的別ですね。あえて言いませんけれども、

他財源、一般会計からの繰り入れ15万円ぐらい

ですか、たしかね。職員も日々雇用とかありま

すけれども、市の職員もやはり有限なんですよ。

限りがある。やはりこれからは選択と集中とい

うことで３年ぐらい前から執行部の方が言い始

めたことです。やはりもう必要でないものは、

民間でとってかわれるものは市が直営でやるべ

きではない。慎重にこれから話し合いをすると

いう、今答弁でしたが、できるだけ速やかに結

論を出していただきたいなと思います。平成30

年度決算は認めますけれども、次はどうかわか

りません。 

山科正仁委員長 答弁よろしいですか。 

１４番（石川正志委員） はい。 

山科正仁委員長 質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第47号平成30年度新庄市交通災害共済事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第47号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第４８号平成３０年度新庄市

公共下水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第48号平成30年度新

庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありますか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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山科正仁委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第48号平成30年度新庄市公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定については、原案

のとおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第48号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第４９号平成３０年度新庄市

農業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第49号平成30年度新

庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第49号平成30年度新庄市農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第49号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第５０号平成３０年度新庄市

介護保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第50号平成30年度新

庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 介護保険料の基準が改

定されました。介護保険料だから、これは246

ページ、１款保険料ですね。 

  ここで基準額が月5,900円、年７万800円だっ

たのが、月6,200円、年７万4,400円に上がった

わけですが、その効果や市民の声などはどうだ

ったでしょうか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 保険税の引き上げに伴う影響

についてお答えさせていただきます。 

  平成30年度現年度の調定額としては、７億

9,700万円、前年度比を見ますと約4,500万円ほ

どプラス６％ほど伸びている状況でございます。 

  その収納対策としましては、当初より引き上

げを行うということでの収納率の低下を回避す

るために税務課では鋭意取り組んできたところ

でございます。結果として収納率、現年分にお

きましてはプラス・マイナス・ゼロ、滞納繰越

分については0.3％プラスという状況で推移し
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ております。その大きな要因としては、特別徴

収者がプラス0.9％ふえまして、逆に普通徴収

者が0.9％減っているというような状況での推

移の動向が見られるというところで理解してい

るところでございます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市民の声を聞くと、年

金から天引きされる金額がふえるということに

やはりがっかり感と、飛び上がるような、ええ

っという、何ていうか、残念な思いというか、

そういうのがよくいろいろ回っていると聞かさ

れるところです。年金はとにかく減ると、もら

う手取りが最初のころに比べると年18万円も減

ったのよというふうに言う方もおられました。

そういう方の多い中で、この介護保険料が上が

っていくというのは本当につらいことだなと思

います。これは上がらないように国に対策を打

てというふうに言うとか、具体的には国の介護

保険への補助を上げてもらいたいと、割合を上

げるようにすれば介護保険料は上がらないで下

げる方向に向かうこともできるわけで、そうい

った国への要望が大事だと思いますが、どうで

しょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 国の負

担率のアップの要望ということでございますけ

れども、やはり制度の骨格にかかわることで、

非常に重要なことだと思っております。 

  全国市長会の会議の提言のほうを見てみまし

ても、毎年のように介護保険制度に関する提言

というのが上がっているようです。その中でも

国に対する負担割合の増ということで、毎年の

ように上がっておりますので、全国市長会を通

じての提言ということですので、これは全国の

自治体の総意だと思っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ぜひいろんな立場で言

っていくようにお願いいたします。 

  それから、255ページの１の１の１で介護認

定調査員嘱託報酬が載っていますが、これは何

人でしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 介護認

定に関しましては、嘱託職員初め、室の職員全

員が調査に当たっているところですけれども、

専門の調査員ということで、２人嘱託でお願い

しているところです。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今のお話にかかわりま

して、要介護認定者への障害者控除認定証の発

行人数の平成30年度はどうだったでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 障害者

控除のための認定証ということで、こちらは住

民税申告、所得税申告に係る障害者控除のため

の発行となりますが、平成30年度は44件となっ

ております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 要介護認定者の数にし

てみると、何％ぐらいの方にこの障害者控除の

認定証が発行されているでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 
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山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 主要成

果のほうの資料を見ていただくとおり、介護認

定者数というのは1,000人単位に上りますので、

パーセントとしては非常に少ないパーセントと

なります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 前にも何回も言ったか

もしれませんが、山形市とか、河北町とかは要

介護に認定された方には障害者控除の認定証を

その場でだかわかりませんが、市から送ってい

るという話で、その活用は６割ぐらいと言われ

ております。それを考えますと、市民にもし送

ることができれば、本人、またはその扶養する

方々がそれで節税を図ることができ、介護のた

めにお金をもう少し余裕を持って使える状況に

なるだろうなということが想像されるわけです。

大体生命保険の控除が来たり、いろいろ年金の

控除が来たり、さまざま税金の申告にかかわる

資料が来るころに、そういうものが市から送ら

れてくれば市民にとって温かい市だなというふ

うに思うことは間違いないわけでありまして、

そういうふうなことができないか、どうでしょ

うか。したほうがいいと思うんですけれども。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 障害者

の証明ですけれども、天童と山形市で介護度で

区切って、介護幾ら以上という形で該当する方

に送っているということは聞いております。新

庄市の場合は、ただ単に介護度ということでは

なくて、介護認定の審査に用いました医師の意

見書のチェック欄、こちらのほうは体のほうと

認知機能の別に分かれておりまして、その程度

でもって該当するか、しないかということで判

定しております。システム的にそちらからの抽

出が今のところ難しいということもございます

し、実際高齢者本人が使う場合もあるかと思い

ますが、多くは扶養されている方が扶養控除と

いうことで使うことが多いかと思います。そう

いったことを考えますと、全員に可能だとして

もなかなか効果としてはどうかなというところ

もございまして、課題として今後も研究させて

いただきたいと思います。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 ただいま節税ということでの

お話があったかと思います。 

  節税対策として積極的に交付をすることにつ

きましてはできませんので、控えさせていただ

きますが、申告において成人福祉課で発行して

おります障害者控除認定証を持参することで障

害者控除が適用できることについては周知に努

めていきたいと存じます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 税務課長からそう言わ

れるとすごくうれしい気持ちになります。あり

がとうございます。 

  申告なさる方々に扶養のわかるわけですから、

その中にこういう要介護の方とか、いらっしゃ

るかとお聞きすることがよくあると思うし、ま

さに見えるわけですから、そのときに市職員の

税務課のほうからそういうことができる、節税

につながることがあるよ、控除認定証もらえる

よと言っていただけますか。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 ただいま申し上げましたとお

り、節税対策としての周知は控えさせていただ

きたいと思います。税務署からの指導もござい
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まして、節税ということについてのお話はでき

ないということで周知をしているところであり

ますが、この障害者控除につきましては、制度

としてはございますので、その範囲の中で持参

していただけるように働きかけて、効果的に運

用してまいりたいと存じます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 税務課長から制度とし

てあるということと持参できるよう働きかけを

するということですので、大変踏み込んだ積極

的な姿勢を示していただいて本当にありがたい

と思います。市民もそういう市職員に会ったら

うれしいと、ああいう職員いた、うれしいと必

ず言いますから、そういう市職員として市民に

喜ばれるような仕事をぜひやっていただきたい

と思うわけです。 

  成人福祉課長としてはぜひ天童市、山形市の

やり方などをよく研究していただいて、天童市、

山形市はやっているわけですから、新庄市はそ

れよりも小さい枠ですので、やろうと思えばで

きるんじゃないかなと思うので、前向きに検討

をお願いします。 

  それから、次に成果169ページの成果ですけ

れども、成果表、施設介護サービス受給者数と

いうのが出ております。平成31年３月末で特別

養護老人ホームに276人が入っておられるとい

う状況です。その待機者の状況はどうなってい

るでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 特別養

護老人ホームの入所申込者数ということで、待

機者の状況なんですけれども、ことしの夏に調

査しておりまして、調査時点は平成31年４月１

日でございます。待機者数が96名です。前回の

調査、平成29年６月１日の調査の数字が124名

ですので、減っているということになります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 96名という数は前回の

調査よりも確かに減っているということではあ

りますが、しかし特別養護老人ホームに入れて

いただきたいというふうに切実に願っている本

人及び家族にとっては深刻な問題だと思うんで

す。安心して老後を送れるようにする。介護保

険の重要な目的だったと思います。そういう意

味ではその目的が保険料は取られるけれども、

達せられないと、使えないと、こういうことは

本当に市民にとってつらいことだなと思います

ので、その待機者解消に向けて増設などの対策

を打つ気持ちはないか、打つ必要はないのかお

考えをお聞かせください。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 このた

びの調査で減ったということですけれども、こ

れが一時的なものか、またこの数字がまた再び

ふえるのか、そういった推移についても注視し

ていきたいと思いますし、また特養のほうでは

一部整備している中で受け入れが20名ほどでき

ていないところもございますし、そちらのほう

の解消を一刻も早く解消できるようにというこ

とで待っているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 待機者解消できるよう

にというふうに、お願いいたします。どうか。 

  それから、成果172ページの紙おむつ支給事

業、76人というのが載って、391万4,244円とい

うことで、介護度３以上なんでしょうか。 
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青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 要介護

度は３以上で常時失禁の状態にある方というこ

とになっております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 介護度３以上でないと

紙おむつの支給がないわけですが、今の新庄市

は。しかし、私の友人も、介護度３ではないん

ですけれども、生活保護を受けてぎりぎりの生

活をしている中でどうしても失禁とめられなく

て、紙おむつを常時当てているような友達がお

ります。自分たちのように低所得者の場合は紙

おむつ、これ必要なんだけど、これに金が取ら

れて生活費、食費削らねばならないのよという

ふうに言っておられました。そういう方がおら

れるわけですので、低所得者で必要な紙おむつ

を使わざるを得ない方、こういう方々に支援で

きるような措置を考えることも必要と思うんで

すけれども、どうでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

青山左絵子。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長青

山左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 紙おむ

つの支給でございますけれども、介護なさって

いる方にとっては一番大変な部分だということ

は承知しております。しかしながら、１人当た

りの給付額ですとか、新庄市の場合は配達でお

届けしている。老老介護という方が多い中で、

そういった配達しているというのが新庄市のや

り方の一番いいところかなと思っているところ

でございます。今後についても現状でこのまま

利用者の声を聞きながらも制度のほうを維持し

てまいりたいと思います。 

山科正仁委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後３時０１分 休憩 

     午後３時１０分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第50号平成30年度新庄市介護保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定については、原案の

とおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第50号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第５１号平成３０年度新庄市

後期高齢者医療事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第51号平成30年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 



 - 304 - 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 273ページの歳入の保

険料の不納欠損額、それから収入未済額のとこ

ろです。 

  ここで不納欠損になった人数、それから、そ

の方々は後期高齢者医療保険証はもらえている

のか。収入未済になっている方の年収は幾らぐ

らいなのかお願いします。 

加藤 功税務課長 委員長、加藤 功。 

山科正仁委員長 税務課長加藤 功君。 

加藤 功税務課長 ただいま収納状況といいます

か、不納欠損の額ということでのお問い合わせ

だと思っております。不納欠損の状況につきま

しては、毎年圧縮に努めているところでござい

ますが、不納欠損２年の時効によりまして、平

成28年度、18人分が不納欠損されることでこの

たび計上しているところでございます。 

  そして、収入未済額につきましては、131万

9,000円ということで、前年度比に対しまして

多くなっているというふうになっております。 

  収入未済額は調定額、収入未済額がふえまし

て不納欠損額が減ったことでふえているという

ようなところで分析しているところでございま

す。以上です。（「保険証」の声あり） 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後３時１４分 休憩 

     午後３時１５分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 後期高齢者医療の資格証、短

期証につきましては、決定のほうは寒河江市と

の広域連合のほうで決定はしておりますけれど

も、状況としましては６カ月の短期被保険者証

を交付されている方が20件ほどで、資格証は交

付されていないと思われます。よろしくお願い

します。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 後期高齢者医療保険の

加入者の皆さんは、間違いなく75歳以上で、そ

して医者にかかることが多い世代になるわけで、

保険料を納められないとしても必ず保険証を渡

すようにぜひ続けていただきたいということを

お願いしたいと、できれば本当の６カ月という

のじゃなくて、普通の保険証を出すべきだとい

うふうに言っていただきたいと思いますが、い

かがですか。 

亀井博人健康課長 委員長、亀井博人。 

山科正仁委員長 健康課長亀井博人君。 

亀井博人健康課長 確かに年齢的なこともありま

すので、しかも同じ新庄市民の方でありますか

ら、そこは最大限といいますか、納税相談等に

は乗っていただいて、手続等は踏んでいただい

て、お互いにスムーズにいくようにお願いした

いと思います。よろしくお願いします。 

山科正仁委員長 よろしいですか。 

１ 番（佐藤悦子委員） はい。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第51号平成30年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出決算の認定については、
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原案のとおり認定することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第51号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第５２号平成３０年度新庄市

水道事業会計利益の処分及び決算

の認定について 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第52号平成30年度新

庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 決算書の20ページ、３

業務（１）業務量（ア）給水普及状況、普及率

が95.9％になっています。残りは4.1％なわけ

でして、どういう地域でどういう事情があるん

でしょうか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 水道の普及率ですけれど

も、95.9％ということで、全国平均の98％、あ

るいは山形県平均の98.9％よりも低くなってお

ります。 

  これは新庄市が扇状地で地下水が豊富なため、

給水区域の中でまだ井戸水を使っている方が約

1,400人ほどいるという状況で、普及率が低く

なっている状況であります。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） そうしますと、地域で

固まっているというわけではないんですよね。

ということで理解しておきます。 

  同じページの20ページ、配水量及び給水量に

有収率とあります。84.2％、これは簡単に言い

ますと、最上広域水道から1,000トンの水を買

って新庄市内に送ります。そうしますと、842

トンしか料金にはならないということです。し

たがいまして、1,000トン送って158トンが無収

水量というんですが、これについてはどういう

原因なんでしょうか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 有収率に含まれないもの

として、１つは無収水量というのがありまして、

これは水量を把握できるものの料金対象になら

なかったものとして多い順に旧配水管からの漏

水で発見したもの、それから水質保持のために

末端で放流しているもの、配水池でオーバーフ

ローしたもの、それから洗管や配水池の清掃な

どで水を捨てたものなどがあります。あともう

一つは、無効水量ということで、これがいわゆ

る地下漏水等で、水量が把握できないものとい

うのが結果的にはメーター器を通した有収水量

から無収水量を引いた残りが無効水量というふ

うなことになります。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） それにしても84.2です

ね。仕入れたものが８割４分しか料金として使

えないということは、ほとんどが漏水が原因だ

と思うんですが、この84.2という数字はここし

ばらくずっと修繕費は使っているんですけれど

も、ずっと続いているわけですよね。そのこと

と日本水道協会、日水協というんですが、その

辺あたりの指導基準みたいなのはあるんでしょ

うか。 

  そして、この84.2という数字は、県内的には

新庄市の位置はどうなんでしょうか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 
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山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 有収率は委員御指摘のよ

うに、ここ数年84.2％と横ばいとなっておりま

して、全国平均では90％ということで、これを

下回っております。 

  原因といたしましては、漏水修理を、発見次

第漏水修理をしているところでありますけれど

も、また別なところで漏水が発生すると、いわ

ゆる漏水の復元が起きているために横ばいにな

っているものと思われます。昨年度も漏水調査

を行っておりまして、また今年度も漏水調査を

引き続き行っておりまして、今年度はこれまで

26件の漏水を発見して修理しております。特に

今年度は福宮地区で200ミリの配水管の大量漏

水を発見して修理しておりますので、今年度以

降、有収率を向上させるようにさらに漏水調査

を行っていきたいと考えております。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 28ページに支出で水道

事業費用、営業費用、配水及び給水費、19節に

修繕費とあります。平成30年度決算で1,298万

円なんですよね。管路延長がどのぐらいあるか

調べました。導送配水管延長で延長距離で397

キロ、市道より長いんです。新庄から行きます

と浦和インターあたりまで行っちゃうぐらいの

延長距離です。それだけの距離で19節の修繕費

1,298万円というのは、その後、11ページ、12

ページに貸借対照表とありますが、貸借対照表、

水道事業会計では総資産119億の資産を持って

いるんです。この資産を維持管理する、先ほど

言った管路延長も含めますけれども、1,298万

円というのは余りにも少な過ぎるんじゃないで

しょうか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 配水給水費、あるいは原

水浄水費も含めまして営業収支の中での費用と

いうことになりますので、どうしても収入が少

ない、水道料金であったりとか、あるいは他会

計補助等、収入に見合う量の費用ということの

中でやらざるを得ないということで、本当はも

う少し修繕をしなくてはいけないようなところ

も先延ばししているという実情はございます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 後でもまた触れますが、

繰越利益剰余金というお金があるんです。です

から、収入の範囲内というよりも計画的にそう

いう漏水修理をしていかないと、後で高くつく

んじゃないでしょうかということを言いたいの

で、計画的な漏水修理計画をしていただきたい

と思います。 

  次に、14ページの報告書、概況の中で総括事

項、経営状況の収益的収支の説明の中で山形県

の水道用水の受水費が減少した。いわゆる広域

水道から買うお金が下がったということだと思

うんですが、このあたり幾ら下がったんでしょ

うか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 県水の受水費につきまし

ては、平成30年４月から基本料金が１立方メー

トル当たり45円が38円に、使用料が１立方メー

トル当たり15円から14円に値下げになっており

ます。これによりまして、平成29年度に比べま

して、受水費が約4,500万円の減額となってお

ります。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） そうしますと、平たく

言えば、仕入れ値が4,500万円下がったわけで

すから、これは料金に換算すると幾らになるん

でしょうか。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 
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     午後３時２７分 休憩 

     午後３時２８分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 決算意見書の中の４ペー

ジのところに給水原価と供給単価というのが載

っておりますけれども、平成30年度の給水原価

につきましては、平成29年度に比べまして約10

円値下げになっております。 

  以上です。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 県水道水からのいわゆ

る買う水の料金が4,500万円安くなったという

ことと、あと10ページに剰余金処分計算書とあ

ります。これは市民というよりも給水利用者が

払っていただいた水道料金の利益をずっと繰り

越してきた金額です。繰越利益剰余金７億

9,702万円になっています。約８億円の利益で

すね。通常経営する場合には、資産に対しての

利益の確保ということもありますけれども、あ

わせて35、36ページに企業債、借金の返済がど

ういうふうになっているかという一覧表があり

ます。新庄市の場合には、一気に拡張をしたた

めに平成10年度以前に大きな借金をしています

けれども、最初49億円近くの布設のための借金

をしたものが、今ではずっと償還を重ねてきま

して、15億台、３分の１以下に借金額が下がっ

ています。最近になっては大きな投資はしてい

ませんので、今後を考えた場合には一番長いの

で令和11年には全ての起債の償還が済むという

ような、そういう計画になっております。そう

しますと、先ほど申し上げました4,500万円の

県水の水の仕入れ値が安くなった。そして繰越

利益剰余金７億9,702万円ある、これはまたふ

えていくでしょう。３番目の理由として、償還

金についてももう先が見えてきた。この３つの

ことを足した場合には、そろそろ水道料金の値

下げということを考えてもいいんじゃないでし

ょうか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 確かに受水費のほうは値

下げになりましたけれども、ただ、平成30年度

の決算を見ましても、減価償却費あるいは資産

減耗費の増加などで平成30年度の純利益といた

しましては2,200万円ほどと、全体の費用から

見ますとぎりぎりの利益というような状況でご

ざいます。 

  また、先ほど申し上げましたように、給水原

価10円値下げにはなりましたけれども、供給単

価よりも上回って、まだ逆ざやの状態は続いて

おります。今回平成30年度の県水の受水費の値

下げによりまして、水道料金の検討をしてきま

したけれども、やはり今後第二次拡張事業等で

の更新があと十数年後に参ります。以前は年間

10億円以上のお金で整備をしたわけですけれど

も、それの更新もまたしなくてはいけないとい

うこともありますので、あとさらには、今回県

水の受水費値下げになりましたけれども、県企

業局のほうからは今後は値上げの見込みだとい

う、もう既にそう示されておりますので、今回

の県水の値下げに伴いましては据え置きという

判断させていただきました。 

  今後につきましても人口減少に伴いまして給

水収益の減少が続くものと思われますし、先ほ

ど申し上げましたような施設の更新、あるいは

耐震化という事業も控えておりますので、なか

なか今の料金体系ですと収益を上げられないと

いう状況もございますので、現在料金体系につ

きまして、現在の用途別料金から口径別料金へ

の改定について現在検討しているところであり

ますので、よろしくお願いいたします。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 
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山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 通常の売り上げだけの、

売り上げといいますか、水を売って入ってくる

分だけを考えれば、課長の答弁のようでありま

しょうけれども、先ほども言ったように、過去

の利益剰余金の繰越金が８億円近くもあること

は事実ですから、そういう点で水道事業管理者

であります経営の責任者であります市長につい

ては、この辺についてどうお考えでしょうか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 損益勘定留保資金につき

ましては、委員おっしゃるとおり、過年度の純

利益という部分ございますけれども、減価償却

分として積み立てているお金でもあります。そ

れを原資として先ほど申し上げましたような、

今後の老朽管対策、あるいは昨年も災害ありま

したけれども、さらに大規模な災害があったと

きの資本金に充当するためのお金ということで

ございますので、留保資金をもって料金云々と

いうことにはならないということで御理解お願

いしたいと思います。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） ぜひ水道事業管理者と

しての考えをお聞きしたんですが、課長が答弁

してしまいましたから、そこはしようがないと

思います。 

  水道事業も上水道事業でありますけれども、

簡易水道も吸収して１つになった。それで、平

成30年度から営農飲雑用水も１つになった。先

ほど申し上げたように、管路総延長が400キロ

近いという中で職員数は８人なんですよね。や

っぱり大変だなと思います。そういう点では市

民の毎日を支えているわけですから、安全で安

くておいしい水を供給できるようにこれからも

よろしくお願いしたいと思います。終わります。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ただいまの八鍬委員の

関連で、繰越利益剰余金が約８億円というお話

でした。また現金預金という形で見ても９億円

を超えていたと、これは11ページです。貸借対

照表の11ページの流動資産が現金預金というと

ころを見ますと、９億4,000万円というふうに

なっています。間違いないですよね。そうです

ね。ということで、これは１年分の水道料にも

超えるような金額になっていると思います。い

ろんな会社で売り上げいろいろあると思います

けれども、１年分の売り上げに相当するような

現金預金を持っているような会社は新庄市にあ

るでしょうか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 水道事業につきましては、

いわゆる装置産業と言われておりまして、やは

り施設を持っておりまして、その施設を利用し

て水道水を供給しているということであります。

そのために資産として100億円以上の資産を持

ってやっておりますので、単純な製品販売とか

と比較できないと思いますので、よろしくお願

いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 水道料金についてお聞

きしますが、県内13市等の比較で水道料金、新

庄市はどうですか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 新庄市の水道料金を県内

13市の家庭用13ミリのメーターで比較しますと、

10立方メートルでは10位、20立方メートルで３

位、30立方メートルでは１位となっております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 
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１ 番（佐藤悦子委員） そうしますと、20立方

メートル以上使うということになりますと、子

育て世帯になるような、やはり毎日に近いか、

２日に、少なくとも２日に１回は洗濯するよう

な、そういうおうちになることは間違いないと

思うんです。そういう御家庭、世帯の人数が多

い、特に子供が多い世帯にとっては大変な重い

水道料金になっていると思うんです。子育てす

るなら新庄市と言いたいというふうに思いませ

んか。そういう点で水道料金が子育て世帯など

の子供の多い世帯に大変厳し過ぎるなというふ

うに13市を見たときに思いませんか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 子育て世帯への配慮とい

う点では平成27年に11立方から20立方までの料

金を値下げしております。ただ、それでもまだ

先ほど申し上げましたように、原価が高いとい

うこともありまして、水道料金が全般的に上位

のほうに来ているという状況にはなっておりま

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 新庄市に来た方が余り

にも高いということでびっくりしておられたよ

うなんです。ほかの町村からちょっと引っ越し

て、ちょっと住んでみた方が何だか新庄市住み

づらいんだけどと言うんです。何かなと聞いて

みますと、水道料が高いのよと言うんですよね。

それはおっしゃったとおり、20立方は３位、30

立方は１位と、13市の中で新庄市の収入はそん

なに３位とか１位とか言えるような世帯の収入

状況と見ておられますか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 水道につきましては、独

立採算制で企業会計で行っておりますので、も

ちろん福祉的な面ということは承知しておりま

すけれども、ただ、水道料金を下げて、例えば

修繕費等に影響が出て、漏水が多くなる、ある

いは給水できなくなるようなことになりますと、

まず本末転倒にもなりますので、適切な料金だ

と考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 言わせていただきます

けれども、これ、私、何十年も言ってきたよう

な気がするんです。もう私、恥ずかしながら一

番長いような議員になっておりますが、ずっと

同じぐらいずっとこの現金預金が続いているん

です。この何十年も修繕しないでいるわけでは

ないと思うんです。必要な修繕をしてきただろ

うし、返済もしてきただろうと思います。それ

でも同じようにこれだけ黒字があるということ

は、職員が頑張っているんだと思うんですね。

職員がすごく頑張って頑張って人数少ない中で、

あるいは賃金抑えられた方々をいっぱい雇って

いるのかもしれませんが、そうやって頑張って

頑張ってつくってきた黒字だろうと思います。

これは誰が享受すべきなのかと考えたら、やは

り水道を使う市民じゃないでしょうか。市民に

新庄市っていいなと、優しい新庄市だよなと、

ずっと住んでいたいなと思えるような新庄市で

ありたいというのがみんなの願いではないでし

ょうか。そういう水道料金にできるように改善

できませんか。 

奥山茂樹上下水道課長 委員長、奥山茂樹。 

山科正仁委員長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 現金預金、あるいは内部

留保資金のことで質問ありますけれども、先ほ

ど申し上げましたように、水道事業は企業会計

でございます。水道事業は３つの財布がありま

して、１つ目は水道水を供給して水道料金をい

ただくなどの収益的収支の財布、２つ目が補助

金などを活用して建設改良工事を行うなどの資

本的収支の財布、３つ目が減価償却費や過年度
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の純利益を積み立てた過年度損益留保資金の財

布があります。損益勘定留保資金は、通常の工

事のほか災害などで２つ目の財布が足りなくな

った場合に補塡するための財布でありまして、

現金を持って１つ目の水道料金のほうの財布の

ほうに回すということはできないお金ですので、

御理解よろしくお願いします。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 水道料金について高いということ

は、私も大変気にはかけていまして、なってか

ら大分下げてきたつもりであります。例えばメ

ーター検針のメーター器、月100円で毎月1,200

円、毎月100円ずつ賦課している、そういうも

のを廃止したり、今回3,400万円になったのも

これは広域連合をつくるということの先進事例

ということで、県と交渉してそこまでまけてい

ただいたというのが、実際にそれをしても10円

程度しかならないという。また、新庄の特徴と

して、高齢者の人たちの10立方メートルのがす

ごく安いということもある。それをならしてい

くということも手なのかもしれませんが、高齢

者に優しいと、実際に10立方か20立方メートル、

平成27年でしたか、調査させていただきまして、

家庭の子育て環境でその人たちに優しくなるよ

うにということで立方メートルを細かくしなが

らさせてきた。 

  なかなか下がらない一つの大きな理由としま

して、県水を買う団体が今３つしかないという

ことだけなんです。新庄市と金山と真室川であ

ります。それも新庄市と同等かそれ以上なわけ

ですけれども、町のほうは一般会計を繰り入れ

ながら何とか維持しているという、舟形とかは

川が近いのでそれを使う、鮭川もそれなんかを

使うということで、本来は８市町村全体で神室

ダムから買うというふうな予定が最後は３つし

か残らなかったということで単価が高いという

こともある。当時５万人構想というのがありま

したので、５万人分の水を買うという約束でダ

ムがつくられているということですので、県と

してもそれは守ってもらいたいというようなこ

との板挟みがあるということであります。です

から、他の町村と一律比較されるというのは非

常に厳しいところがあって、それぞれの町村に

おいては独自の水源を探っているというところ

であります。例えば新庄市で足りないと言いな

がらも前のような黒沢だけでやっていくと、神

室ダム要らないというような、伏流水だけでや

っていたらこういう金額には恐らくならなかっ

た。しかし、今度は鳥越地区などが水が上がら

ないとか、水が届かないと、全市的に回らない

と、当時の先人の人たちはそれでもやはりみん

なにひとしく水を回さなくてはいけないという

ような思いでなったということはぜひ御理解い

ただきたいと。 

  担当者も非常に必死になりながら経営の財政

再建をしながら、先日の打ち合わせの中で令和

12年になるとこの資産が２億まで減っていって

しまうということで、してしまうと10年後を考

えると、そのときの市民の皆さんに大変迷惑を

かけてしまうというために次なる努力をどうす

るかというのを打ち合わせしているところであ

ります。議員の皆さんから大変御意見いただい

て、私が逆提案になるかもしれませんけれども、

下水道の場合は協議会がございますけれども、

水道の場合はないということなわけです。これ

につきましては、水道の事業に関する市民の意

見を聞く場がないということで、直接議員の皆

さんからのこういう場になってしまうというこ

とで、やっぱり協議会などをつくらせていただ

ければ、その中で市民の意見をどこにお金をか

けて、どこを直し、そして安定的な水を出した

らいいかというような御意見もいただけるよう

な仕組みになればいいなと思っています。 

  とにかく安くしたいという気持ちは、議員の

皆さんと同じでありますので、今後とも努力さ
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せていただきたいと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

山科正仁委員長 よろしいですか。ほかにござい

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第52号平成30年度新庄市水道事業会計利

益の処分及び決算の認定については、原案のと

おり可決及び認定することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第52号は原案のとおり可決及び認定すべき

ものと決しました。 

 

 

閉      議 

 

 

山科正仁委員長 以上をもちまして、本決算特別

委員会に付託された全ての案件について審査を

終了いたしました。 

  ここで、決算特別委員長として御挨拶申し上

げます。 

  平成30年度決算の認定等８件の審査につきま

しては、ふなれな議事進行にもかかわらず、各

委員の活発な質疑のもとに審査を終了すること

ができました。委員の皆様、執行部の皆様の御

協力に感謝申し上げます。 

  執行部におかれましては、本委員会に出され

た意見等につきまして十分精査され、今後の市

政運営、行財政運営、事務事業の執行に最大限

生かされるように要望いたします。 

  それでは、これをもちまして決算特別委員会

を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後３時４９分 閉議 

 

 

    決算特別委員会委員長 山 科 正 仁 

 




